









































総理大臣のえる！




乙女の怒りは最終兵器








あすか正太
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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火曜日、

２機の旅客機がニューヨークで一番高いビルに激げき突とつした。

あたしの友達は、帰ってこなかった。


















４日前








　たまに早起きしても、彼女はろくなことをしない。

　音もせず、ドアが開く。

　ゆっくりと広がる隙すき間まから、やんちゃなポニーテールがぴょこっと飛び出した。

　のえるは、噂うわさ好ずきのおばさんがするような仕草で手を口に当てながら、忍しのび足、また忍び足で、ベッドへと近づいてゆく。

　愛いとしの彼は、顔を半分枕まくらに沈しずめながら、すうすうと寝ね息いきを立てていた。

　のえるの表情に笑えみがこぼれる。その笑顔はとても優やさしい。

　しかしその顔はすぐにイタズラ好きな子供のそれに戻もどり、彼女はそっと布団ふとんをはぐと、その中へ滑すべり込んだ。そして甘い声なんぞを出してみたり。

「健けんちゃん……、起きて……、朝よ」

「なんだよのえる、いつもは寝ね坊ぼうばっかするくせに」

　むにゃむにゃと寝言のような返事。まだ意識は夢の中なのだろう、健けん太たは目を閉じたまま枕の中に顔を埋うずめていた。
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「それは中学生のころの話でしょ」

「今も中学生じゃないか」

「なに寝ぼけてるの？　あたしたち、昨日、結けつ婚こんしたんじゃない」

「え」

　びっくりして目覚めた健太が見たものは、

　視界いっぱいに飛びこんできたのえるの顔、だった。

　一つ布団の中に、互たがいの吐と息いきがふれあうほどの距きよ離りで、彼女がいる。

　その彼女が健太の首に腕うでを回して、天使のような微笑ほほえみで、ささやくのだ。

「お・は・よ・♡」

　健太の顔はみるみる赤くなり、

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」




　こういう状じよう況きようで、男のほうが悲鳴をあげるというのはいかがなものか。




　朝っぱらから、健太は母親に叱しかられた。

「朝からあんな大声を上げて、ご近所迷めい惑わくでしょ」

（なんで僕が怒おこられるんだ……？？？）

　長谷はせ川がわ家の朝はどこにでもある団らんだ。

　新聞を読む父、パンにバターを塗ぬっている母、それを食べているのえると、妹の光ひかり。

　そして涙なみだ目めな自分。

　今朝のパンはちょっぴり塩味が効いてる気がした。

「せっかくのえるちゃんが起こしに行ってくれたのに」

「だって母さん、のえるったらさ～」

　健太が反論しようとすると、目の前をバターナイフが横切った。

「『でも』『けれど』『だって』は使っちゃいけない言葉だって、母さん何回言ったっけ？」

　母は、笑っている。とてもニコニコと笑っている。

　逆らうことを許さない、女王のような微笑みを浮うかべて。

「……ごめんなさい」

　長谷川家の家訓は『言い訳厳禁』だ。

「お兄ちゃんは照れたフリしてるのよ」

　にこにことした顔で光が言った。心臓に病を患わずらっている彼女は10歳にしては小さな身体からだをしていたが、最近は退院できるほどに元気がよい。

「フリじゃないよ！　ホントにびっくりしたの！」

「そうなの？」と、のえる。

　健太はマジ顔で迫せまり、

「そ・う・な・の！　わかってよ！」

「わかった」

「よかった……」

　健太は胸をなでおろした。

　家にいるうちに誤解を解いておかないと、学校やマスコミに何を喋しやべられるかわかったものではないからだ。

　うんうん、とのえるはうなずきながら、納なつ得とくした。

「普ふ段だん、頭の中で妄もう想そうしてることが現実になったかと思って、びっくりしたのね」

「ちっがーう！　全然違ちがうよ！」

　どん、と机を叩たたいた。

　はずみでミルクがこぼれる。

「熱あっち！」

「大だい丈じよう夫ぶ!?　健ちゃん！」

　のえるはとっさに布ふ巾きんを手に取り、ぬぐってあげた。

「あ、ありがと……」

「いえいえ、どーいたしまして」

　甲斐かい甲斐がいしく健太の世話をするのえるの姿は、まるで新にい妻づまのようだ。

　母はしみじみとつぶやいた。

「初孫が楽しみだわ……」

「母さん！」

　健太がまた真っ赤になった。

「健太が18になる日が、母さん待ち遠しいな」

「じゃ、民法改正しちゃおう！」





　民法第７３１条

　男は、満18歳に、女は、満16歳にならなければ、婚こん姻いんをすることができない。






「やめて～っ！」

　健太は悲鳴をあげた。

「もー、キミが言うとシャレになってないよ！」

　のえるは腕うでを組むと、突とつ然ぜんまじめな顔をして、

「民法の改正は、衆参両院の過半数を得ればいいから……」

「得ないでよっ！」

　あはははは、とのえるが笑った。

「冗じよう談だんよ、冗談」

「まったく……」

　健太はため息をついた。

「他人が言うと冗談になるんだろうけど、キミは総理大臣なんだからさあ……」

　そうなのだ。

　冗談みたいな話だが、ウチに居い候そうろうしている彼女・折おり原はらのえるは、この日本という国の、




　内閣総理大臣なのだ。




　居候なのに、総理。

　中学生なのに、総理。

　馬ば鹿かなのに、総理。

（なにが冗談って、これほどたちの悪い冗談もないよな……）と健太は思うのだが、

　こういうことに限ってまぎれもない現実だったりするのである。

「はぁ……」ため息がもれる。

「どしたの、健ちゃん」

　のえるが心配そうな顔をして、のぞきこんできた。

「冗談と現実が取り替かえられたらな、って思ってさ……」

「え、健ちゃんやっぱり冗談じゃなく民法改正してほしいの？　そんなにあたしと……」

　のえるは頰ほおに両手をあて、恥はじらってみせたりした。

「ちーがーうーっ！」

　顔をこれ以上ないほど真っ赤にして否定する健太。しかし、のえるは健太の背中をばしーんと叩くと、

「もー、照れちゃってー」と、けらけら笑う。

（とほほ……）

　健太は言い返す気力もなく、残ったパンを口に放ほうりこむのだった。




「じゃ、メフィ。行ってくるわね」

　のえるは黒くろ猫ねこの頭をポンと叩いて、玄げん関かんから飛び出した。

　いつのまにか長谷川家の飼かい猫となっていた彼は、稀き代たいの悪あく魔まメフィストフェレスの仮の姿だ。

　もちろん、そのことは健太とのえる以外、誰だれも知らない。

　彼女とメフィはドイツで出会ったという。

　魂たましいと引き替えに願い事をなんでも叶かなえてやると言われ、のえるはこう答えたのだ。

『総理大臣やってみたい』

　そんな理由で日本国第90代内閣総理大臣は決まってしまった。

　決まってしまったんだから仕方ない。




　そんなわけで総理大臣と中学生を掛かけ持つのえるの朝は忙いそがしい。

　新聞を読んでいる時間なんかない（だから読まない）。

　ニュースを見ている時間などない（だから見ない）。

　だから、玄関前に記者が待ちかまえていたりすると、こんな会話をしたりする。

「米国が天てん然ねん痘とうウィルスの処分を求めたＷＨＯの勧かん告こくを拒きよ絶ぜつしたことですが」

「天然痘ってナニ？」

　今日もワイドショーで、バカ総理だのアホ総理だの叩たたかれるのは決定的だった。




　そんなお茶目な一面を持つ折原総理だが、政治家としての自覚に欠けているわけでは決してない。

　国民から寄せられるメールにもキチンと返事を出しているのだ。

　授業中に。







題名：政府は無む駄だが多すぎる

本文：不景気の痛みを国民に分かち合わせようとする前に、政府の無駄をまず糺ただすべきだと思います。










　まったく同感。

　特に国会議員はあたしが勝手なことをしようとするとごちゃごちゃケチをつけてきて、きわめて邪じや魔まな存在です。まず手始めに国会議員を全員クビにするところから始めてみたいと思います。是ぜ非ひ、あたしの独裁国家作りを応おう援えんしてください。







題名：切実な悩なやみです

本文：楽して大金を手に入れるにはどこに行けばいいですか？










あの世に行け。

（あたしって真面目まじめだなあ……）

　そんなことを思いながら、次のメールに目を通していると、

「ん？」

　それは『覚えていますか？』という題名のメールだった。

　差出人の名前を見て、のえるは驚おどろいた。

　自分が知っている『サラ』という女の子は、世界でただ一人しかいなかったからだ。






４年前








「北極に行くには……ふむふむ」

　ここはマンハッタン島の最南部、ロウアーマンハッタン。

　四方をビルに囲まれた、さほど広くもない公園のベンチに腰こし掛かけたのえるは、ホットドックをかじりながら、ガイドブックを熱心に読んでいた。

「お金をかけずに行くには歩きが一番か……でも時間かかるぶん、食料の問題があるわねえ……、お腹なかが空すいたら、はいコンビニってわけにもいかないし……」

　悩んでいる。思い切り真しん剣けんな顔で。

　世界を武者修業中の彼女が総理大臣になるのは４年後のことだ。10歳ののえるは、ポニーテールも、目の覚めるような美しさもなく、さっぱりとしたショートカットと男の子のような風ふう貌ぼうで、別人のような出いで立ちをしていた。

　とはいえ、

「やっぱ素す手でで熊くまを仕留めて、現地調達しないといけないのかしら？」

　頭の中身は変えようもなかった。

「ま、どっちにしろお金を貯ためるのが先決か。むぅ」

　今日のニューヨークは青々と晴れ渡わたっていた。朝の澄すんだ空気が気持ちいい。

「日本は今ごろ真夜中か。健ちゃん、どうしてるかなあ……」

　のえるは大きく伸のびをして、空を見上げた。

　摩ま天てん楼ろうの街は四方を見渡してもビル、ビル、ビル。

　病院、マンション、デパート、ありとあらゆる建物が上へ上へと高さを競きそっている。マンハッタンとはそういう島だ。

　高くないのは彼女の鼻と教会ぐらいなもの。

「地球の裏側に来てるって知ったら、健ちゃん、驚くかなあ」

　不意に頰ほおをなでる風に塩の匂においを感じたのえるは、海の方角へ目を向けた。

　ひときわ高い双ふた子ごのビルが目に止まる。

　そのビルは世界貿易センタービルと呼ばれていた。

「そんなにイヤなら、アメリカ出てけよ！」

「そうだそうだ。砂さ漠ばくに帰っちまえ！」

　ガンガン、と背後から車輪を蹴ける音がした。

　ベンチにもたれて空を見ていたのえるは、聞こえてくるただならぬ声を聞いて、そのまま首を後ろに曲げた。

　天地がひっくり返ってはいるが、３人の少年が車くるま椅い子すを取り囲んでいる姿が見えた。




　車椅子の少女は、自分を囲む男子たちをバカにするように見上げている。肌は色のよい褐色で、白人ではなかった。細いが美しい眉が印象的な女の子だ。

　年の頃はのえると同じくらいだろうか。気の強そうな瞳が、きらりと矢のように彼らを射抜いていた。

「生意気な目しやがって……」

　彼らはみな寝ね間ま着きにカーディガンを羽織っている。

　柵さくを一つ越こえた先は病院だった。

　そばにいた赤毛の少女が、やめなさいよと声を上げてるが悪ガキは丁てい寧ねいに無視をした。

「アメリカに治しに来るなんて、サラ、てめえ、何様のつもりなんだよ」

「イラク人のくせに！」

「その車椅子だって、アメリカ製だろ」

　ノッポ、メガネ、太っちょの３人は口くち汚ぎたなく彼女を罵ののしった。

「…………」

　サラと呼ばれた少女はうつむいたまま、何も言わない。

　車輪に手をかけて、場を離はなれようとする。

「逃にげんなよ、卑ひ怯きよう者もの」

　手て錠じようを取り出したのはひときわノッポの少年だ。そばかすを浮うかべた顔をニヤリと歪ゆがませながら、サラの後ろにあったゴミ箱のパイプと車椅子をおもちゃの手錠で結んでしまう。

　途と端たんに動かなくなる車輪。笑うノッポ。少女の顔が悔くやしさに歪んだ。

　それを見て少年たちはゲラゲラと腹をよじらせだした。

「勝手によその国を占せん領りようして、都合が悪くなったら撤てつ退たいして、戦争やめて、なんて言い出すんだよな。イラクってヤツは」と、ノッポ。

「湾わん岸がん戦争でアメリカ人が何人死んだか知ってんのか？」と、メガネ。

「なんか言えよ！」と、太っちょ。

「…………っ！」

　サラは唇くちびるを嚙かんで、少年たちをキッとにらみつけた。

「だんまりかよ」「制裁してやろーぜ、制裁」「空くう爆ばくか？」

　げしげし、と車椅子を蹴りつける。

　けれどサラはひるまない。悲鳴ひとつあげず、耐たえている。悪ガキどもは面おも白しろくない。

「なんか言えって、言ってんだろ！」

　いらだった太っちょが、力の加減を忘れて彼女を突つき飛ばした。

　車椅子が転てん倒とうし、その重さに引きずられてゴミ箱も倒たおれた。

　アスファルトに投げ出されたサラの上に、満まん載さいのゴミが降りかかる。

「ひゃっひゃっひゃっひゃ！　ゴミまみれ、ゴミまみれ！」

　少年たちは腹を抱かかえて笑いだした。

「……ッ！」

　のえるの身体からだが動いた。

　ここに至るまで、のえるは動こうとはしなかった。話の途中から聞き始めたこともあるし、しかもあの子たちは同じ病院の患かん者じやだ。なりゆきも知らずに首をつっこんで、後で自分が暴れた分の仕返しまで彼女が被こうむるはめになったら目も当てられない。そう思ったからこそ、のえるは胸に沸わき立つ怒いかりを抑おさえながら、様子を見ていたのである。

　だが、もう迷う余地はなかった。一刻の猶ゆう予よもならなかった。のえるは足あし下もとにあった小石をホットドックの包み紙で拾い上げると、太っちょの男子めがけて放った。

　もちろん命中。

「痛いてっ！」

　少年たちが振ふり向くや、のえるは柵に手をかけ、空を飛んだ。

　くるりとトンボを切って着地したのえるは、手にしていた旅行ガイドブックを広げると、これみよがしにわざとらしい声で彼らを誉ほめあげた。

「アメリカンスピリッツって、弱い相手を多数で叩たたくって意味だったんだ。ふう～ん、勉強になるわあ～」

「誰だれだよ、てめえ！」ずきずきと痛む額を押さえた太っちょが怒ど鳴なる。

「あたし？　医者よ」

「ふざけんな！」

「心の病気を治すのが専門なのよ」

　相手が小こ柄がらで細身なのを見てとった彼は、怒りをむき出しにして襲おそいかかった。

　その程度の神経だ。石をぶつけては皮ひ膚ふを切るかもしれない。そう思って、のえるが包み紙でくるんであげていたことなど、気付こうはずもない。

　２人の体格差は自転車とコンボイほどはある。

　しかし、のえるにひるむところはなかった。猛もう烈れつな勢いで突とつ進しんする彼をひらりとかわした彼女は、ワンステップで背中へと回り込んだ。

「ぬっ!?」

　たたらを踏ふんだ彼が振り向く。そこにはガイドブックを手にしたのえるが準備万ばん端たん立ちはだかっていた。その本で、彼を張り倒すために。

　さほど厚くない本はハリセンのような音を立てた。

　振り向いた瞬しゆん間かんを狙ねらいすましたようなビンタだった。彼はコマのようにくるくると回転すると、目を回して倒れた。

　本で叩いたのはもちろん、そんな彼でもいちおう入院患者だからである。

「ビョーキを治すには、もう２、３発ほど必要かしら？」

　メガネが何もせずに逃にげ出した。

「女のくせに生意気な！」

　そばにあった棒きれをつかんだノッポは、迷わずそれを振り上げた。

「恥はじを知らないヤツよりマシだと思うけど」

「黙だまれっ！」

　直情苛か烈れつな攻こう撃げきほど避よけやすいものはない。まっすぐに振り下ろされた棒を、右へ一歩動いて外したのえるは、そのまま大きく一歩踏み出し、相手の背中へ回り込んだ。しかし今度は振り向く時間を与あたえない。両手の指を鉤かぎの字にしたのえるは、それを彼のズボンへひっかけた。そして、ずり下ろす。

　下着ごと。

「ッ!?」

　彼が慌あわてた隙すきをついて、のえるは軽く蹴けりを入れた。

　下半身をまるだしにした彼は、無様に芝生しばふの上に転んでしまった。

　ノッポは片手を股こ間かんにやり、片手でズボンを引き上げようとする。

　だが、上がらない。

　彼は焦あせった。

　にひひ、とのえるが笑った。その手には棒きれが握にぎられていた。さっき彼が手放したものだ。のえるは彼がズボンを上げられないよう、棒でズボンを芝生に突つき刺さしたのだ。

　これではズボンを完全に脱ぬがなければ、立つことすらできない。

　のえるは言ってやった。

「この病院じゃ、歩けないヤツには何をしてもいいってルールなのよねえ？」

「や、やめて……ごめんなさい！」

「謝る相手が違ちがうんじゃない？」

　すると、赤毛の少女の声がした。

「そこです！　あそこ！」

　看護婦さんを連れてきている。

「うあっ！」ノッポの顔がひときわ真っ赤になった。

　どうやら彼にとって憧あこがれのお姉さんのようだ。すると見てとったのえるはイタズラっぽい笑えみを浮うかべると、

「無む免めん許きよ医いとしては患者を引き渡わたすしかないのかな～？」と、じらした。

「やめて！　なんでもするから！」

　彼は必死に訴うつたえた。

「んじゃ、これから彼女がイジメられてたら、助けてあげる？」

「た、助けるよ！」

「よし」

　のえるは棒きれを抜ぬいてやった。ノッポはすぐにズボンをたくし上げると、手て錠じようを外しにいった。看護婦のお姉さんの目にはそれが証しよう拠こ隠いん滅めつの行こう為いに映ったらしく、結局、あとで彼はこっぴどく叱しかられることになるのだが。

　ともかく彼は車くるま椅い子すを立て、倒たおれたサラを戻もどしてあげようとした。……のだが、

「いらない！」

　ぴしゃりとした声で、ノッポの手をサラははねのけた。

「ごめん……」

　大だい丈じよう夫ぶ？　と看護婦が駆かけ寄った。年は若いが声はしっかりとしている。頼たよりがいのある女性だ。しかし彼女の手もサラははねのけた。車椅子すら突き飛とばす。

　危あやうく看護婦さんを巻き込みそうになる。ノッポが怒おこった。

「彼女は関係ないじゃないか！」

　サラはキッと彼をにらみすえた。

「…………ッ！」

　彼女の瞳ひとみに浮かぶ怒いかりに、彼はたじろいだ。

「……ごめん。……本当に」

　ノッポは言葉につまり、うなだれた。

　最初はつまらない言葉のやりとりだった。カッとなって手を出した。泣かせてやろうと思った。けれどそれは衝しよう動どう的てきな感情だ。ヤンキースがゲームに勝ったら大声ではしゃぎ回るような。だからいざ、実際に女の子が瞳に涙なみだをためながら、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめる姿を見てしまうと、どうしようもなく嫌いやな気持ちが胸の中にこみあがってきたのだ。

「ごめん……」もう一度、言った。

「許さない」

　声は震ふるえていた。強く握られた拳こぶしがぶるぶると震えていた。

　歩けない以上、避よけるのは簡単だ。でも、彼は殴なぐられる覚かく悟ごをした。

　サラは拳を振ふり上げた。彼は目を閉じた。そして彼女は拳を振り下ろした。

　自分の、足に。

「なっ……！」

　サラは拳を何度も何度も自分の足に叩たたきつけていった。

「こんな国に来ないと歩けなくなっちゃうわたし！　お父さんやお母さんを殺した連中に助けてもらわないと生きていけないわたし！　全部！　全部大だい嫌きらい！」

　のえるはとっさに彼女の手首をつかんだ。

「やめなよ」

「ほっといて！」

　サラは振り払はらった。そして、わずかに動く足を擦こするように動かしはじめた。両手の力だけで、じりじりと地面を這はうように、彼女は身体からだを引きずりはじめるのであった。

「あんたたちの車椅子なんていらないわ！　そんなものに座るぐらいだったら──！　そんなものに座るぐらいだったら……！」

　いつしかその声には涙が混じっていた。

「犬みたいに、はいずってたほうがいい！」

　それが、のえるとサラの初めての会話だった。






４日前








「サラ、もう大学生なの!?」

　のえるはもう、本当にもう、自分のことのように嬉うれしかった。

　彼女から届いたメールには電話番号が書いてあった。のえるは廊ろう下かに飛び出してさっそく携けい帯たいをかけた。回線が太平洋を渡わたって地球の裏側へ接続されるまでの数十秒。懐なつかしい声がのえるをみるみる笑え顔がおにした。挨あい拶さつもそこそこに２人は近きん況きよう報告をしあった。

　そこでサラは、「総理大臣になったのえるほどじゃないけど……」と、大学へ合格したことを告げたのであった。

「驚おどろかないでよ。アメリカじゃ15歳で大学行く子なんて何人もいるわ」

　電話の声は、恥はずかしそうにしていた。

　それでいて、ちょっと気取った感じの言い回しが４年前と変わらなかったので、のえるは、ああ、ホントにサラと話しているんだな、と実感することができた。

「あたしなんかまだ中学生だけど、授業ぜーんぜんわかんないよ」

「勉強しないからよ」サラはぴしゃりと言い、

「のえるは集中力があるんだから、その気になれば、いい成績ぐらいすぐに取れるのに」

「その気になるのがつらいのよ～」

　のえるは愚ぐ痴ちる。すると電話の向こうから、くすくすと笑い声が聞こえてきた。

「北極行くより簡単だと思うけど」

「北極行くほうが簡単よ。歩けば行けるんだもの」

　ちなみにのえるさんは本気です。

「相変わらずね、のえるは」

　皮肉にも取れる言い回しだが、暖かい声がそうではないとわかる。

「あ、なんかひっかかる言い方ねー。メールが来て、すっごく嬉しかったんだから」

「どうかなあ～？　連れん絡らくするって言って、４年間ほっとかれっぱなしだったし」

「あ……」

　しまった、という顔をのえるがした。

「ごめん」

「忘れっぽいところも相変わらずよね、のえるは」

「たはは……」

「よかった」

「ごめんなさい……」

「ううん、違ちがう違う。イヤミじゃなくて、ホントによかったって思ってるの。次の場所で面おも白しろいことを見つけられたから、前のことが抜ぬけちゃったんでしょ？」

「そうです……」申し訳ないことをしているのに逆にフォローされたりすると、さすがののえるも恥ずかしい。

「のえるのそういうところ、わたし、好きだから」

「な、なんでえ～？」

「過去は荷物と同じ。ないと旅はできないけど、ありすぎても邪じや魔まになるわ。抱かかえれば抱えるほど自分を重たくしてしまうものだから。のえるはリュックの底に穴が空いてて、そこから記き憶おくがどんどんこぼれてってるから、いつも大だい胆たんでいられるのよ」

「それって……誉ほめてるの？」のえるは眉まゆをしかめた。

「のえるはわたしの目標だから」

　さらりと言うサラに、のえるは驚いた。

「サ、サラって、いつからそんな恥ずかしいこと平気で言えるようになったの～？」

「のえるに会ってから……、かな？」

「もー、やめてよぅ」

　思い切り照れてしまう。でも楽しい。のえるは壁かべに背中をもたれさせながら、ちょこんと廊下に座り込んで、４年ぶりのサラとの会話を満まん喫きつした。

　またかけるから、と約束し、電話を切る。のえるの表情が満足気にゆるむ。

「あー、楽しかった」

「楽しくありません……！」

　携けい帯たい電話をポケットにしまい、立ち上がったのえるの前に若い女性が立っていた。

　彼女はズレたメガネを小刻みに震ふるわせていた。彼女の手には教科書があった。彼女は社会科の担任教師だった。

「どしたの？　さくらセンセ、そんな顔して」

　きょとんとした顔で、のえるが訊たずねる。

　その途と端たん、さくらの大きな瞳ひとみにぶわっと涙なみだの塊かたまりが浮うかんだ。

　先生が泣き虫だと言うことを知っていたのえるは、すぐに反応した。

「ど、どうしたの先生！　またキザ公のヤツに泣かされたの!?」

　キザ公とは隣となりの２年４組担任のことだ。さくら先生イジメが趣しゆ味みと公言してはばからない困った数学教師である。

「違いますっ」さくらは首を振ふった。

「じゃ誰だれ？　あたしがブチのめしてきてあげるわ」

　のえるはいきり立った。しかし、さくらは言った。

「折原さんは、そんなに私の授業が退たい屈くつなんですか？」

「あ」

　授業中だった。






４年前








　マンハッタンは人の作った峡きよう谷こくだと言ったのは誰だろうか。南に面した病室の窓からは山脈のように連なるビルの群れがのぞめる。

　夜になれば１００万ドルの夜景とも言われる光の星座だ。
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　にもかかわらず、サラは摩ま天てん楼ろうが嫌きらいだった。

　見ているだけで、ひどく打ちのめされた気分になるのだ。

　かといって、窓を閉め切るとそれはそれで不快になる。砂さ漠ばくで生まれたサラにとって、エアコンが吐はき出す空気は生理的に不快な臭においが混じって、どうにも耐たえられない。

　だからカーテンを閉めて、窓を開ける。

　マンハッタンの空気はそれほどいいというわけではなかったが、海に近いせいもあり、風の中に溶とけているわずかな塩の香かおりが、心を落ち着かせた。

　その作業をする一いつ瞬しゆんだけ、彼女はニューヨークの空を見た。雲ひとつない晴天だった。

（外に出たら、気持ちいいだろうな）

　そう思ったのだけれど、すぐに昨日のことを思い出して、サラは怖こわくなった。

　昨日のミジメさが、まだ心に残っているからだ。

（…………）

　サラは昨日のことを後こう悔かいしていた。

　看護婦さんや、わたしを助けてくれた人にまで当たり散らした自分の行こう為いを思い出すと、ひどく不ふ愉ゆ快かいな気持ちになるのだ。

（やっぱり、今日は本を読んでいよう……）

　ベッドの上で過ごせば、歩けないということを意識しなくてもいい。

　そんなあきらめを心に抱いだいて、サラは目を部屋の横にあるサイドテーブルに向けた。２段に分かれて本がある。右の山は10冊以上も積み上げられているのに、左の山は残り２冊ほどだ。来月まであと10日もあるというのに。

「読み残すつもりだったのにな……」

　寂さびしげにつぶやいて、サラは左に手を伸のばそうとした、その時だ。

「おっハロー」

　湿しつ度ど０％に陽気な声が、窓の外から飛びこんできた。

　声の主は許可も受けないうちから勝手にカーテンを開けた。それが昨日、自分を助けてくれた女の子であることに気付いたサラだったが、なによりまず驚おどろいた。

「な、なんで……!?」

「ちょうどサラが窓を開けてるところを見たから」

「そういう問題じゃないでしょ！」

　ここは８階だ。

「グランドキャニオン登るより、簡単だと思うけど」のえるはさらりと言った。

「登ったことあるのっ!?」

「いや、ないけど」

「たとえになってないじゃない！」サラは声を張り上げた。「入りなさいよ、早く！」

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　窓まど枠わくに手と足をついていたのえるは、よっ、と部屋に降りた。

「やっぱ床ゆかに足がついてると安心するわね」

「なんて危ない……」サラは胸をなでおろした。

「心配してくれてるんだ」

「し、してないわよっ！」

　サラはぷいと横を向いた。

「ありがと」と、のえる。

「…………」

　横を向いた顔が、赤くなる。

「わ、わたしの部屋から死人が出たら、夢見がよくないでしょ！」

「そりゃそうね、あはは」

「ばかな人」

　サラは唇くちびるを尖とがらせた。

　今日は誰だれとも話をしたくないのに、すっかり調子を狂くるわされたからだ。

（なんでわたしが……）

　人の心配をしなくちゃいけないのか。

　そんなサラの困こん惑わくをよそに、のえるは背負っていたナップザックを下ろすと、ベッドの上で逆さにしはじめた。

「何が好みかわかんなかったからいろいろ持ってきたんだ」

　どさどさどさと、お菓か子しやら果くだ物ものやら、本、まんが、カード、ゲームボーイに至るまで、でたらめにいろんなものがパックの口から落ちてきた。

「ど、どうしたのよそれ？」

「お見み舞まい」

「そうじゃなくて、いくらかかったの!?」

　サラは心配した。のえるをストリートキッズだと思ったからだ。すり切れたジーパンに古着のジャンパー。くすんだ色のシャツは元は白だったのだろう。もはや洗せん濯たくしたところでどうにもならない汚よごれがのえるの身につけているものすべてに染しみついている。地下鉄とかでスリや強ごう盗とうをしていてもおかしくなさそうな風ふう体ていをしたのえるが、人にプレゼントができるほどお金を持っているようには、サラの目にはとても思えなかった。

　実際、持っていないんだけれど。

「気にしないで、雑貨屋の店先からちょちょいっと拝借してきたやつだから」

「盗ぬすんだのっ!?」

「冗じよう談だんよ、冗談」

　知り合いから余り物をもらってきただけ、とのえるは笑った。

　サラは笑えなかった。

「……頼たのむから、心臓によくない話はやめて」

　彼女の顔をじっと見ていたのえるは、感想を口にした。

「サラっていい子なのね」

「ち、違ちがうわよ！」

　頰ほおがみるみるリンゴのように赤くなるのを見て、のえるは面おも白しろがった。

「いい子、いい子～っ」

「もー、からかわないで！」

「ね、何食べる？」

　サラはプイと横を向いた。

「あなた、嫌きらい」

「あたしはサラのこと好きだな。友達になれそうな気がする」

「なれないわよ」

　ツン、と唇を尖らせて、そして、わからなくなる。

（…………）

　そんなことを言いたいわけじゃないのに。

（昨日のお礼……、まだ言ってないよ）

　サラは複雑な気持ちになった。

　昨日、助けてくれたお礼をまだ言っていない恥はずかしさがある。けれど、あんなみっともないところを見られてしまった悔くやしさもある。

　どんな顔で接していいかわからない。

（わたしにだって、都合があるのに）

　もっとも、つむじを曲げて、ぷんぷんしているのが本当の自分なのかといわれると、それは違うのだけれど。

（…………）

　考えているうちに、ムカムカした心がなんとなく意味のないことのように思えてきた。

「ありがとう」

　気付くと、サラは口にしていた。

「？」

「昨日のこと」

　忘れていたのか、のえるはきょとんとし、思い出すのに時間がかかった。

「そうそうそーよ、昨日のことよ！　連中仕返しに来なかった？　首をつっこんだのはいいけど、後でそっちに倍返しが来たら悪いなって気になってたんだ～」

「大だい丈じよう夫ぶ、平気」

「そう？　よかった」

「心配になって来てくれたの？」

「あはは、あたしってダメなのよねー。ぷちんってキレちゃうと、後先考えずに手を出しちゃって」

　ううん、とサラは首を振ふった。

「嬉うれしかった」

　それは本当の気持ちだった。

「すっごくミジメだったから。ホントは怒ど鳴なったりわめいたりして暴れたかったんだけれど、アイツらの言ってることはその通りだし、この国のこと大嫌いなのに、世話を見てもらわないと生きていけないことが、すごく情けなくて……、何も言い返せなくて……」

　口にしているうちに、喉のどの奥が熱くなってくる。

　目が潤うるみだしているのが自分でもわかった。情けない自分はイヤなのに。

「アイツらの言う通りだから……。だからあの時、何も言い返せなかったの……」

　すると、のえるはきっぱりと言った。

「アイツらの言うことなんか、ぜんぜん間ま違ちがってるわよ」

「え」

「サラが鉄てつ砲ぽう持って戦争したわけじゃないのに、なんで責められないといけないのよ。アイツらだって、自分が戦ったわけじゃないのに勝った勝ったって威い張ばるなってーの！」

「…………」

　サラは何も言えなくなった。

　彼女が途と端たんに黙だまり込んでしまったので、のえるは自分が変なことを言ったのかと思った。

「ん？　なんかあたし、とんちんかんなこと言った？」

「ううん、違う」

　サラは小さな頭を横に振った。

　返事ができなくなったのは、びっくりしたからだ。

　心の中でわだかまっていたことを、もやもやと胸のうちを渦うず巻まいていた叫さけびたくても言葉にできなかった思いを、のえるが口にしてくれたからだ。

　やっぱり、涙なみだが止まらなくなった。

「やだ、格好悪い」

　サラはとっさに指で涙を拭ぬぐった。けれど、自分が泣いているとわかった途端、ぽろぽろと涙の粒つぶは飛び出して、止められない。

（優やさしい言葉をかけられて泣くなんて、格好悪すぎる）

　まるで自分が弱い人間みたいだ。

　サラは必死で涙を拭おうとした。同情なんてされたくない。励はげましの言葉なんてごめんだ。これまでの人生を２つ３つの言葉で片づけられるなんて、たまらない。

　けれど、のえるはそれ以上何も言わなかった。

　そっと隣となりに座って、肩かたを貸した。

「…………」

　サラは、ただ泣くことができた。

　空の中央にあった太陽が西の空に動いていく。

　のえるは何もしなかった。立ち去るわけでもなく、適当な言葉で片づけようとするわけでもなく、ただサラの隣に居続けた。ぼんやりと時は過ぎていった。

　いつしかサラは泣きやんでいた。すると途端に恥はずかしくなり、慌あわててのえるの肩から離はなれようとするのだけれど、止まる。

　小さな頭がくるりと動いて確かめる。のえるは目を閉じている。眠ねむっているようだ。するとサラはまたのえるの肩に自分の頭をちょこんと寄せた。

　口元に笑えみがこぼれる。

　カーテンが柔やわらかな風を受けてゆらゆらとはためいている。

　サラはすごくふわふわとした心ここ地ちでいる自分に気付いた。

　なんだかとても気持ちいい。

　ふと、眠たくなる。

　サラは素す直なおに目を閉じる。

　眠りこける２人の上を、時間はただぼんやりと過ぎていった。




　別れ際ぎわ、サラはいろいろと言葉を探したあげく、ぽそりと口にした。

「日本人は、好き」

　ホントはのえるを好きと言いたかったのだが、それは恥ずかしすぎて無理だった。

「？」彼女の言いたいことがわからず、のえるは首をかしげた。

「日本はアメリカやイギリスと戦ったでしょ？　それにロシアとも戦った」

「ずいぶんと昔の話をするわねー」

「湾わん岸がん戦争の時もイラクを攻せめなかった」

　そういう考え方もあるのか、とのえるは思った。

「あたしは何にもしてないんだけどね」と、笑う。

「のえるはわたしを助けてくれた」

「あたしはサラがイラクの子だから助けたわけじゃないよ」

　のえるは顔を近づけた。

「できたら、どこの国の子とか関係なく、サラと友達になりたいな」

「…………」

　サラはわずかに微笑ほほえんで、そして、うつむいた。

「わたしは、どこの国の人とも仲良くなんてできない……」

「嫌きらいな人はいてもいいわよ。でも、どこの国の人かでそれを決めちゃうのって、すごくもったいないと思わない？」

　サラは首を振ふった。

「無理よ。この国の人が堂々と歩いている姿を見るだけで、胸の中が、なんか、すごくもやもやとしてくるの。関係ないってわかっていても」

「……」

「わたしが足が不自由になった理由ワケ知ってる？」

「……戦争？」

　こくん、とサラはうなずいた。

　戦争とは、湾岸戦争のことだ。

　１９９１年、中東の国イラクがクウェートに侵しん攻こうしたことから端たんを発するこの戦いは、アメリカの参戦によって終結した。

　死者は米軍が１００名ほどだったのに対し、イラク側は10万人以上にも及およんだ。

　それほど一方的な戦いだった。

　戦場は米軍の新兵器の実験場と化した。その一つに劣れつ化かウラン弾だんと呼ばれるものがあった。その名の通り劣化したウランを弾頭につめたもので、核かく爆ばく発はつをしないから核兵器と呼ばれないだけで、大量の放射能をまき散らす悪夢のような兵器であった。

　案の定、使用された地域では、奇き形けい児じがすさまじい確率で誕生した。すでに生まれていた幼児にも難病をわずらう者が現れた。

　そのひとりがサラだった。

「本に書いてあったわ。劣化ウラン弾って、核兵器用の濃縮ウランの生産過程で出てくるゴミをてっとりばやく処理するために考案された兵器なんだって」

　サラは笑った。

「勝手に何万発も核ミサイル作っといてさ、ゴミをよその国にバラまいて。それでお父さんもお母さんも殺されちゃって、あげくにこんな病気になったんじゃ、笑うに笑えないよね、あはは」

　乾かわいた声が、彼女の喉のどから漏もれた。

　サラはうつむいた。その先には満足に動かなくなった両足があった。

「なんで……、わたしの国はめちゃくちゃになったのに、この国はこんなに繁はん栄えいしてるのかな？」

　かすれるような、つぶやき。

「…………」

　のえるはとっさにかけてあげられる言葉が見つからなかった。

「だからね、この街にいるとすごく息苦しいの。自信満々に歩いている人とか、あふれんばかりに往来している車とか、そびえたつ摩ま天てん楼ろうとか」

　サラは、足をなでながらつぶやいた。

「見下ろされてる気がして、うちのめされるの……」

　ごめんね、暗い話をして、と彼女は申し訳なさそうに謝った。

　のえるが何も言えずにいたからだ。

　関係ないのに、なんだか愚ぐ痴ちをぶつけてるみたいで、悪い気がしたからだ。

　けれど、のえるが黙だまっていたのはそういう理由ではない。

　のえるは、ぽん、と手を打つと、あるアイデアを提案した。

「じゃあさ、マンハッタン見下ろしに行こうよ！」




　ニューヨークの夜空は白い。太陽が落ちると同時に地上に灯ともる輝かがやきの嵐あらしは、光の海ともいえる壮そう観かんをこの世に生みだしていた。

　銀河の星々を地上にばらまいたような、豪ごう奢しやにして絢けん爛らんたる眺ながめ。

　世界貿易センタービルはハドソン川沿いに建つニューヨークで一番高い建造物だ。東京都庁のようなツインタワーでマンハッタンに君臨する摩天楼の主。その１１０階から北をのぞめば、この街のすべてを眼下に治めることができた。

　展望台には、昼にも増した人々が１００万ドルの夜景を見つめていた。

「ほら、ケーキのキャンドルみたいな建物があるでしょ、あれがクライスラービルよ。で、隣となりに双ふた子ごみたいによく似たビルがあるよね。しかもちょこっとだけ高く造ってあるやつ。それがエンパイアステートビル」

「子供の喧けん嘩かみたい……」

　２つの超ちよう高層ビルといえば、ニューヨークの象しよう徴ちようみたいなものだ。

　見上げているときはわからなかったが、こうやって見下ろしてみるとわかる。

　それが男の子のする意地の張り合いみたいに見えて、サラは拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

「でしょ。今度はこっちよ」

　のえるは車くるま椅い子すを押して、南側に移動した。

　島の南なん端たんには自由の女め神がみが建っている。泡あわから生まれたヴィーナスのように、幾いく筋すじもの光のシャワーを浴びながら女神は闇やみ色いろの海に屹きつ立りつしている。

　サラはそれがすごく低く、小さく見えることに驚おどろいた。

「もっと大きなものかと思ってた……」

「たった４００メートルから見たって、こんなに小さいのよ。宇宙から見たら点ね、点にもならないかも？」

「そうね、点ね」

　サラはおかしくなって、つい吹ふき出しそうになった。

「のえるは、宇宙にも行きたいんでしょ？」

「え、なんでわかったの？」

「本に書いてあったわ。日本のことわざで、のえるみたいな人は高いところが好きって」

「そうなの、へー」

　のえるが素す直なおに感心したので、サラはもう笑いを止めることができなくなった。

　笑いすぎて反省した。

「ご、ごめんなさい……」

「ううん、笑ってくれてよかったよ」

　のえるがあまりにも素直なスマイルを向けてきたので、サラはどきっとしてしまった。

「…………」

「サラ、どしたの？」

「わたしってバカだなあ、って思って」

「なに言ってんのよ、あんなに本読んでるのに」

「知識なんていくら貯ためたって、人を元気にはできないもの」

「そうかなあ？」

「そうよ。ことわざなんて知ってたって、それで人を笑うことはできても、わたしをここに連れてきて、元気にさせることはできないもの」

「……それって、あたしがバカだってこと？」

「そうよ、今いま頃ごろ気付いた？」

　サラは笑った。

　のえるも笑った。

　ちょっと気取った感じが心を許してくれてるように思えて、のえるも嬉うれしかったのだ。

　ふと、壁かべにかけられた時計が目に入る。

「んじゃ、そろそろ帰ろうか、外出時間とっくに過ぎてるし」

「うん」

　２人は見つめ合って、車椅子を動かそうとした、その時だ。

「サラ！」

　ひどく心配そうな声を上げて現れたのは、一組の白人夫婦だった。

　彼らを見た途と端たん、サラの表情はきつくなった。

「行きましょ、のえる」

「サラ！」男は駆かけ寄った。

　体格は大きいが、とても穏おだやかな顔をしていて人ひと柄がらの良さを思わせる。そういう男性だ。

「何の用？」サラは目を合わせようとはしない。

「仕事が早く終わったから、３人で食事でもと思ってバーバラママと病院に向かったら、外出許可を取って、このビルに行ってると聞いて……」

「ちょうど帰るところだったの。おやすみ」と、のえるに行こうとうながす。

「お父さんとお母さん？」のえるは訊たずねた。

「違ちがうわ！」

　サラはぴしゃりと言った。

　その刹せつ那な、夫婦の顔が悲しそうに曇くもるのをのえるは見のがさなかった。

「人さらいよ。データを取るためにわたしを勝手に連れてきた」

「あなたはサラのお友達？」母親のバーバラが話しかけた。

「のえるに話しかけないで！」

「ごめんなさい、予定も知らずに勝手に連れ出しちゃって……あたしが悪いんです」

「ううん、気にしないで。私もケニーパパも昼頃予定が空いて、勝手に来ただけだから」

　ちょっと太った、にこやかな顔がよく似合うおばさんは嬉しそうに言った。のえるがサラを遊びに連れ出したことを感謝するようでもあった。

（いいご両親じゃない）と、のえるは思った。

「行こ、のえる」サラが手を引いてきた。

「いいよ、あたしはここで」

「いや、病院まで帰ろ！」

「せっかくの家族水入らずじゃない。美味おいしいもの食べさせてもらえば」

「家族なんかじゃない！」

　悲鳴のような声が、展望室に響ひびき渡わたった。

　にぎやかに混雑していた空間が、しん、と静まりかえる。

「そりゃ、最初の両親じゃないかもしれないけど……」

　サラはのえるの言葉を遮さえぎるように、ケニーに向かって人差し指を突つきつけた。

「コイツはね、医者なの！　あたしの身体からだからデータが取りたいだけなのよ。バラまいた放射能がどんな影えい響きようを与あたえるのか」

「違う、サラ！」と、ケニー。

「アメリカ人を代表して償つぐなってるつもり？　人の身体をめちゃくちゃにしておいて何が償えるって言うの」

「そんなんじゃない。私は……」

「聞きたくない！」

　サラは首を振ふった。何度も何度も強く横に振った。

「アメリカなんかキライ！　あたしの身体をこんなにして！　償って帳消しにしようだなんて絶対に認めない！」






３日前








　サラから送られてきた写真を見て、のえるは仰ぎよう天てんした。

「なんでソバカスノッポと……」

「もうソバカスは消えてるでしょ」

　受話器の向こうのサラは、ちょっと怒おこっているような声で訂てい正せいを迫せまった。

「そりゃないけど……」

　のえるは仰天した。するしかなかった。

　まさか、サラが車くるま椅い子すを倒たおしたイジメっ子と付き合っていようとは……。

「しょうがないでしょ。無視しても無視してもついてくるんだもん」

　そういえば……、と、のえるは思い出した。彼にサラを守れと約束させたのだ。それがきっかけなんだろうか。わからない。彼もそうだが、心変わりしたサラもそうだ。

　メールに添てん付ぷされた一枚の写真。そこには仲良さそうに肩かたを組んでいるサラと彼の姿が映っている。それをしみじみと見つめるのえるは思うのだ。

（時の流れって、オソロシイ……）

　でも、それは楽しい恐おそろしさだった。のえるもつい嬉うれしくなって、サラをひやかした。

「くっつかれているうちに、サラのほうが離はなれられなくなっちゃったってわけかー」

「ち、違うわよ、わたしはまだ認めたわけじゃ……」

「いいなー、いいなー、２人でいちゃいちゃしてるとこ見てみたいなー」

「もーっ！　電話切るわよっ」

「ね、会おうよ！　ちょうどあさってからアメリカに遊びいく予定なの」

　日米首脳会談のことである。

「え、いいの？」

「大統領となんかどーせ年に１回、サミットで顔会わせるんだから、会談の１つや２つ、すっぽかしたってへーきよ！」

「……と、とても、平気なようには思えないんだけど」

「いや、決めた。あたしは決めた。予定をやりくりしてサラに会う！　絶対会う！　うんって言ってくれなきゃ首脳会談はキャンセルする！　日米安保条約も破は棄きだわ！」

「もー、しょうがないなあ～」

　サラは呆あきれた。けれど聞こえてくる声は嬉しそうだ。

「んじゃ、スケジュールが出たらすぐに官かん房ぼう長官にメールさせるから、都合のいい待ち合わせを連れん絡らくしてよ」

「わかった」

　んふふ～、と鼻息も楽しそうに、のえるは電話を切った。




「楽しそうだね」

　ＴＶの前でレースゲームをしていた健太が訊たずねた。

「でしょでしょ、わっかるー？」

　夕方。長谷川家の居間にいるのは２人だけだ。のえるはソファに座ったり転がったり、立ち上がって歩き出したりしながら、それはもう楽しそうに電話をしていたのだ。

「そりゃわかるよ、ここ２、３日、暇ひまさえあれば電話してるじゃないか」

「ニューヨークで会う約束しちゃった」

「よかったね」

　ぜんぜん、気持ちがこもってない。

「健ちゃん、今日は調子悪いね。さっきから全然タイム上がってないじゃない」

「そ、そういう日もあるよ」健太は口ごもった。

　また車がコースアウトした。

　無理もない。さっきから気持ちがそれっぱなしなのだ。

「どんなヤツなんだよ」

「あたしより１つ年上の人よ」

「男なの、女なの？」

「気になる？」

「別に」

　ぜんぜん気にならないとでも言いたげに健太は答える。

　またコースアウト。

「ふーん」と、画面を見つめるのえる。

「やめよ、今日は調子出ないや」

　健太はコントローラーを投げ出して、電源スイッチに指をかけようとした。

「女の子だよ」
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「そなんだ」

　ホッとしたような声。

「嬉しい？」

「別に」と、健太はそっぽを向きながら、「男だったら、そいつも大変だなって思ってさ」

「どして？」

「のえるって女の子には優やさしいけど、男には滅め茶ちや苦く茶ちやだろ。同じ男として同情をね」

「健ちゃん、それは違ちがうわよ」

　のえるはきっぱりと言った。

「あたしがひどいのは健ちゃんだけよ」

「威い張ばって言うなよ！」

「だってだって、大好きなんだもーん！」

「それは好きとは言わないの！」

　あっはっは、とのえるはぴったり健太の隣となりにくっついて、

「健ちゃんだけが、あたしの特別なんだから」と、頰ほおを寄せた。

「そんな特別やだよう」

　健太はがっくりと肩かたを落とした。

　でも、あんまり嫌いやな気持ちではなかった。




　次の朝、携けい帯たいのメールボックスに返事が来ていた。

　そこには、再会する場所と時間のリクエストが書いてあった。

　さっそく電話して、理由を尋たずねたのえるにサラは答えた。

「もう、マンハッタンの摩ま天てん楼ろうを見ても怖こわくなくなったから」

「世界貿易センタービルの展望台か、４年ぶりね」

「そこで、見せたいものもあるし」

「なになに？」

「うふふ、びっくりするわよ」

　電話ごしに聞こえてくる彼女の声は、とても幸せそうだった。






４年前








　空から、ふわりふわりと綿のような雪が舞まい落ちる。

　サラの家は、マンハッタンから車で１時間ほど北へ行った閑かん静せいな住宅街にあった。

「のえる！　こっちこっち！」

　道の突つき当たりで、大きく手を振ふる女の子の姿が見えた。

　赤い屋根をした家の前にいる。メモの通りだとのえるは思った。

（あんなに目立つ色なら、道に迷うわけないのに）

　それだけに、自分を待ちかねていてくれた彼女の心根が嬉うれしい。

　のえるは雪をざくざくと踏ふみながら、サラのもとへ走っていった。

「待った？」

「ううん、全然」

　首を振るサラの頰は、寒さをこらえたかのように赤かった。

「寒いね。早く家に入れてよ」

「うん」

　のえるが車くるま椅い子すを押すと、サラはまるで王女様のように誇ほこらしい顔になった。

　玄げん関かんを開けると、真っ先に美味おいしそうな匂においが漂ただよってきた。

「いらっしゃい」

　キッチンから、エプロン姿の母親バーバラが現れた。

「おじゃまします」

　スカートとは言わないまでも、キチンとした格好をしてきてよかった、とのえるは思った。バーバラの趣しゆ味みなのだろう。家の中はほどよく上品に調度されていて、大きさとしては平へい凡ぼんな一いつ軒けん家やなのに、文ぶん豪ごうかなにかが住んでいる別べつ荘そうのようなたたずまいがあった。

「わたしの部屋、こっちよ」

　サラは母と目を合わせようともせず、のえるの手を引いた。

「準備が出来たら、呼ぶわね」

　サラは返事をしなかった。




「うわあ、図書館みたい」

　部屋に入って、のえるは驚おどろいた。

　壁かべを埋うめ尽つくす本ほん棚だなに、落ち着いた色しき彩さいのカーペット。部屋の真ん中には椅子とテーブル。ベッドがなければ小さな図書館の一室と見み間ま違ちがえるような光景だ。

「こ……これ、全部読んだの」

「もちろん」サラは気取った感じで答えた。

「うわ」

　千冊は軽く超こえている。まんがっぽい本が一冊もないのがのえるには恐おそろしかった。

「ホント、本が好きなんだねえ……」

「うん」

　サラは嬉しそうにうなずいた。

「本ならなんでも好き」

　サラは話した。本は魔ま法ほうだと。部屋の中にいたって、表紙を開くだけで世界を自由に飛び回ることができる。本の中でなら、男にだってなれるし、ロボットにだってなれる。魔法使いになれたり、王になることだって自由自在だ。時間も空間も関係ない。古代ローマに立つこともできれば、月や火星に飛ぶことだってできる。

　ままならない足をもったサラにとって、本を読むことは最高の遊びだった。

「サラの話を聞いてると、なんだかすっごく本読みたくなってきちゃった」

　夢中になって本の話をするサラを見ているうちに、のえるも興奮してきたのだ。

「のえるは、どんなことに興味があるの？」

　貸してあげようとサラは思ったのだ。

　のえるは唇くちびるに指をあてて、んー、と考えると、答えた。




「誰だれでもできる世界を征せい服ふくする方法」




　サラは死んだ。

「……そ、そういう本は、ないと思う」

「そうよね、そんなことができたら怖こわいもんね」と、マジ顔でのえる。

「いや、そういう問題じゃなくて」

「んじゃ、北極」

「北極？」

　まるでピクニックに行くような口くち振ぶりで、のえるが言った。

「カナダから陸づたいに歩いて行きたいなあって」

「…………」

　サラは、あぜんとした。

「行けると思う？」

「氷の中じゃ遺体も腐ふ敗はいしないらしいし、北極の氷は移動してるそうだから、そのうちつくんじゃない？」

　呆あきれながら、答えた。

「やっぱ死ぬかなあ？」と、のえる。

「なんでそんなことしたがるの？」

「だって、行けるから、歩いて」

「行けるからって……それだけ？」

「うん。それだけ」

　のえるはあっけらかんとうなずいた。その屈くつ託たくのなさにサラはつぶやくしかなかった。

「バカみたい……」

「そうかなぁ？」

「そうよ、バカだわ。バカそのもの」

　そう言いながら、サラは心の中でつぶやいた。

（のえるは、バカだけど好き……）

　ホントは、この言葉を口にしたいのに。

「サラー！」

　母親の呼び声がした途と端たん、彼女の笑えみは消えた。

「お、待ってました！　行こ、サラ！」

「…………」

　サラは黙だまりこくった。

「誕生パーティなんだから、サラが来ないと始まらないよ」

「始まらなくてもいい。のえる、ここにいよ」せがむように言う。

「どしてよ。誕生日だからって、おじさんが退院許可取ってくれたのに」

「パーティしてくれなんて頼たのまなかったもん」

「病院のほうがよかったの？」

「病院は嫌きらい」

「どっちなのよう」

「どっちも嫌い」

　うつむくサラを、のえるはかがみ込んで見上げた。

「サラって頭いいのに、たまにわがままになるんだよね……」

「だって、嫌いだもの」

「おばさんたちのことが？」

　サラはうなずいた。

「聞いたわよ。おじさんは医い療りようボランティアで行った難民キャンプでサラを見つけて、身よりがないことを知って引き取ったって。足の病気は知らなかったっていうじゃない」

「ウソよ、そんなの」

「ウソで、養子になんてするかなあ？」

「知らないわ。あの人たちの考えなんか」

「でも、ひどいことをされてるわけじゃないんでしょ？」

「…………」

　サラは、何も言い返せなかった。

　父親のケニーがやってきて、２人をダイニングに案内した。




　バーバラの手料理は、匂においだけでお腹なかがふくれそうなほど美味おいしそうだった。

「甘いもの、好き？　聞くの忘れてたけど」

「大好き！」

　のえるはところせましと並べられたテーブルの料理を見るや、らんらんと輝かがやかせた目でサラを見た。ケニーがケーキに蠟ろう燭そくをつけ、バーバラが部屋の灯あかりを落とした。

　サラは蠟燭の火を吹ふき消す気にはとてもなれなかったが、はやく食べたがっているのえるのことを思って、消した。

「ハッピーバースディ！」

　クラッカーが鳴らされ、３人が口々におめでとうの言葉を言った。

　サラはのえるにだけ返事をした。

　ケニーやバーバラの笑顔を見るのが、とても不ふ愉ゆ快かいだったからだ。

「チキンは大好きだったでしょ？　いくつ食べる？」

　喜べ、と言われているようで、嫌いやになる。

「今日はサラの誕生日を祝いに来てくれてありがとう、のえる」

　友達が作れないことをあてこすられてるみたいで、嫌になる。

　それで、黙り込んでしまう……。

「美味しいよ、サラも食べなよ」

　サラは、ケニーたちがよそってくれた料理にまったく手をつけていなかった。

「いらない」

「なに意地張ってるのよ。駄だ々だっ子みたい」

　のえるが笑った。それがサラにはショックだったのだけれど、ケニーやバーバラに口出しされたくなかったから、我が慢まんすることにした。

　しかし、黙りこくるサラを見て心配になったバーバラは、口を出してしまった。

「いいのよ、のえる。好きにさせてあげて」

「ほら、そうやってすぐいい人ぶる！　やめてよ！」

　サラはこらえきれず叫さけんだ。

「そ、そうね、ごめんなさいね」

　バーバラは穏おだやかに微笑ほほえんで、引き下がる。

　しかし、サラはその態度がさらに気にくわないという顔をして、彼女をにらみつけた。

「…………」

　のえるは互たがいを見比べると、ぽつりと言葉をもらした。

「サラは、２人の前だとすごく嫌な子になるね」

「ほら、のえるまで味方につけちゃって！」と、バーバラを責める。

「そりゃ味方になるよ。おばさんたち可哀かわい想そうだもん」

　サラはのえるに訴うつたえるように叫んだ。

「それがこの人たちの楽しみなのよ！　そうよ。ひどいことなんて一度もされたことないわ。この人たちはわたしを助けるたびにいいことをした、いいことをしたって満足に浸ひたっているのよ。わたしはミジメな子だから、さぞかし優ゆう越えつ感かんに浸れるでしょうよ！」

「そりゃたしかに地じ獄ごくだわね」

「でしょう！」

「サラがそんなにねじまがってたら、どんなものも嫌に見えて当然だよ」

　ぴしゃりと言ったのえるにサラは悲しい顔をした。

「のえるまで……、そんなこと言わないでよ……」

「あたしには、なんでもかんでも悪く決めつけてるように見えるよ」

「決めつけてないわ。わかるもの！」

「何がわかるっていうのよ」

「わたしは戦争で負けた国の子、親も兄きよう弟だいも親しん戚せきもみんな死んだ子、おまけに病気で、治ち療りようするお金もない。足も不自由だし、血もうまく造れないから、この国に来てなかったらとっくに死んでたわ」

「そんなのおじさんたちには関係ないじゃない。それこそ八つ当たりだよ」

「そうよ！　この人たちはいい人だわ。何も悪くない。わたしはこの人たちに生かしてもらってるのよ！　アメリカっていう寛かん大だいな国にもね！」

　口にするうちに涙なみだがこみあがってきた。

「けど！」

　サラはテーブルクロスをつかむと、力いっぱいそれを引きずり降ろした。

　机狭せましと並べられた料理は飛び散り、砕くだけ、無む惨ざんな最後を迎むかえた。

「わたしはあんたたちの偽ぎ善ぜん心を満足させるために生きてるんじゃない！」

　いっぱいに涙をためた目でサラは叫んだ。

「こんな目に遭あうぐらいだったら、母さんと一いつ緒しよに砂さ漠ばくで死んでたほうがよかった！」




　パシンッ……！




　風船が割れるような音がした。のえるがサラの頰ほおを叩たたいた音だった。

　のえるは怒おこっていた。本気の目をしてサラをにらみつけていた。

「なに勘かん違ちがいしてんのよ！」

「え……」

「もらった身体からだも大事にできないで、母さんのことなんか口にするな！」

「いいの、のえる、やめて」バーバラが止めに入ったが、のえるは無視した。

「二言目には憎にくい憎いって、国がどこかってだけで人を区別するんだったら、病院にいたバカな連中と同じじゃない！　あんたはアメリカから生まれたわけじゃないんでしょ？　自分を生んでくれた母さんとアメリカのどっちが大事なのよ！　生き残ったあんたが死にたいなんて言ったら、天国にいるあんたの母さんが可哀想だよ！」

「…………！」

　サラは絶句した。

「それに……今のお母さんだって可哀想だよ」

　バーバラは何も言わず、サラの服の上に飛び散ったケーキとか飲み物をぬぐおうとした。サラは自分でできると布ふ巾きんを奪うばう。視線も合わせられなくて目を背そむけると、カーペットに散らばった皿やフォークをかたしているケニーの姿が見えた。

　サラはこらえきれなくて、うつむいた。

「…………」

　のえるも、スプーンを拾い上げた。

「今どき、本当の親だってここまで優やさしくしてくれるとは限らないよ」

「……そんなの、わかってる」

「じゃ、素す直なおになりなよ」

　サラはためらい、

　すごくためらい、口にした。

「ごめん、なさい……」

「これからはちゃんと叱しかるからな」ケニーは言った。

　サラはうなずいた。






２日前








「ああん、誰だれが帰っていいと言った？」

　放課後、ホームルームが終わると同時に、教室を飛び出そうとしたのえるの前に、ひたすら傲ごう慢まんな教師が立ちふさがった。

「折原、さっさと席につけ」

　口さえ開かなければイイ男、と呼ばれる木き佐さ孝たか美み29歳。隣となりのクラスの担任だ。

　また何かいちゃもんをつけにきたのか、と生徒の面々はだいたいうんざりした。

　２年５組と木佐孝美とはそんな関係だった。

　しかし木佐は、お前らには興味がない、と言いたげな顔も露ろ骨こつに、

「あ、いや、折原以外は帰っていいぞ。というか邪じや魔まだ。さっさと帰れ」

「どおゆうことよ～～っ！」

　のえるが叫さけんだ。

「折原キサマはどーせ宿題やってこないんだろ。だからやって帰れ」

「うわ、決めつけ」

「やってくるのか？」

「しないけど」

「やれよ!!」

　木佐は黒板をばんばんと叩いた。

「そんなのむちゃくちゃよ！」

「いや、のえる。今回ばっかりは先生が正しいと思うよ……」

　そばにいた健太がたしなめた。

　けれど、のえるはごねた。

「今日は買い物に行きたいのよー。明日にしてくれないー？」

「明日は貴様、アメリカに首脳会談に行くんだろ！」怒る木佐。

「そ、だから今日中に買い物しておきたいのよ」

「その前に勉強しろ！　課題を済ませろ！　一度でいいから俺を満足させろ！」

「その理由わけは？」

「貴様のせいで、このクラスの平均点が３組に負けているのだ」

「……なんだ、自分のためか」

　やれやれ、とのえるは肩かたをすくめた。

「生徒だったら、先生のために頑がん張ばろうとせんか！」

「先生はさくらセンセ、イジメるからな～」

「あれはイジメではない！　先せん輩ぱい教師としての指導だ！」

「物は言いようね」

「とにかく、課題をやってからでなければ貴様は帰さん！」

「仕方ない」

　のえるは鞄かばんを机に置いた。

「やっと観念したか」

　のえるは携けい帯たい電話を取り出し『１１０』と押して、一言。

「警視庁？　あたし、監かん禁きんされちゃった」




　ファンファンファンファン……。

　数分後、校庭はパトカーと警官隊に埋うめ尽つくされ、

「犯人に告ぐ！　人ひと質じちを解放して、おとなしく出てきなさい！」

　スピーカーを持った刑けい事じが、そんな言葉を叫びだした。

「先生、おとなしく逮たい捕ほされたほうが身のためよ」と、のえる。

「なんでこうなるんだ～っ!?」

　木佐、絶ぜつ叫きよう。

「あ、警官隊が校舎ん中入ってきたみたい」

「なんで生徒を居残りさせただけで、逮捕されなくちゃならんのだ!?」

「生徒の放課後権を侵しん害がいしたからよ」

「そんな権利あるかっ！」

「あるわよ」

　のえるはポケット六法を取り出すと、教育基本法のページを開いて見せてやった。




「ね、書いてあるでしょ？」

　確かにあった。

「鉛えん筆ぴつで書いてあるだけじゃないかッ！」

　しかも汚きたない字だった。

「お前、いまさっき書いただろ！　こんなぐちゃぐちゃな字、読めるかっ！」

　教室の扉とびらがガラリと開かれた。たちまち刑事たちが現れた。

「刑事さん、さっさと連れてっちゃって」

「わかりました！」

　刑事が命じると、木佐は両りよう脇わきを若い警察官に抱かかえられた。そして怒いかりの言葉を残しながら、廊ろう下かの彼方かなたへ消えていった。

　そして、パトカーで警察署へ。

　ファンファンファンファン……。

「めでたしめでたし」腰こしに手を当てたのえるが言う。

「めでたいのかな……？」

　健太は複雑だった。




　空は茜あかね色いろ。

　長い影かげを引きずりながら、ゆったりと長い坂道を健太とのえるが歩いている。

　その両手にはいっぱいの荷物。のえるはとても嬉うれしそうだ。

「危あやうくサラへの日本みやげが買えないところだったわ」

「そーいう理由があるなら、素す直なおに先生に言えばいいと思う……」

「言って、素直に帰らせてくれると思う？」

「いや、思わない……」

　木佐ならむしろお店が閉まる時間まで居残らせるだろう。

「でも、ありもしない法律で逮捕なんて……」健太は困った顔をする。

「だって、ホントの法律で逮捕したら釈しやく放ほうされないじゃない」

「あ……」

「あんなヤツでも、いないと退たい屈くつだしね」

　のえるは笑った。イタズラっぽい表情がよく似合ってるな、と健太は思う。

「ちょっと変わったね」

「なにが」

「昔はもっと、相手の迷めい惑わくとか全然考えないで遊んでた気がする」

「そうかなぁ」

「うん、変わった」

「だとしたら、健ちゃんのおかげだよ」

　ぴたりと止まって、のえるが言った。

　夕焼けが、空を真っ赤に焦こがしている。

　健太は、赤みをさしているのえるの頰ほおにドキリとしたが、すぐにそれは夕日のせいだとわかって、ホッとしたような、がっかりしたような変な気持ちになった。

　そして、赤くなっているのは自分のほうだということに気付く。

　ちょっと焦あせって、でも、いいやと思う。

　夕焼けにまぎれてわかるまい。

「ねえ、健ちゃん」

　のえるが顔を近づけてきた。

「こんな日がずっとずっと続いたらいいのにね」

「こんな日？」

「木佐が喧けん嘩か売られたりさ、あたしがそれをおちょくり返したり、ちょっと警察とか自衛隊とかが出動しちゃうんだけれど、なんてことはなくて。たまに昔の友達から電話が届いたり、授業中にメールのやりとりして、さくらセンセが泣いちゃったりさ、そんな毎日ってすっごく楽しいなあって思って」

「……最初のはともかく最後のはダメだと思うけど」

「そうだよね、あはは」

　のえるは両手の荷物を羽根のように広げて、くるくると回ってみせる。

「でも、どうやって補習さぼるかとか、そんなことでドタバタして、毎日が過ぎてくのって、最高に楽しいと思うんだ」

「そ、そうなのかなあ……？？？」

　顔をしかめる健太に、そうよ、とのえるは笑いかけた。

「これからも毎日、遊び半分で生きていけますよーにっ！」

「もーっ！　せっかく誉ほめたのに、のえるはすぐにそうやってふざけるんだから！」

「だって、あたしはいつも遊び半分なんだもーん」

　のえるの笑い声は、真っ赤な真っ赤な空に溶とけていった。






１日前








　成なり田た空港にて。

「そーなの、ホントは健ちゃん紹しよう介かいしたかったんだけど、部活が忙いそがしい時期で連れていけなかったのよう」

　ここでものえるはサラに延々電話をしていた。

　窓の外には、格納庫から出てきた政府専用機が見える。機体に『日本国』と記されたジェット旅客機だ。もちろん総理である彼女はざわざわとにぎわうロビーで電話をしているわけではない。賓ひん客きやく用に用意された広々としたＶＩＰルームで、ふかふかのソファに腰こし掛かけながら、出発までの時間を太平洋をまたいで地球の裏側にいるサラとすごしている。

「総理っ！」

　バタン、と叩たたくようにドアを開け、一人の男が現れた。

「あら、黒くろちゃん！　上シヤン海ハイの会議は楽しかった？」

「帰国した途と端たん、そんな気分じゃなくなった！」

　叫さけぶ男の胸には議員バッチが輝かがやいていた。

　黒くろ瀬せ誠せい一いち郎ろう、前の内閣総理大臣だ。

　その前総理は、色黒の顔を活火山のように震ふるわせながら激げき怒どした。

「私用で、ロバート大統領との会談を１日遅おくらせたというのは本当かね！」

「そーよ」

「なんてことをするんだ、キミは、キミは！」興奮のあまり言葉につまる。

「総理失格、でしょ？」代わりに言ってあげた。

「そ、そうだッ！」

　どうしても総理に返り咲ざきたくて仕方のない黒瀬は、のえるが失策をするたびに、キミは総理失格だと怒鳴り込みに来ていたのである。

　もう慣れっこなのえるは、さらりと返事をした。

「１日余計に訪米することにしたから、会談の日時を１日早めるか１日遅らすかしたいって連れん絡らくしたら、ホワイトハウスのほうからこの日程を提示してきたのよ。２日に渡わたって会談する予定は変わらないわ、問題ある？」

「アメリカ大統領のスケジュールを変えさせる総理がどこにいる！」

「あら、サラにだって予定はあるもの」

「小こ娘むすめのくだらない予定と一いつ緒しよにするな！」

「あっそ」

　ムッとしたのえるは、くるりと背を向けた。

「こら、話しを聞け！」

「小娘はくだらない電話に夢中なのでした。ばいばーい」

　と、振ふり向きもせず、手だけをひらひらと振って黒瀬に帰れとうながした。

「い、いつか覚えておけ！」

　バタン！　蝶ちよう番つがいが外れそうな勢いで、ドアが閉じる音がした。

「大だい丈じよう夫ぶ？」電話のむこうでサラが訊たずねた。

「へーきへーき、明日が楽しみだなあ」

「もー、明日になったら、いくらでもお話できるでしょ」

「明日になったら、もっともっとお話しするのよ」




　そして、明日。

　とはいっても午前０時をちょっとすぎたあたり。

　のえるはまだ機上の人だったが、備え付けの受話器を取った。

　まずおばさんバーバラのところに電話をしたのえるは、彼女がまだ眠ねむれないでいることを知り、さっそく代わってもらったのだ。

「ふっふっふ、明日になったから電話しちゃった」

「してくると思ったわ」

「なんだ、あたしの負けか──」

「そうよ。わたしの勝ちよ」と、サラは気取り、そして嬉うれしそうに言った。

「でも、のえるが電話をかけてくるかもって思ったら、眠るのがもったいなくって、ずっと待ってたの」

「大丈夫？　明日……じゃなくて、もう今日よ。朝早いのに」

「遅ち刻こくなんかしないわよ。のえるをびっくりさせてやるんだから」

「あ、見せたいものがあるとか言ってたわよね、なによ、なによ」

「秘密～」

「教えなさいよう」

「どうしよっかなー、言っちゃおうかなー」

「言っちゃえ、言っちゃえ」

「あのね、わたし、ちょっとの間なら車くるま椅い子すから……」

　言いかけて、

「やっぱりやめた。会うまでの秘密よ」

「けち──」

　のえるはぼやいて、電話を終えた。

「そっかー、リハビリ頑がん張ばったんだ……」

　受話器を置いた途端、のえるは胸が熱くなった。

　幼少時に使わなかった筋肉を鍛きたえ直すトレーニングはすごく大変なのだと言う。立つだけでも相当の苦労をしたのだろう。４年もかかるほどの。

　自分の知らないところで頑張っていたサラ、そしてそれをわざわざ内緒にして、自分を驚おどろかせようとしている彼女の企たくらみが、のえるには例えようもなく愛いとおしく思えた。

　絶対びっくりしてあげよう。

　もう彼女が想像している何倍も何十倍も驚いて、サラを喜ばせてあげよう。

　顎あごが外れるほどびっくりして、腰こしを抜ぬかすほど驚いて、

　そして、泣いてしまうかもしれない。

（約束を破ることになっちゃうな……）

　のえるは４年前に交かわした約束を思い出していた。

（でも、いいや）

　約束を破ったって、サラはきっと許してくれるはずだ。

　ごめんって謝って、許してもらうまで謝って、また新しい約束をしよう。

　次にまた会うための。






４年前








「お医者さんになろうかと思うの」

　恥はずかしそうに、サラが言った。

　ロウアーマンハッタンのシティーホールパークは、１００年前に寄き贈ぞうされた日本の桜が、きれいな桃もも色いろを散らしながら見事に咲さき誇ほこっている。

　季節は春、のえるは冗じよう談だんなのかマジなのか、大人用のリュックにぱんぱんの荷物をつめこんで、北に向かって旅立とうとしていた。

「あらま、あたしの北極行きを無む謀ぼうだと笑った人とは思えない決意ね」

「無理じゃないわ！　ケニーは出来るって言ったもの！」

「ふうーん」

　のえるはわざとからかうような態度を取った。

「ケニーはアメリカでもトップクラスのお医者さんなのよ！」

　意地っ張りなサラは、これぐらいの接し方をしたほうが素す直なおになるからだ。

　あれから３ヶ月、パパと呼ぶところまではいかないまでも、両親と彼女の間に新しい関係が生まれたことは、父のことを話す時の彼女の表情を見ればわかった。

「きっとなれるよ、お医者さん」

「なれるかなぁ……？」

　途と端たんにサラは弱気な顔をした。

「なによ、さっきは自信満々だったくせに」と、のえるはからかってみせたが、

「だって、足のリハビリはなかなか上達しないし、血が造れない病気があるから、10年生きられるかどうか保証はないっていうんだもの……」

　そばにあったのえるの手をぎゅっと握にぎる。

　サラの手は暖かかったものの、ひどく心細く、震ふるえていた。

（…………）

　のえるは同情したい気持ちにかられる自分を抑おさえた。ぎゅっと手を握り返し、ぐっとこらえた。いま、自分は強く励はげますべきだ。そう思ったのだ。

「でも、なりたいって思ったんだよね、サラは」

「うん。生きてた証あかしを残したいの」

「証？」

「サラ・ガーランドが生きてた証しよう拠こを残したいの。研究でもいいし、人の病気を治すことでもいい。一人でも多くの人の記き憶おくに、わたしを残しておきたいの。わたしの仕事が人の役に立ったり、誰だれかに喜んでもらえることをすることで、サラ・ガーランドはこの世界に生きるだけの価値があった人間なんだって、証拠を残しておきたいの」

　のえるは何て言えばいいのか、とっさに言葉が見つからなかった。

　サラは自分の運命を受け入れている──、そう思うと、どうして彼女だけが不公平な目に遭あわなければいけないのかという悔くやしさとか、覚かく悟ごだとしてもそんな不ふ吉きつなことは言わないでというやるせなさとか、言葉にすることもできない感情がのえるの胸で弾はじけた。

「ただじゃ死なないわよ。イエス・キリストが意地悪しても、ずぶとく生きて、いつか歴史に残るような発見をして、天国でざまあみろって笑い飛ばしてやりたいの。戦争を止められないあんたなんかより、よっぽどすごい仕事をしたぞって言ってやりたいの」

　サラは笑った。

　のえるも笑おうとしたが、唇くちびるが震えて、なかなか笑顔が作れない。

「なんで──、そう思ったの？」

「だってそれが、天国にいるお父さんやお母さん、そして今のパパとママにできる、わたしからの恩返しだと思うから」

　そのときのサラの表情は優やさしくて、あまりに優しすぎて、のえるは泣いてしまいそうになった。

「だからのえる、ひとつだけ約束してほしいことがあるんだ」

「いいよ、なんでもいって」

「あのね──」




　チリリリリリリリリリリリリ……。

　柔やわらかなアラームが鼓こ膜まくを叩たたき、のえるは目覚めた。

「げっ、８時半じゃない！」

　のえるはふかふかのベッドから飛び起きると、さっきまで自分が見ていた夢のことも忘れて走り出した。




　外は青空だった。

　朝だけに許された透とう明めいな空気が、雲一つない空をどこまでもどこまでも澄すみ渡わたらせている。マンハッタンの人ひと混ごみを縫ぬいながら、無む我が夢む中ちゆうで走るのえるだったが、その空の美しさに見とれているうちに、なんだか刻むステップも楽しくなってきた。

　時計を見る。まだ15分ある。ぎりぎりセーフだ。

　でもきっとサラのことだから、自分だけ早く到とう着ちやくして「遅おそいじゃない」とか気取って言うんだろうな。

　そんなことを思ううちに、顔から笑えみがこぼれて止まらなくなる。

　のえるは間近に迫せまったビルを見上げた。

　４年前に、２人でマンハッタンを見下ろした世界貿易センタービル。

　その１１０階で、サラは待っているのだ。

　その時。

　轟ごう音おんとともに、一機の旅客機が超ちよう低空でのえるの頭上を越こえ、

　そして、のえるが向かおうとしていたビルに激げき突とつした。

「え……」

　その瞬しゆん間かん、のえるは何が起こったのか、理解することができなかった。
















　しとしとと、静かな雨が降っている。

　追つい悼とうミサは、崩ほう落らくしたビルからさほど離はなれていない教会で行われた。

　時は夜、明かりを落とした石造りの教会の中は、ひどく暗い。

　数階分の高さはある天てん井じようは、電気というもののなかった中世の暗くら闇やみを思わせるような帳とばりを降ろし、その下で人々が手にした蠟ろう燭そくが柔らかな光を放っていた。ゆらめくように、ふるえる魂たましいのように、ささやかに燃える無数の蠟燭の輝かがやきは、教会の奥にそびえたつ黄金こがね色のオブジェを照らし出していた。

　蠟燭を持つ手の一つは、のえるのものだ。

「…………」

　オブジェはひどく美しい。

　市民の寄付によって成り立っているこの教会は、19世紀に建築されたものであるにもかかわらず、当時と変わらないほど、いやそれ以上に新しく、ニューヨークという街が持つ豊かさを表しているかのように、荘そう厳ごんで見事な姿を維い持じしていた。

　それは一心に祈いのりを捧ささげているニューヨーカーたちが作り出しているものでもあった。

　ここに集つどった数百、数千の命が一つに想おもいを重ねている。

　イエス・キリストを通じて、彼らは死者の魂の安らぎを願い、傷ついたみずからの心を癒いやそうとしているのだ。
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　いま、自分が感じている美しさは、人の心の美しさなのだとのえるは思った。

　けれども、

　それが美しくあればあるほど、のえるは、やりきれない気持ちになった。




　旅客機がビルに突とつ入にゆうして間もなく、ビルは崩ほう壊かいした。

　最上階にいたサラが助かるはずもなかった。

　ビルに激突した旅客機は、テロリストがハイジャックしたものだった。

　狂きよう信しん的なイスラム教グループの犯行であると、ロバート大統領は断言した。

　ほどなくテロリストのリーダーは犯行声明とも取れるビデオをネットワークに配信した。

　アメリカはイスラムの力が及およばぬ土地で、武器を持たぬイスラム教徒が武器を持つ者によって殺されている現実を、知っていながら黙もく殺さつしている。

　ゆえに彼らもまた、同じ苦しみを味あわなければならないのだ、と。

　テレビでは、崩落するビルの映像を見て喝かつ采さいをはじめるパレスチナの子供たちがニュースとして流された。

　子供たちは言った。

　これでおあいこだ、と。

　イスラエルに占拠されたパレスチナには、独立を許されないイスラム教徒たちがいる。政府の下もとでは幸せに生きられないと思う者たちは抵てい抗こう運動を起こし、政府軍によって弾だん圧あつされる。

　その衝しよう突とつに巻き込まれ、武器を持たないイスラム教徒が毎月のように死んでゆく。

　アメリカはイスラエルに多大な影えい響きよう力りよくを持つにもかかわらず、有効な手を打たない。

　その間に、衝突は何度となく起こって、人々は死んでゆく。

　米英の援えん助じよを受けて、最さい新しん鋭えいの武器で固めた政府軍に向かって、彼らは爆ばく弾だんを載せたバスに乗って自爆テロを敢かん行こうする。

　それはこれまでも何度となく起こされた悲劇だし、似たようなことはイスラエルの地以外でも起こっている。

　だから別に、これは驚おどろくべきことでもなんでもなくて、これまでも世界のどこかで当たり前のようにあった出来事なのかもしれない。それと同じことが自分たちの身近な場所で起こっただけのことなのかもしれない。

　けれど──、

　そんな言葉で片づけることは、のえるには出来なかった。

（どうして、サラが……）

　ミサは続いていた。

　宗教が人を殺し、傷ついた心を宗教が癒す。

　牧師の言葉を聞きながら、年ねん齢れい性別肌はだの色の区別なく人々はひたむきな祈りを捧げている。死者の魂が安らかなることを願う彼らの純じゆん粋すいさを、のえるは疑わなかった。

　でも、それはきっと、別の地で殺されたイスラムの人たちも同じはずだ。

「…………」

　のえるは唇くちびるを嚙かんだ。けれど決して泣くことはしなかった。




　　　　♣




「ねえねえ、１兆円あげるから、犯人を引き渡わたしてくれない？」

　ガチャッ、ツーツーツー。

　受話器から聞こえてくる失礼な態度に、のえるは怒おこった。

「さよならの一言ぐらい言いなさいよっ！　まったくあっちは首しゆ相しようと首相の首脳会談をやってる自覚あるのっ!?」

「今のって、首脳会談だったの……？」と、健太。

　ここは総理官かん邸ていの２階にある執しつ務む室しつだ。

　教室の半分ほどの部屋には、マホガニーの机の上であぐらをかいて電話していたのえるの他に、書類の整理をさせられている首相秘書官の健太と、毛布を敷しいた専用の椅い子すに鎮ちん座ざましましている黒くろ猫ねこのメフィがいるだけだ。

　呆あきれ顔で見つめる健太の視線を、のえるは胸を張って跳はね返した。

「そーよっ、自爆テロの犯人を引き渡してくれたら、１兆円援助するって交こう換かん条件の」

「そんなすっとんきょうな提案、向こうだって信じるもんか」

「湾わん岸がん戦争の時は、多た国こく籍せき軍ぐんの戦費をそれぐらい日本が負担したっていうわ。戦争になったら、また同じぐらいかかるかもしれないんだから、武器代より援助に出したほうがなんぼか建設的じゃな～い？」

「そりゃ、そーかもしれないけどさあ……」

　健太は書類を片づけながら、ぼやいた。

（サラのこと、ショックじゃないのかな？）

　ふと、気になる。

（ショックでいてほしいわけじゃないんだけれど……）

　のえるがあまりに普ふ段だん通どおりでいすぎるのが、かえって気になる。

　健太が整理していた書類はアメリカ合衆国政府から内々に送られてきた、今回の自爆テロ事件へのテロリストグループの関かん与よについての詳しよう細さいなレポートであった。

　テロリストたちは５年も前から準備を開始し、世界各地を転々とすることで素す性じようをくらましながらアメリカに潜せん入にゆうを果たした。ある者はフロリダの民間飛行訓練所でパイロットの免めん許きよを取得し、ある者は航空会社のアルバイトとして、空港の手荷物検査がいかにルーズなものであるかを確認した。

　彼らのリーダーはアル・ファドルといった。

　富ふ豪ごうの息子むすこである彼は、その資金力を背景に世界各地で反米テロを画策し、現在は東南アジアの北東、インドの東に位置するイスラム国家ウルムスタンに潜せん伏ぷくしていた。

　ウルムスタンは数年前より、革命によって樹立された政権が実行支配しており、多くの国が承しよう認にんしている正統政府はローマに亡命政権を樹立していた。

　その革命政権の指導者がサリムという男で、アル・ファドルはサリムの盟友として、革命政権の強力な庇ひ護ご下かにあった。

　米国はただちにアル・ファドルの引き渡しを要求したが、サリムは拒きよ絶ぜつした。

　ロバート大統領は、１週間後に軍事行動を始めるとの通告を彼につきつけた。

　それまでにテロリストを渡さなければ、同罪とみなして、ウルムスタンに報復攻こう撃げきをかけるというのだ。




　で、ウルムスタンの指導者であるサリムに、のえるは電話をかけたというわけだ。

「１兆円じゃ安すぎるのかなあ？」

「まだ言ってるし……」

「ああ～、こういうときドラちゃんがいれば、取り寄せバッグで犯人だけを引っ張って、すぐに逮たい捕ほできるのに」

　そう言って、のえるは座右の書を手に取るとぱらぱらとめくり始めた。

「なんか、いいアイデア転がってないかな～」

「『ドラえもん』を政治の指針にしている指導者って……」

「なによ、ドラちゃんは映画のたびに世界の危機を救ってるのよ」

「…………」

　これから国会で代表質問が始まるというのに、健太ははなはだ不安だった。

「あのさ、のえる。もう少しまともなアイデアを考えておいたほうがいいんじゃない？　討論でつっこまれる話題はわかりきってるんだしさ」

「まとも？」

「そう、聞いてもみんながずっこけないようなヤツ」

「うーん」

　マホガニーの机にあぐらをかいたのえるは、腕うで組ぐみをして考え始めた。

「ひらめいた！」

「なに？」

「戦争しないでくれたら米国に10兆円あげる！」

　健太はずっこけた。

「それのどこが普通のアイデアなんだよっ！」

「なにいってんの、

金で解決できることは金で解決する！

　それが日本らしさってものじゃなーい？」

「いや……それは……なんとも」

　あながち外れてもいない気がして、健太は答えに困ってしまった。

　コンコン、とノックがした。国会からの呼び出しだった。

「よーし、なんか調子出てきたわ。この調子で一発かましてみっか！」

　腕をぶんぶんと回して、のえるがガッツポーズを作った。

「不安だ……。激しく不安だ……」

　健太はＴＶ中ちゆう継けいを見たくなくて、見たくなくて仕方なかった。




　　　　♣




　平日の昼間、なにげにＮＨＫをつけてみると、会議室のような空間で総理と野党が丁々発止のやりとりをしている中継をやっていることがある。

　そこが予算委員会と呼ばれる場所だ。

　本来、そこは予算審しん議ぎのためにもうけられた場所なのだが、内閣のおもな閣かく僚りようが出席することから、与よ野や党とうがダイレクトに対決するミニ国会ともいえる空間となっていた。

　ちょうどカメラの位置から右手に総理をはじめとする政府の面々が座り、左手の奥を与党の、手前を野党の代表議員がしめている。

　いちおう各議員の手元には、財務省が作成した追加補正予算についての書類があるのだが、誰だれもそんなものには目を通していなかった。

　野党が追つい及きゆうしてくる話題は、テロ事件における政府の対応、とりわけ軍事行動を予告した米国に対する返答に決まりきっていたからである。

　というのも、日本の平和政策は根本的な矛む盾じゆんを抱かかえているからだ。

　憲法で戦争の放ほう棄きをうたうのはいいが、反面でどこの国に対する侵しん略りやくも認めない平和主義を唱えている。

　では、他国が軍事力で侵略されたときは、どうすればいいのか。

　いくら和平を提案しても、侵略者が聞く耳をもたなければ延々と侵略を放置するのか。侵略されている国の人々がどんなにひどい目にあっていても、放置をするのか。

　それは果たして世界平和なのか。

　これまでも折原総理は自衛隊を遊び半分で利用して、何度となく顰ひん蹙しゆくを買っていたが、しょせんそれは国内の話だ。戦争ではない。

　そんなわけで、与党席に座る議員たちはひやひやとした顔でのえるを見つめ、野党席に並ぶ議員たちの目はぎらぎらと燃えていた。

　内閣支持率を落とし、折原政権を崩ほう壊かいさせるような失言をひきずりだしてやるぞ、と彼らは野党議員らしい意い気き込ごみに燃え、質問が始まる瞬しゆん間かんをいまかいまかと待ちかまえていたのである。

　そして、最初の質問者がマイクの前に立った。

　おおおお、と野党側からどよめきが走った。

　与党席に座っていた黒瀬誠一郎だったからである。

　これにはのえるも仰ぎよう天てんした。

「いつから野党に寝ね返がえったのよ！」

　前総理なのに。

　黒瀬は色黒の顔に浮うかぶヒゲをなでながら、得意げに言い放った。

「えー、与党も政党であるからして、国家の成り行きを憂うれう一国会議員として、総理に質問をすることに何ら問題はあるまい」

（て、いうか折原政権を早く終わらせて、自分が総理に戻もどりたいだけなんだろ……）と思っているのは一人二人ではなく、この場にいる人間ほとんどだ。

　あまりに露ろ骨こつすぎるいやがらせにのえるも呆あきれるしかなかった。

「まあいいわ、どーぞ」

「今回のテロ事件への対応について、総理の考えをお伺うかがいしたい」

　黒瀬の顔が不敵に歪ゆがむ。してやったりと思っているのだ。

　しかしのえるは平然と、

「何って、特にすることはもうないんじゃない？」

「何もしてないではないか！」

「崩落したビルへ救助隊の派は遣けんや救きゆう援えん物資を提供したし、ウルムスタンには大量の難民が生まれるだろうから食糧や医い療りよう支援の準備を進めているわ。それとも前総理はこういう地味な活動は何かしたうちに入らないとおっしゃるつもりなのかしら？」

　ちょっとイヤミっぽく言ってみせる。相手のレベルに合わせてあげているのだ。

「米軍への支援策について、問いただしているのだ！」

「自衛隊は派遣しないわよ」

　のえるはあっさり答えた。

「それでは日本の外交が破は綻たんする！」黒瀬は鬼おにの首をとったかのように吠ほえた。

　同盟国のアメリカがテロ攻こう撃げきによって数千人もの犠ぎ牲せい者しやを出したというのに、それに対して一いつ緒しよに戦わないという態度は、第三者には立派に見えても、身内には軽けい蔑べつされる。

　どんなにキレイごとを言っても、世界を牛ぎゆう耳じっているのはアメリカでありヨーロッパだ。それは今も昔も変わらない。逆らったところでミサイルは撃うち込まれないだろうが、別に武力だけが国を滅ほろぼす手段ではない。アメリカにモノを輸出しなければ経済が立ちゆかない今の日本をいじめる方法など、ホワイトハウスは余るほど持っている。

「だって、戦争はしないって憲法に書いてあるんだもん」

「日米関係を危あやうくするつもりか！」

「それにあたし、平和憲法って大筋において好きだし」

「それではアメリカは納なつ得とくしない！」

　黒瀬は湾わん岸がん戦争を引き合いに出して、のえるの姿勢を責めた。

　１９９０年代に起こった湾岸戦争のとき、日本は多た国こく籍せき軍ぐんには参加せず、お金だけを出すことを決めた。戦争の放棄をうたった憲法と、侵略を否定する国連主義の狭はざ間まで決めたぎりぎりの決断だったのだが、その中ちゆう途と半はん端ぱぶりに多くの国から顰蹙を買った。

「平和平和と言っていれば、誰からも尊敬されるというのは日本人だけの勘かん違ちがいであって、侵略者にすら拳こぶしを振ふり上げない態度を世界は八方美人としか見ない！」

「なにいってんのよ、八方美人結構じゃない」

　のえるはさらりと言った。

「だいたいね、好きなことして、さらに尊敬までされちゃおうって神経が図ずう々ずうしいのよ。ホントになにがなんでも平和を指向したいなら、世界中の国から総スカンを食らっても、それでも平和を選ぶってぐらいの根性がないといけないんじゃない？　そんな覚かく悟ごもなくて、どっちの陣じん営えいにもいい顔しようとするから嫌きらわれるのよ！」

　黒瀬は動じなかった。フン、と鼻をならして返事の代わりとする。

「ご高説はごもっとも。では具体的に何をなさるつもりで？　平和平和と訴うつたえるだけなら誰だれでもできますぞ」

「たしかに一いつ般ぱん市民ならともかく、国を与あずかる政治家が『イマジン』聞いて、ひたすら平和を祈いのるってのも無責任な話よねえ～」

「ならば総理には、どのような提案があるのか、おっしゃってもらいたい！」

　黒瀬はあからさまに人をバカにしたような目で、のえるを見た。

　話し合いでケリがつかない問題があるから、テロがあり、戦争が起こるのだ。

　犯人を引き渡わたすつもりならハナから自じ爆ばくテロなど起こしたりはしない。だから米国だって軍事力を使って無理矢理犯人を捕とらえようとするのだ。

　戦争もせず、犯人も手に入れるなどと、そんな虫のいいアイデアなどあるわけがない。

　高をくくった黒瀬は、獲え物ものが罠わなにかかるのを待つ猟りよう師しのような余よ裕ゆうで、返答を待った。

「そうねえ」と、のえるは唇くちびるを指にあてると、しばし考えてひらめいた。

「和平会談を開くわ！」

　ハン、と黒瀬は鼻で笑った。

「そんな提案など馬でもできる。せいぜい派手に呼びかけて、サリムに無視されて、世界中の笑い者になるといい」

「なに言ってんの？　話はこれからよ」

　のえるは、自衛隊の特とく殊しゆ部隊をウルムスタンに投入して、サリム政権のサリム指導者を始めとする主立った面々を拉ら致ち、東京まで連れてくるという作戦を提案した。

「な、なんですと……？」黒瀬は目を白黒させた。

「本人を確保できなかった場合は、子供を誘ゆう拐かいするというのもアリね」

「はあっ!?」

「そうよ、子供をキリスト教に洗脳されたくなかったら和平のテーブルにつけ！　って脅おどすのよ。もちろんテロリストの引き渡しに応じなければ、子供の宗教は……」

　あはははは、とのえるは笑い、

「…………」黒瀬は死んでいた。

「ふふふ、我ながらいい作戦だわ」

　のえるはその場でさっそく防衛長官に必要な予算の計上と部隊の編成を命じると、ＴＶカメラに向かってピースサインをして言い放った。

「日本は平和の鬼おにになるのよっ！」

　質問の順番が野党に回ってきたが、もはや何を追及することもできなかった……。




「平和の鬼ってなんだよ……」

　委員会を終えて総理執しつ務む室しつに戻もどってきたのえるに、健太が言った。

「平和のためなら戦争も辞さないような国？」

「ダメじゃん！」

「世界を平和にするためならなんでもする国なのよ。たとえば戦争をしようとする国に

核かくミサイルを撃うち込むような」

「全然ダメじゃん！」

「でね、戦争とか考えてる国をさ『日本に目つけられた！』『逃にげろ、平和にされてしまうぞ！』とかびびらせるの、あはははは」

「少しは真面目まじめに考えようよ……」

　と、健太がホントに疲つかれた顔でがっくりしたので、

「ていうか、あたし、戦争バーごっこチヤルは好きだけど戦争リアルは嫌いなのよね。だから自衛隊は出したくないのよ」と、フォローをした。

「のえるらしいよ……」

　あくまで自分の好き嫌いで決めているというあたりが。

「それって健ちゃん、誉ほめてくれてるの？」

「半分だけ」

　世界がこんな状じよう況きようになってもマイペースでいられるところは、呆あきれを通りこして感心してしまうよ、と健太は言った。

（友達が死んじゃったのに……）という言葉が続いていたのだが、口にはしなかった。

　サラが死んだことを知った健太は、のえるのショックを思い、胸を痛めた。

　なのに、帰国してからというもの、のえるは少しも悲しそうな顔を見せたことがない。出発前と変わらないぐらい明るく、政治は遊び半分に、ほどほど世の中を混乱させながら、毎日を過ごしているのだ。

（最近は徹てつ夜やでゲームしてるっていうし……）

　目の下に浮うかんだ隈くまがその証しよう拠こだ。

　みんなに話すと、別に普ふ段だんのままじゃん、とか言われてしまうのだけれど、健太は失望があった。

（そんな冷たい子じゃないと思っていたのにな……）

　はじめは「ウルムスタン人を皆みな殺ごろしにするわ！」とか言い出すのではないかとひやひやと彼女の帰国を待っていた健太だったのだが、今みたいに冗じよう談だんを飛ばすだけ飛ばして、結局のところ理性的な結論を口にしている彼女を見ると、がっかりしてしまうのだ。

　もちろん、戦争をしてほしいとは少しも思ってないのだけれど……。

　そんな時、突とつ然ぜん２人の間にある電話が鳴りだした。

　ランプの点てん滅めつがホットラインであることを示していた。

「もしもし、あ、ロバート大統領、久しぶり～♪」

　ホワイトハウスからのものだった。

「多た国こく籍せき軍ぐんへの自衛隊参加要よう請せいの件ね」

（さすがアメリカ、情報が早い……）健太は舌を巻いた。

　さきほどのＴＶ中ちゆう継けいを見た大使館だか情報局が、本国に連れん絡らくを入れて、日本も米国と足並みをそろえるよう大統領から釘くぎを刺さすことにしたのだろう。

（でも、のえるは自衛隊を出さないって決めたんだもんね）

　しかし、

「いいわよ」

「いいのっ!?」

　驚おどろく健太を横目に、のえるは一つだけロバート大統領に注文をつけた。

「ただし空くう爆ばくはしちゃダメよ。民間人を一人も殺さないって約束してくれるんだったら、自衛隊を出してもいいわ」




　　　　♣




　ああ……。

　またこの夢だ。

　空を舞まう桜を見て、あたしは毎日のように同じ夢を見ている自分に気付いた。

　マンハッタンの桜は、日本と同じようにほんのりと桃もも色いろに染まり、風に枝葉が揺ゆさぶられるたびに花びらたちをひらひらと舞い踊おどらせていたように思う。

「絶対だよ」

　約束を交かわしたあと、サラはとても悲しそうな表情をした。

「なによ、言い出しっぺがそんな顔して」

　確か──、あたしは確か軽く握にぎり拳こぶしを作って、サラの額をこつんと叩たたいたのだ。

「だってのえる……、絶対約束忘れちゃうわ」

「忘れないよ」

「忘れるわ。わたしとの約束なんて」

「絶対忘れないって！」

「次の街に行ったら、面おも白しろいことをまた見つけて、もうわたしのことなんか忘れるに決まってるわ、のえるのことだもの」

「もー、疑い深いなーっ！」

　ごめんね……、サラの言う通りだったね。

「のえるが悪いのよ。わたしを捨てて北極になんか行っちゃうんだから」

「おみやげ持って帰るよ。熊くまの剝はく製せいとか」

「いっ、いらないわよ！」

「じゃ、アザラシの剝製とか」

「生き物は勘かん弁べんして！」

　本気で嫌いやがってるサラの顔は、すごく面白かったな。

「じゃ、何にしようか」

「いらない」

「え、なんで？」

「返し切れないほどたくさんのプレゼントを、わたしはもう貰もらってるから」

　サラは、新しい両親と仲直りできたのも、医者を志す気持ちになれたのも、全部あたしのおかげだと、説明してくれた。

　あたしは首を振ふって否定した。

「違ちがうよ」

　なんで、あたしはこんなことを思い出しているんだろう。

「あたしの言葉はただのきっかけだよ」

「きっかけ？」

「サラはもともとおじさんたちと仲良くしたい、何かに頑がん張ばりたいって気持ちがあったから、その気になれたんじゃないかな？」

　するとサラは一いつ瞬しゆんびっくりして、そして、見たこともないぐらい嬉うれしそうな顔をして、あたしに言ってくれたのだ。

「ありがとう……」

「やめてよう、そんな真しん剣けんな顔で、恥はずかしいじゃない」

「のえる、大好き」

「だからやめてってば～」

　するとサラはえへんと胸を張って言った。

「もう決めた。たとえのえるが忘れても、わたし、すっごい有名になって、のえるが地球の裏側にいても思い出すぐらいの有名人になってみせるから。今度会うときはもう、のえるなんかが足あし下もとにも及およばないような天才で、リハビリもクリアして、ばっちり歩けるようになってるわ」




　……このとき、なんて言ってあげればよかったんだろう。




　リハビリなんかしたって、無む駄だになるのに、

　勉強なんかしたって、ゼロになるのに、

　立つためのトレーニングでサラがこらえた激痛はどれほどのものだったんだろう。体力がなくて根をつめることすら禁じられてる彼女はどうやって大学に合格するまでの学力を手に入れたのか。

　そんなことをしたって、そんなに頑張ったって、なんにもならないのに。

　これまでどれほどの思いをしてアメリカで生きてきたのか、少しも知らないような連中に殺されてしまうのに。

　だったら、そんな苦しい思いなんかするより、別の生き方だってあったはずだ。

　もし、あの時のあたしにサラの生き方を変える力が本当にあったなら、今のあたしが教えることができるなら、頑張れなんて絶対に言わせなかった。リハビリなんかするより、おじさんおばさんと少しでも長い時間を過ごせと言った。あたしだって北極に行ったりしなかった。毎日バカなことをして、サラに呆あきれられたり、笑ってもらったりするんだ。

　──あのとき、サラは言ってくれた。

「のえるのおかげで、明日が待ち遠しくなったの、毎日がとても楽しいの」

　違うよ。あたしと会ったりしなければ、サラは死なずに済んだの。

　あのときあたしが展望台に連れてったりしなければ、４年ぶりに逢あおうだなんて言い出さなければ、サラは死なずに済んだんだよ。

　大学にだって行けて、歩けるようになって、フレッドと結けつ婚こんだってしたかもしれない。医者になって、おじさんおばさんに恩返しができたはずだ。

　サラは何も悪くない。

　戦争で家族を失い、アメリカが戦場にバラまいた放射能のせいで、病気になり、ニューヨークで生きることを余よ儀ぎなくされた。そんな彼女がなんでテロリストの犠ぎ牲せいにならなくちゃいけないのか。どうして死ななくちゃいけないのか。

　そんな人生の終え方を彼女に強しいる権利がこの世の誰だれにあるんだろう。

　どうして彼女が死んで、あたしは生きているんだろう。

　なにをすれば、彼女の弔とむらいになるんだろう。

「皿がどうかしたのか？」

　パシーン、と景気のいい音がして、あたしは目覚めた。

「あら？　木佐ちゃん、おはよ」丸めた教科書で頭を叩たたかれたのだった。

「もう３時間目だ」

「あ、一晩中ゲームしてたから、眠ねむたくて」

「貴様は、学校に何しに来とるんだ～っ!!」




　生きているあたしができることはなんだろう。




　　　　♣




　その放課後。

「ね、健ちゃん。明日、ディズニーシー行こ」

「行こって、明日は首しゆ相しよう官かん邸ていに１日詰つめておいて欲しいって官かん房ぼう長官から言われてるじゃないか！」

　テロリストの引き渡わたしをサリム政権が正式に拒きよ否ひしたことを受けて、米国政府はウルムスタンに軍事攻こう撃げきをかけることを決定した。もちろん正式な発表はまだだ。敵側に足並みの乱れをつかれぬよう、事前に主要国とは協議をして、互たがいに口裏を合わせる支し度たくをするのだ。そのための電話会談を明日行いたいという依い頼らいが来ていたのである。

　明日会談するということは、あさってには攻撃を開始するということである。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　と、のえるは携けい帯たいを出した。

「これに転送してもらえばいいし」

「遊びながら日米首脳会談するつもりなのっ!?」

「黙だまってれば気付かれないって、あはは」

「バレるよ……」

「じゃ、着信拒否する」

「イタ電じゃないんだからさ！」

「あたしはどーしても、ディズニーシーに行っときたいの！」

「明日じゃなくてもいいだろ～っ！」

「明日がいい」

　そんな感じで、のえるが駄だ々だっ子みたいに言うものだから、健太は腰こしに手を当てて、保母みたいな口調で叱しかってしまうのであった。

「もーっ！　どう返事するにしても世界の一大事なんだよ、ちゃんとしないとダメなの！」

　すると、のえるは寂さびしそうな顔をして、ぽつりと、

「明日じゃないと、ダメなんだけどな……」

「え？」

「なんでもない。とにかく、あたしは明日遊ぶったら遊ぶ！」

「勝手にしたら」

　ぷい、と健太がそっぽを向いたら、

「言ったわね」

「え……」

「健ちゃんの身み柄がらは勝手にしていい、と」

　のえるはさっそく警視庁に連れん絡らくして、明日早朝に健太を拉ら致ちってディズニーシーへ連れてくるよう指令した。

「わかったわかった、行くよ！　行けばいいんだろ！」

　とほほほほほ……。健太はがっくりと肩かたを落とした。




　　　　♣




　ドドーン！

　ひときわ大きな音がして、健太はびっくりした。

　パークの中心にあるプロメテウス火山が噴ふん火かしたのだ。

　巨きよ大だいな炎ほのおがあがり、もくもくと噴ふん煙えんがたなびく。

　おおおお、という周りの歓かん声せいを聞いて、やっとそれがアトラクションだと気付く。

「びっくりした……」

「本格的よねー」

　楽しげにいうのえるの目も、ほんのちょっと驚おどろいている。手にしているディズニーシーのガイドブックは付ふ箋せんをいくつも貼はってあるほど読み込んでるくせに、実際目まの当たりにすると、驚きもまた違ちがうのだろう。

「健ちゃん、センター・オブ・ジ・アースが面おも白しろいんだって」

「はいはい」

　今日はもうのえるのなすがままとあきらめてる健太である。

　のえるは健太の手を取ると、はやく行かなくちゃとばかりに走りだそうとした。

　が、はたと止まる。

　そして唐とう突とつに、

「喉のど渇かわいてきちゃった。ジュース買ってきて」

　などといい、２人分の小こ銭ぜにを渡した。

「はいはい」

　しょうがないなあ、という顔をして健太は売店に向かった。

「…………」

　のえるは軽くため息をつくと、そばのベンチに腰を下ろし、ぶるぶると揺ゆれる携帯の着信ボタンを押した。

「もしもし、大統領？」

　日米首脳会談の始まりだった。




　目の前をキャラクターの風船を持った子供がとてとてと過ぎてゆく。

　ハーバーの回りには、早くも午後からのショーを見るための場所とりをしているカップルや家族連れがいたりする。

　そんな光景を目にしながら、総理はロバート大統領に提案した。

「第７艦かん隊たいをインド洋に出したければどうぞ」

「ほう、やっと考え方を変えてくれたのかね、ミス総プラ理イム大ミニ臣スター」

「ただし、１隻せきの哨しよう戒かい艇ていでも出したら、在日米軍への予算は来年から廃はい止しします」

「どういう意味だね」

「だって、日本を守ってもらうために出してる予算だもの」

　日本は毎年数千億円規模の予算を在日米軍のために支し払はらっていた。

「世界の安定は日本の安全にも寄き与よしている」

「だから、空くう爆ばくをしないって言うのなら、協力するって言ってるじゃない」

「先日、第７艦隊を出した借りがあるはずだ」

　秋に来日したシャイニィ王女を巡めぐる事件で、のえるは日米安保条約を使って米軍の出動を要よう請せいし、事件を解決したのだ。

「だって、日米安保条約は片へん務む協定だもん」




　日米安保条約　第５条

　各締[image: ていヽ]結[image: けつヽ]国（日米両国）は、日本国の施し政せいの下もとにある領域における武力攻こう撃げきが、自国の平和および安全を危あやうくするものであることを認め、自国の憲法上の規定および手続きに従って共通の危険に対処するように行動することを宣言する。（後略）




「都合のいい条約だからそのままにしてあるけど、アメリカに日本を防衛する義務は書いてあっても、日本にはアメリカを防衛する義務は書いてないのよ」

「日本は世界の安全を維い持じする責任から逃にげるつもりなのかね！　法がテロリズムを野放しにするというのであれば、悪法に従うのではなく、良法に変えるというのが筋だろう」

　激げき怒どする大統領をのえるはさらりと受け流し、

「だから国連通しなさいってば」




　日米安保条約　第５条（のつづき）

　前記の武力攻撃およびその結果としてとったすべての措そ置ちは、国際連合憲章第51条の規定に従って、ただちに国際連合安全保障理事会に報告しなければならない。その措置は、安全保障理事会が国際の平和および安全を回復および維持するために必要な措置をとったときは、終止しなければならない。




「湾わん岸がん戦争のときと違って、国連も通さないのはどうして？　戦争する根こん拠きよのあやふやな作戦をするからでしょ？　だから理事会にかけられないんでしょ？」

　大統領はひるまなかった。

「アメリカは本土攻撃を受けた。今度の報復攻撃は自衛権を行使したものだ。国連にかける必要はない」

「だから民間人を巻き込む空爆はせずに、テロリストだけを捕ほ獲かくできる作戦があるなら、協力は惜おしまないって言ってるでしょ？」

「そんな都合のいい作戦はない」

「じゃあ、自衛隊も出しません」

「のえる～」

　両手に紙コップを持った健太が小走りで現れた。

「今度はこっちからかけ直すわ」

　ぷちん、と電話を切り、携けい帯たいをポケットに戻もどす。

「誰だれから？」

「間ま違ちがい電話」




　　　　♣




「いちおー、あたしなりに歴史を勉強したわけよ」

　ソフトクリームを食べながら、のえるは携帯電話をかけている。

　背後にはアステカの宮きゆう殿でん。ジャングルをモチーフにしたゾーンだ。後ろのゲートからは、何十人もの探検家が、インディ・ジョーンズ博士との冒ぼう険けんを済ませたところ。

　健太がいないのは「ちょっと気分が悪くなったから、一人で遊んできて」とウソをついて、追い出したからだ。

「徹てつ夜やの連続で目の下に隈くまもできちゃったわ」とぼやきながら、のえるは続けた。

「西太平洋を守るためにいる第７艦かん隊たいを任務から外してインド洋に連れていきたいのは、サウジアラビアにある米軍基地が使えないからだよね」

「イスラム教の二大聖地がある国から、イスラム国家であるウルムスタンに攻撃をかけてはイスラム教徒の反米感情をかきたてる恐おそれがある」

「わかってるんだ、ワシントンにイスラム国家の軍事基地があるようなもんだもんね。

ついでにサウジの米軍基地も撤てつ収しゆうしたら？」

「イラクを監かん視しせねばならん！」

　サウジに米軍が駐ちゆう留りゆうすることになったのは、北の隣りん国ごくであるイラクが東の隣国であるクウェートに湾岸戦争をしかけたからだ。米国を中心とする多た国こく籍せき軍ぐんはクウェートの奪だつ回かいには成功したものの、イラクを打だ倒とうすることはしなかった。

　そこで、イラクの現政権が崩ほう壊かいするまでの盾たてとして米軍が駐留することになったのだ。

「なんでイラクが他国を侵しん略りやくしたかっていうと、借金を抱かかえていたからだよね」

「イラン・イラク戦争でな」

　１９８０年代、イラクは８年にも渡わたってイランと戦争をした。

「そのときアメリカはイラクを支し援えんしたよね」

「ソ連（現在のロシア）がイランを支援したからな」

「アメリカもイラクに対ソ連の防波堤になってもらおうと戦争を支援したのよね」

「何が言いたい？」

「いつもやることが中ちゆう途と半はん端ぱなのよ」のえるは断じた。

「自分たちの都合でイラクに肩かた入いれしておきながらソ連との対立が終わった途端にイラクを見捨てて、クウェート奪だつ還かんのためにイラクに宣戦布告をしておきながら打倒はせず、しょうがなくサウジアラビアに基地を作ってイラクを監視するはめになって、そのせいでイスラム教徒の反米感情を無用に高めて、肝かん心じん要かなめなときに基地が使えない。自分で火種をまいて回ってると思わない？」

「聞き捨てならない発言だな。まるでテロリストの言い分のようだ」

　ロバートは脅きよう迫はくじみた口調で言い放った。

　言外に、マスコミに公表してもいいのかね？　と言わんばかりの言い回しであった。

　しかしのえるは、したければどうぞと言わんばかりの言こと葉ば遣づかいで、

「そりゃ侵略したのは誰かって言ったらイラクだけど、それでイラクだけを悪役にするのはどうかと思うわよ」

「それは、戦前の貴国を肯こう定ていする発言かね？」

「はあ？」

　のえるは目を丸くした。

「侵略する側にも理由がある、というのはヒトラーも使った言い分だが」

「なに言ってんの？　話をそらさないでよ」

「我が国は常にそういった独裁者から世界を守ってきた歴史があるのだ」

　詭き弁べんじみたロバートの物言いに、のえるはなんだかムカムカしてきた。

「そうね、なんで空くう爆ばくって言葉にひっかかるのかわかった気がするわ。そういや日本は60年前に、戦場でもない民間都市に米軍機からバカスカ爆ばく弾だん落とされて、軍人でもない人が１００万人も殺されたんだったわ」

「軍国主義を打倒するためだ」

「そのためなら原爆２発も正当化されちゃうんでしょ？」

「ふん」

　ロバートはむきだしの傲ごう慢まんさで返答した。

「イラクはやむにやまれず侵略した、大日本帝てい国こくもやむにやまれず侵略した。歴史修正主義者どもがよく使う論法だ」

「誰だれがいつ侵略は正しいなんて言ったのよ！　どうせ録音してるんでしょ！　あとで１００回聞き返せ、バカ！」

「のえる～、気分はどう？」健太が戻もどってきた。

「サイアク……」

　一時休戦だった。




　　　　♣




「やっぱり納なつ得とくできないわ、空爆だけは絶対にダメ！」

「小こ娘むすめに世界のありようなどわかるまい」

「あ、今の女性蔑べつ視し発言っていうんじゃな～い？」

「ち、違ちがう！　今のは」

　日米両首脳の話しあいは果てしなく低空飛行をしていた。

　ヤドカリのスクーターで、トビウオのジェットコースターで、海草で出来た回転コップで、フグのレースで、貝かい殻がらのヴィーグルで、折原首しゆ相しようとロバート大統領は言葉による戦争を続けていた。

「あのさ、テロリストの立場にたって考えてみようよ」

「やはり貴様はそういうことか」

「そうじゃなくて、アル・ファドルにとって、一番都合のいい展開って何よ」

「それはもちろん、貴様のような歪ゆがんだ平和主義者の声で、我が国の身動きが封ふうじられることだろう」

「そうかなー？　あたしなら、戦争待ってましたって感じだけどなー」

「どういう意味だ」

「10機でも１００機でもいいけど、これからも旅客機をハイジャックし続けてビルにぶつけたところで、アメリカは崩ほう壊かいすると思う？」

「そのようなことで我が国は崩壊しない」

「あのさ、アル・ファドルって、ウルムスタンの人間じゃないのよね。だったらウルムスタンをエサにして、アメリカを戦争に引きずりこむ手があるんじゃない？」

「ベトナムの教訓を生かして、賢けん明めいに戦えばいいだけのことだ」

「わかんないかなー？　ここでウルムスタンを攻せめるとね、ナイフひとつで戦争が起こせるって前例を作っちゃうことになるのよ」

　ナイフひとつあればハイジャックはできる。

　ハイジャックすれば戦争は起こせる。

　それは犯罪者から見れば、とても美味おいしい展開なはずだ。

「あたしがアル・ファドルだったら、別の国のテロリストグループを使って、また飛行機をぶつけるな。そしたらどうするの？　その国にも攻め込むの？　戦争し続けるの？　どこに隠かくれてるかもしれないテロリストを見つけるために、たくさんの民間人を殺すの？　それともギブアップを宣言する？　それこそアル・ファドルに勝利宣言されるだけだわ。テロリストをかくまう国家はテロリズムに荷か担たんしているのも同じって理り屈くつはその通りだと思うけど、だからってその国と戦争することはテロリストの思う壺つぼなのよ」

「どうしてだ」

「だってそうじゃない。罪もないウルムスタン人を殺しているのは、テロリストじゃなくてアメリカ人なのよ。テロリストをかくまう政権を支持している国民が悪いっていうけど、どこの国も自分の国アメリカみたいに、選挙で大統領選べてると思ったら大おお間ま違ちがいなのよ。ウルムスタンなんて内戦につぐ内戦で戦争に勝った勢力が政権握にぎってるだけなんだから、支持もへったくれもないのよ。それで空爆されても仕方ないなんて言われたら、ウルムスタン人はふざけんなバカヤローってところじゃないの？　反米主義者を増やしたいテロリストにしてみれば、それこそ大笑いな展開だわね」

　と言ったところで、のえるはある事実に気付いた。

「て、いうか、あんたんとこの国って、その手にさんざんひっかかって世界中に敵を作ってるんじゃないの……？」

「ち、違うわ～～～っ！」

　ロバートを説得することが目的なので、のえるは言葉を改めた。

「とにかく、あたしはテロリストを捕つかまえることには賛成だし協力も惜おしまないけど、戦争はやめない？　もっと別の方法を考えようよ。面めん倒どうくさいし時間かかると思うけど、湾わん岸がん戦争の時と違って、現在進行形で侵しん略りやくに苦しんでる人がいるわけでもないんだしさ、そのほうが絶対にいいと思うのよ。アメリカのためにも」

「残念ながら我が国の国民の90％は報復攻こう撃げきを支持している。国民の期待に応こたえるのが大統領の責務だ」

「テロも民間人を殺すけど、空爆も民間人を殺すのよ！」

「テロリズムをこの世から抹まつ殺さつするのは、正義だ」

「あー、もー、わからず屋！　ウルムスタンを好きなだけ攻撃して、アル・ファドルを打だ倒とうしなさいよ！　それで何年後かにウルムスタン人テロリストに事件起こされたって知らないんだからね！」

　ぷちん。

　交こう渉しようは決けつ裂れつした。

　のえるは通話を切った携けい帯たいをしばらくにらみ続けた。ロバート大統領が目の前にいたら殴なぐってたかもしれない。待ち受け画面で吞のん気きにひみつ道具なんぞを出しているドラえもんが、このときばかりはひどく恨うらめしかった。

「変だと思ったんだ。今日ののえる」

　背後から突とつ然ぜん声がして、のえるはびくっと驚おどろいた。

「け、健ちゃん。いつの間に……」

　のえるは慌あわてて電話をポケットにしまった。

「飲み物買ってきてとか、おみやげ買ってきてとか、様子がおかしかったから」

「いつもと変わらないでしょ」

「いつもののえるなら、おみやげ買いたいから一いつ緒しよにきて、だろ？」

　健太を一人でパシらせたりはしない。

「む……」

「僕だって、無む駄だにのえるに付き合わされているわけじゃないからね」

「バレちゃったか」

　のえるは照れくさそうに笑った。




　日は落ちて、夜。

　半月のようなカーブを描えがくハーバーの南岸は、シンフォニーショーを楽しみに待つ客であふれかえっている。

　のえるたちは事前に予約しておいた見晴らしのいいカフェで、水上の天てん球きゆう儀ぎからミッキーが現れるのを待っていた。

　ショーが始まった。

　魔ま法ほう使つかいの弟で子しに扮ふんしたミッキーが現れる。

　手にはオーケストラの指揮棒のようなバトン。それをさっと振ふると、演奏が始まる。

　音楽に合わせて、噴ふん水すいが次々と上がり、照明がきらきらと躍おどる。

　ミッキーが指揮棒をちょんちょんちょん、と動かすと、その先の水面でぽんぽんぽんと花火が弾はじける。

　見事に計算されたショー、と言ってしまえばミもフタもないが、夜の闇やみのもと、幻げん想そう的な音と光と花火に彩いろどられた音楽会は、見ている者に魔法を思わせるような心ここ地ちにさせた。

「すごいねえ～」思わず健太は感かん嘆たんをもらした。

「うん……」

　上の空のような返事をのえるがしたので、どうしたんだろ、と健太は彼女を見た。

　のえるはひどく浮うかない顔をして、ショーを見ていた。

　寂さびしそうというか、悲しげというか、心ここにあらずといった表情だった。

「なに、考えてるの……？」

　健太に言われ、冴さえない顔をしていることに気付いたのえるは、とっさに笑おうとしたが、すぐにやめ、素す直なおな表情をした。

「ごめんね、つまんないわけじゃないんだ」

「いや、別に、いいけど……」

　こういうとき、気の利きいたことが言えない自分を健太はもどかしく思った。

　たとえば、自分がふさぎこんでる時、のえるならバカなことを言って、気分をパッと変えてくれる。下のほうばかりを向いている気持ちをうまい具合にそらしてくれる。

　だから自分も、のえるが落ち込んでる時には、パッと気持ちを変えられるような一言をいってあげたいな、と思うのだけれど、いい言葉が浮かんでこない。

　ダメだなぁ、と思う。

「僕に話せないようなことなの？」

　ううん、とのえるは首を振った。

「どうしてサラは死んじゃったのかなって、そればかり考えてしまうの……」

　伏ふし目がちに、視線を落とす。

「楽しい気分になるとね、サラを連れてきたかったなあ、って思いが浮かんでくるの。そしたら、もうサラはこういう思いはできないんだなあ、とか、なんでサラでなく、あたしが生き残ったんだろうとか、色々思えてきて……」

　なんでサラは死ななくちゃいけなかったのかな、とのえるはつぶやいた。

「戦争で家族を殺されて、自分も身体からだを悪くして、せっかく立ち直れて、なのに……、殺されて……」

「…………」健太はただ、話を聞いた。

「はじめは、テロリストを全員殺し返せば埋うめ合わせがつくのかな、って思ったんだけど、でも、たぶん、そんなことをしても気持ちは晴れない気がしたの。だって、そんなことをしてもサラは戻もどってこれないんだもの。今いま更さらなにをしたって、生き返ったりはできないんだもの……！」

　のえるは唇くちびるを嚙かんだ。

「あたしが何をしたってサラは戻ってこない。──そんな風に思うと、報復をしても、テロリストを殺しても、満たされるのはあたしの復ふく讐しゆう心しんだけで、癒いえるのはあたしのちっぽけな傷だけで、もう何も思うことも感じることもできないサラの心はちっとも癒いやされないし、戻ってこないんだから、怒いかりのままに動くことが、ちっぽけなわがままみたいな、すごくつまらないことのように思えたの……」

　でもね、とのえるは言葉を継ついだ。

「だからって何もしないっていうこともまた違ちがう気がして……、何をしたらいいんだろうって思って……、何をしたらいいのかわからなくて……」

「それで大統領を説得しようと？」

「できなかった、あはは」

　一いつ瞬しゆん笑って、また、元の表情に戻る。

「ダメだね、あたしって。肝かん心じんなときに何の力もないや」

　そう言って、ぽつりとつぶやく。

「世界ぐらい救えると思ったのになぁ……」

　寂しげに、笑う。

「のえるは無力なんかじゃないよ！」

　何度も僕のこと助けてくれたじゃないか、と健太は言った。

「そんなのたいしたことないよ」

「こんな傷までして、たいしたことないわけないだろ」

　健太は、のえるの左手を取った。

　彼女の左手の甲こうには、うっすらと一筋の傷が走っている。

　かつて健太を助けるためにナイフで貫つらぬかれたときの、傷きず跡あとだ。

「もうほとんど目立たなくなったでしょ？」

「飛んでる飛行機から飛び降りたこともあっただろ」

「でも、ちゃんと生きてるし」

「死んだら終わりじゃないか！」

「怒おこらないでよ～」

「怒るよ」

　するとのえるは拗すねたような顔になり、唇をちょっと尖とがらせた。

「そうなのよね、あたしが死ぬ思いして助けてあげても、健ちゃんは怒るんだよね」

「当たり前だろ」

「どーしてえ？」不本意そうな顔をする。

「僕のせいでのえるにもしものことがあったら、助かったって全然嬉うれしくないよ。僕だけ生き残ったって、絶対嬉しくない」

　するとのえるはあっけらかんと、

「大だい丈じよう夫ぶよ、あたし、ホントに危ない一線ってわかるから」

「そういうところが危なっかしいんだよ！」

「ほら、そやってすぐ怒る」

「怒るよ、何度だって怒る」

「あ、でも、なんかわかった気がした」

「なにを？」

「あたしが危ないことすると健ちゃん怒るけど、たぶんそれもあたしには嬉しいのよ」

「はぁ？」

「心配してくれる健ちゃんが好きってこと」

「つまりのえるは僕が怒るのが面おも白しろいってわけ？」

「そういうことになるかな」

「もー、なんだよそれーっ！」

「ほら、怒る。でも言われてみれば、健ちゃんに怒られるのそんなに嫌いやじゃない気がしてきた」
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「僕は嫌だよ！」

　嘆なげく健太を見て、のえるは笑った。

　そのとき、ひときわ大きな花火が上がった。

　２人は自然と、夜空に大輪の花を咲さかせる花火を見入った。

「……………………わ」

　のえるが何かを言った気がした。

「ん、何？」

　なんでもない、とのえるは首を振ふり、

「ありがと、健ちゃん」

「え」

「なんか元気出た」

　と、笑え顔がおを浮うかべた。

　健太は感謝されるようなことが思い当たらず、頭の中を『？』が翼つばさをつけてぐるぐる回りだしたのだが、嬉しそうな顔をのえるがしているから、よかった、と思い、深くは考えないことにした。

　花火の音に紛まぎれて、のえるが何を言ったのかさえも。




　　　　♣




　翌朝。

「健ちゃん……、起きて……、朝よ」

「なんだよのえる、いつもは寝ね坊ぼうばっかするくせに」

　むにゃむにゃと寝言のような返事。まだ意識は夢の中なのだろう、健太は目を閉じたまま枕まくらの中に顔を埋うずめた。

「健ちゃん……、起きて……、朝よ」

「健ちゃん……、起きて……、朝よ」

「健ちゃん……、起きて……、朝よ」

　壊こわれたロボットのように、同じ言葉が耳を打つ。

　変だな、と思って目を開けると、見覚えのない携けい帯たいからのえるの声が漏もれていた。

　誰だれが置いたものなのかは明らかだった。

「もしもし」

　次から次へとイタズラを思いつく彼女のセンスに呆あきれながら、健太は電話に出た。

「おっはよー、健ちゃん！」

　案の定、むやみに元気な声が聞こえてきた。

「隣となりの部屋にいるくせに、わざわざ電話することないだろ」

「ぶっぶー。あたしは外出中なのでーす」

「え？　こんな朝早くから？」

「どう？　着メロにあたしの声録音しておいたの。これであたしが世界のどこにいても健ちゃんにモーニングコールできるでしょ？」

「海外行く予定なんてあったっけ？」

「しかも衛星携帯電話っていって、人工衛星をアンテナ局に使ってるやつだから、もー、南極だろうと北極だろうと砂さ漠ばくだろうとジャングルだろうと健ちゃんと電話できるのよ」

「だから、どこに向かってるのさ」

「ねえねえ、ビデオの録画忘れちゃったから頼たのまれてくれる？」

　健太はなんだか質問をはぐらかされているような気がして、いらだった。

「だから、どこに向かってるのか、教えてよ」

「ウルムスタン」

「え──────────────────っ！」

　健太はベッドから飛び起きて、居間に降りた。ＴＶのニュースが、折原総理のウルムスタン訪問を報道していた。サリム政権のサリム指導者と直接交こう渉しようをするためだとキャスターは報じていたが、米軍の武力攻こう撃げきを延期させるための人ひと質じちとして利用される可能性にも触ふれていた。

「なんで勝手に行っちゃうのさ！」

「今回の旅はさすがに健ちゃんで遊んでる暇ひまなさそーだし」

　とぼけた声が返ってきた。

「それに、今回はどのくらいで帰ってこれるかわからないから、勉強大好きな健ちゃんに悪いでしょ？」

「人質になる気!?」

　のえるは質問に答えなかった。

「ね、健ちゃん、心配してくれた？」

「もーっ！　心配なんかしないよ！　のえるのバカっ！」

　健太は怒おこって電話を切った。

　のえるの決意も知ることもなく。




「あーあ、嫌きらわれちゃった……」

　政府専用機に用意された総理執しつ務む室しつの椅い子すに腰こし掛かけて、のえるがつぶやいた。

　部屋の中には誰もいない。

「もっと言い方があるだろうに」

　いるのは、猫ねこの姿をした悪あく魔まであるメフィだけだ。

「だって、あんまり心配させたくないんだもん」

「わからんな」

「なにが？」

　メフィはヒゲを揺ゆらすと、話題を変えた。

「勝算はあるのか？」

「サリム政権も一枚岩じゃないっていうし、うまくいけば、引き渡わたしの糸口もつかめるんじゃない？」

　それに……、とのえるは付け加えた。

「さすがに日本の総理大臣がいる街に空くう爆ばくはできないでしょ」

「どうかな？」

「したくても、国際世論が邪じや魔ましてくれるわよ。外交交渉が続いているうちは我が慢まんしろって。まあ、それでのらりくらり１、２ヶ月もやってれば、局面も変わるかもしんないし、なんかいいアイデアもでるだろうし、そのへんはでたとこまかせね」

「やはり、わからんな」

「なにが？」

「前にあの小こ僧ぞうが言ってたが、たしかにお前にはやりすぎるところがあるな」

「もー、健太って名前があるんだから、呼んであげてよ」

「サラという娘むすめの弔とむらいとはいえ、それでお前まで死んだら何の意味もないと思うが」

「それだけじゃないよ」のえるは言った。

「どういう意味だ？」

　すると、卓たく上じようの電話機が鳴った。

　点てん滅めつする色で、ホワイトハウスからのものであるとわかる。

「おはよ、そっちはまだ夜かしら？」

「ミス総プラ理イム大ミニ臣スター。今すぐ引き返してほしい」

　反論は許さないという声で、ロバートが告げた。

「これは最後の忠告だ」

「じゃあ、あたしからも忠告するのは最後にするわ。戦争はやめたほうがいいわよ」

「我が国がテロに対して軍事力を行使するのは、テロをするとそれだけの犠ぎ牲せいを支し払はらうはめになると教える行動が、テロを抑よく止しする力になると信じるからだ」

「それが新しいテロを生み出すって風には考えないの？」

「思い知らさなければ、わからない生き物もいる」

「それはあなたたちも、でしょ？」

「……残念だ」

　そういって、電話は切れた。

「こっちが残念よ」

　のえるはふくれた。

「さっきの質問だが、お前はなぜそこまでするのだ？」

「それはね──」

　のえるが口を開きかけた時だ。

　専用機はウルムスタン領空内に入った。

　高度５０００メートルの上空で、専用機はサリム軍が放ったミサイルによってロックオンされ、撃げき墜ついされた。




　生存者はなかった。
















　８月は終わった。

　昼だというのに、空は暗い。

　低く垂れこめた雲から、雨が降っている。針のように細い雨あま粒つぶがしとしととアスファルトを叩たたいている。その音はかすかで、重みもなく、傘かさを持つ手に感かん触しよくを与あたえない。

　健太は、霧きりのようにけぶる公園を見て、夢の中に迷いこんだような錯さつ覚かくを覚えた。

　献けん花かに並ぶ人の列は途と絶だえることを知らない。

　内閣総理大臣の国こく葬そうは、皇居の北にある日本武道館で行われた。

　式はまだ続いているのだが、こらえきれず、健太は外に出てきてしまった。

　涙なみだながらに弔ちよう辞じを読み上げた黒瀬新総理が、隣となりの席についた途と端たん、大臣たちとひそひそ声で「この追つい悼とうブームにのっかれば、長年の懸けん案あんだった自衛隊の海外派兵を可能にする法案を通過させることができる」「後方支し援えんという形で、いったん実績を作ってしまえばあとはどうにでもなる」「これでやっとアメリカ政府に面子メンツを立てることができる」などと嬉うれしそうに笑い合う会話が聞こえてきたからだ。

　黒瀬は言った。

「小こ娘むすめも最後にいい仕事をしたな」

（ちがう！　のえるはそんなことのために死んだんじゃない！）

　健太は叫さけんでやりたかった。怒ど鳴なって、殴なぐってやりたい衝しよう動どうにかられた。

　けれど、身体からだが立ち上がらなかった。

　実際には、病人のようにふらふらと立つことしかできなかった。

　のえるが死んだことを心によぎらせると、途端に胸がつまって、何をする気力も出てこなくなってしまう。結局、できたことと言えば、彼女の死を自分たちの都合のいい方向にしか利用しない大人たちを見ないようにするために、会場の外に逃にげ出すぐらいだ。

　のえるの後を継ついで91代首しゆ相しように選ばれた黒瀬誠一郎は、彼女の死を最大限に利用した。

　事件の直後、彼はホワイトハウスに飛び、ロバート大統領と固かたい握あく手しゆを交かわした。

　大統領は「ひとりの少女の死を無む駄だにしてはいけない」と議会で果か敢かんなる演説をぶちあげ、上下院全会一いつ致ちで、ウルムスタンへの大規模軍事作戦を承しよう認にんさせた。

　日本とアメリカは同じ悲しみを共有しあう友人ということになった。

　のえるとサラのエピソードは格好の美談として語られた。

　国こく籍せきと国境を越こえた少女の友情、障害を背負った少女の健けな気げな努力、それを支えた米国人の養父母、戦争の犠ぎ牲せい者しやである少女の命を奪うばった残ざん虐ぎやくなテロリスト、彼女の死を受けて平和の実現のために旅立つ総理大臣、その死……そんなわかりやすいキーワードを与えられた２人の物語は、ニュース、ワイドショー、ドキュメンタリー、ドラマ、ありとあらゆるメディアで安っぽく消費されていった。

　健太は献花に並ぶ人の列を見た。

　年老いた老人から、子供の手を引いた母親、そして自分とおない年ぐらいの子の姿まで、老ろう若にやく男なん女によを問わない人々が、けむる霧の彼方かなたに見えなくなるほどの列を作っていた。

　健太はこの人たちの純じゆん粋すいな気持ちを疑わなかった。

　心からのえるの死を悼いたみにきてくれているんだな、と思った。

　その感情を利用されていることも知らないで。

　のえるが死んだことで、健太はマスコミの取材を受けた。

　健太は戦った。格好のいい言い回しはできなかったが、のえるは戦争の引き金になるために死んだんじゃない、と訴うつたえた。

　無駄だった。

　マスコミは自分たちに都合のいい部分しか放映しなかった。あるメディアは泣いているところだけを放映して、今は戦うべきときだという論調に利用し、あるメディアは、そのまま放映したが、最後にキャスターが「このような悲劇をこれ以上生まないためにも、ウルムスタンにいるテロリスト政権は崩ほう壊かいさせなければならない」と、結んだ。

　のえるの死を悼む日本中の圧あつ倒とう的な良心が、黒瀬やロバートに踊おどらされ、アメリカとともに戦うこともやむを得ない、という世論を生みだしていた。視し聴ちよう率りつに敏びん感かんなＴＶ局はそれに従っただけなのかもしれない。

　健太は疲つかれた。どうしようもない無力感にとらわれて、無口になった。

（誰だれも知らないくせに……）

（サラが死んで、のえるがどんな思いをしたか、誰も知らないくせに……）

　テレビかなにかで知って、涙ながらに話しかけてくる人を見ると、健太は不ふ愉ゆ快かいになった。のえるの代わりに物を言う資格なんて、自分にないと思ったからだ。

（僕だって……何を知ってたっていうんだ……？）

　思いはきまって、そこに行き着く。

　ホントに知ってたら、何が何でも止めていたはずだ。

　もっと言える言葉があったはずだ。のえるの気持ちを変えられるような。

　心の中で、彼女を理解しきれていない自分がいて、歯止めの利きかない彼女の性格を知りながら、そこまで思いやらなかった。

　なにも知らずにのえるの死を悼む人々より、自分のほうが、よっぽど罪が重い。

　そんなふうに考えると、彼らに対していらだった自分の性根すら卑いやしいものに思えて、世界で自分が一番卑しい人間のように思えて、黒瀬を怒おこる資格も、自分にはないように思えてきた。

「濡ぬれるぞ」

　懐なつかしい声がした。見上げると、白しら峰みね忍しのぶの顔がそこにあった。

　傘かさをさしていたはずなのに、その手はいつのまにかだらりと落ちていた。さしていた傘には雨水が溜たまっていた。かなりの間、濡れていたのに、ちっとも気付かなかった。

　見ると、クラスメイトたちの姿があった。式は終わったようだった。出口からは次々と人が吐はき出されていた。

　すぐ近くでは、ほのかが顔中を涙なみだにしていた。さくら先生も一いつ緒しよになって泣いている。

　大おお鳥とり宮みや乃のが「あいつが死ぬはずないわ」と言っていた。

「確かに、ひょっこりゾンビみたいに蘇よみがえってくるゼ」と、矢や島じま直なお樹きが応じた。

　健太を慰なぐさめるために言っているのは、よくわかっていた。

　健太は「そうだね」と頷うなずくことしかできなかった。

　そんなことはあり得ないということを、誰よりも健太は確信していた。

　８月が終わったのが何よりの証しよう拠こだった。

　もともとのえるは１ヶ月限りの魔ま法ほうで総理になった。ホントは夏休みの終わりに切れるはずだったのに、８月延長法という法律を作って、延々と総理を続けていた。

　メフィは言っていた。８月が終わるか、のえるが死ぬかしないと彼女を総理大臣にする魔法は解けないと。

　健太は質問したことがある。のえると離はなればなれになっても魔法は解けるのかと。メフィは、自分がのえるの消息を見失っても魔法は解けないと言った。世界のどこにいようと、彼女が生きているかぎり、魔法は続くと。逆に言えば、魔法が続いているかぎり、のえる以外の人間は総理になれない。たとえのえるが宇宙に飛び出して、３年地球に戻もどってこないなんて展開になっても、空席となった総理の椅い子すを誰も埋うめようとは思わない。

　だから魔法が働いている間は、誰ものえるを総理の椅子から引きずり降ろすことはできない。黒瀬のような野心家ですら、いやがらせという手段でのえるを自主的に退たい陣じんさせるぐらいの方法をとることしかできなかったのである。

　そういう理り不ふ尽じんな力がメフィの魔法によって働いていたのだ。

　その力はもう、ない。

「折原を守ってやれるのは、長谷川ぐらいだと思っていたのにな」

「逆だろ。僕が守ってもらってばっかりだったよ」

「そうね、折原はお前のこととなると目の色を変えるからな」

　何ヶ月かぶりに見た忍は、大人びて見えた。

　同じクラスにいた頃ころの彼女は、殺気を放ちながら生きているようなとげとげしさがあったのだが、今の彼女にその面おも影かげはない。

　無愛想な顔は相変わらずだが、口元に小さな笑えみを浮うかべて、健太の隣となりに座った。

「勝手なんだよ。僕の心配も知らないで」

「お前も、アイツのことは何にも知らないしな」

　健太はぎくりとした。

「そ、そうだよ、何も知らないよ、わかるわけないだろ、のえるの考えることなんて！　いつも無茶苦茶で、僕を無視して勝手なことばかりして！」

「長谷川、それ、本気で言ってるのか？」

　忍は冷えた視線を向けた。

「アイツが、お前をバカにしたようなことが一度でもあったか？」

「おもちゃにしてたじゃないか！」

「あーあ、折原もホントバカだよなー、こんな男のために」

「そうだよ！　どうせ僕はどうしようもないよ！」

　健太が声を荒あら立だてたことに忍はむかついた。開き直ってるように取れたからである。

「それ以上、口開くと殴なぐるぞ」

「殴れよ、僕だって、自分にムカついてしょうがないんだ！」

　叫さけぶと、健太はうなだれ、そしてつぶやいた。

「なんで……僕はのえるを止められなかったのかな……」

　とても悔くやしそうに両手を握にぎりしめる。

　その姿を見て、忍は健太を誤解していたことに気付いた。

「長谷川、お前、折原の左手の怪け我がのこと、知らないだろ」

「知ってるよ！　キミが……」

　言いかけて、つぐむ。

　忍がのえるを刺さしたことを悔くやんでいるのを、知っていたからだ。

「長谷川はあいかわらず優やさしいな。いいよ、遠えん慮りよしなくても」

「僕を助ける途と中ちゆうでキミと喧けん嘩かになって……」

「なんで折原がナイフごときに刺されなくちゃいけないんだ？」

「あ……」

　健太は思い出した。昔、バスジャックに巻き込まれた時、振ふり下ろされたナイフをのえるは指で挟はさみ止めた時のことを。そうだ。のえるなら向かってくるナイフをかわすことなど造作もないはずだ。

「だったら、どうして……？」

「アイツはお前の居場所を聞き出すために、わざと……、私の……」

　ナイフを受けたのだ。

「そん、な……」

　信じられない、という顔を健太はした。

「やっぱりな、長谷川には隠かくしてたか」

「どうして……」

「わかんないのか、そんなことも」

　忍は呆あきれ、そして、フフと笑みを浮かべた。

「照れ屋なんだよ、アイツはさ」

「そんな……、バカらしい」健太は呆れた。

「そうだよ、折原はとびきりのバカだよ」

「バカすぎるよ……」

　健太はがっくりと肩かたを落とした。

「そこまでしておいて照れて言わないなんて、メチャクチャだよ」

「完かん璧ぺきな人間なんてどこにもいないんじゃないか？」

　忍は言った。

「アイツはとびきり強くて、とびきり凄すごくて、人ができないことが何でも出来る代わりに、人が当たり前に出来ることが……」

　できない。

「自分の命を一番に考えるとか、そんな当たり前のことも忘れてしまう。そんなヤツだよ、折原は」

「自分じゃ、止まれないんだよね」

「もしかしたら、折原は心のどこかでそういう信号をお前に送っていたのかもな。ブレーキをかけてってさ」

「…………」

　健太は泣きたくなった。

　思い当たる節がいくらでもあったからだ。

　不意に言葉が蘇よみがえる。




『あたしが危ないことすると健ちゃん怒おこるけど、たぶんそれもあたしには嬉うれしいのよ』




　あの時、気付けていたら──。

　彼女の無む謀ぼうを止めにいけたのに。

　なんでもいいから、どんなにみっともなくてもいいから、嫌きらわれてもいいから。

　なんで今いま頃ごろ、わかるんだろう。

　手て遅おくれになってから、わかるんだろう。

　ぶわっと、涙なみだがあふれた。

　嗚お咽えつがもれた。

「うっうっうっうっうっ……」

　瞳ひとみからこぼれ落ちた涙は、ぼたぼたと膝ひざの上に置いた拳こぶしを濡ぬらした。

　そこへ──。

　バラバラバラバラ……！

　霧きりを切り裂さくように回かい転てん翼よくの音が近づいてきた。ヘリが超ちよう低空で接近してきた。

　そのヘリにマーキングされた国旗に、健太は見覚えがあった。

「ケンタ！」

　聞き覚えがある声がした。彼女はヘリの中から姿を現した。

「シャイニィ！」

　東南アジアの海に浮うかぶ資源王国、アルカンタラの王女シャイニィだった。

　それを見てとった警官たちがただちに警けい戒かい態勢を取った。

　奇き妙みような文化風習のせいで野や蛮ばんな国のレッテルを貼はられていたアルカンタラは、秋に東京で起こした事件のせいで、太平洋のテロ国家呼ばわりされていたからだ。

　ヘリは着陸することなく、健太のすぐ近くでホバリングしているのはそのためでもあった。飛んでいるかぎり、警察もうかつな手は出せない。

　シャイニィはマイクを手にして叫さけんだ。

「ノエルを助けに行きたいの！」

　健太の目が点になった。一いつ瞬しゆん、彼女が何を言ってるのかわからなかった。

　聞こえなかったのかと解かい釈しやくしたシャイニィはもう一度叫んだ。

「ノエルは生きてるわ！　だから、ケンタに来て欲しいの!!」

　なぜ僕が？　なんてな言葉を健太は口にしなかった。

　迷う理由はなかった。

　怖こわさはなかった。行く先はウルムスタンだと直感したけれど、恐きよう怖ふはなかった。

　あの夜の後こう悔かいを取り返せるなら。

「行くよ！」

　健太は涙をふいた。




　ヘリが限りなく地表に近づき、健太を拾いあげようと兵士が身を乗り出した。

　迷わず、健太は歩き出した。

「長谷川くん！」

　その時、ほのかが飛び出して、健太をつかんだ。

　腕をつかもうとしたのだけれど、ためらって、袖そでの先をちょこんとつかむ。

「あの……あの……」

　彼女は真っ赤に腫はらした目を向けて、何かを言おうとした。

　ごにょごにょと唇は動くのだが、声にならず、言葉にならず、うつむく。

　危険なことをしようとしている健太を止めたいという気持ち、のえるを助けて欲しいという気持ち、自分も行きたいという気持ち、足手まといになってはいけないという気持ち、いろんな気持ちが混じってはじけて、どれが本当の気持ちなのか、自分でもとっさに決めることができないでいる。

「あの……あの……」

　じんわりと目の縁ふちに涙が浮かんでいた。

　本当の気持ちをひとつに絞しぼることなんてないのに、不器用な純情が邪魔をする。

　健太は、にこっと笑ってほのかを安心させようとした。

「大丈夫だよ、きっとのえるは連れて帰ってくるからさ」

「怪我、しないでね」

　それがほのかの精一杯だった。

　言うにも勝る想いを、瞳ひとみに浮かべて。

「負けんなよ」ほのかの肩に手を置いて忍が言った。

「必ず、のえるを連れて帰るよ！」健太は約束した。

　ヘリは健太を収容すると、すぐさま飛びたった。

「葬そう式しきまでやらしといて生きてるだなんて、つくづく人ひと騒さわがせな女ね」

　大鳥宮乃が嫌いや味みっぽく言い捨てた。でも、どこか喜んでいるようだ。

「折原さんらしいです！」

　嬉しくても、さくら先生は泣いた。

「世間はそう取らないだろうけどナ」

　騒そう然ぜんとなる警察や報ほう道どう陣じんを見て、矢島直樹がつぶやいた。

　シャイニィをテロ国家の王女としか見ていない人の目には、一度は負けて国に戻もどった彼女が、のえるが死んだのをいいことに健太を誘ゆう拐かいしにきたようにしか解釈しなかった。

　アルカンタラ王国はまたしても太平洋の無法国家として名を馳はせてしまうのだった。




　その一報を聞いて、黒瀬はただちに総理大臣として行動を取った。

　アルカンタラ王国による拉ら致ち事件は秋に続いて二度目である。これを阻そ止しすれば、阻止できなかったのえるよりも自分の手しゆ腕わんが上であることを内外に証明することができる。

　アルカンタラには世界的に知られている特とく殊しゆな国情があった。

　宗教上の理由で船を持つことが許されないのだ。

　日本は島国である。ヘリの移動距きよ離りを考えれば、国内のどこかに一度着陸せざるを得ない。東京湾わんに向かったのは陽動だと見切った黒瀬はただちに東北から関西にかけての航空戦力を動員し、関東一帯をくまなく防衛するように命じた。

　もちろん、最後に一言を付け加えることも忘れなかった。

「強行突とつ破ぱするようなら撃うち落とすこともやむを得まい」

　前総理の婚こん約やく者しやの死、は国民の涙なみだをしぼりとるには格好のネタだからだ。




　霧にけぶる空は灰色の海のようだった。

　乗り物に詳くわしいほうでない健太でも、ヘリで赤道直下までは移動できないことは知っていた。まさか黒瀬が撃げき墜つい指令を出していることまでは知らないが。

「入国できた以上、出国するのは難しいことではありませんわ」

　そう言って、シャイニィは彼方かなたの海を指した。

　紺こん色いろの海に紛まぎれて、同じような色をした鉄板が見える。

　近づくと、潜せん水すい艦かんの甲かん板ぱんであることがわかった。

　ヘリは着陸し、シャイニィたちを降ろした。

　健太は甲板を蹴けってみる。金属の音がした。

「どうしたんですか？」

「あ、いや、僕の記き憶おく違ちがいかな、と思って。シャイニィの国は船を持てないって書いてある本を読んだことがあるから」

「その通りです」

「でも、これ……」

　健太は甲板を指さした。潜水艦は船ではないと言い張るつもりなんだろうか。

「これは、飛行機ですから」

　シャイニィは船せん尾びを指さした。

「はあっ!?」

　波に洗われてはっきりとは見えないが、尾び翼よくのようなものが見えた。というか、その程度の尾翼は、潜水艦ならなんでも当たり前のように持っている代しろ物ものだ。

「だって……それじゃ、飛べない」

「もともと空を飛ばせるつもりはありませんでしたから」

　顔中を『？』にした健太に、シャイニィはさらりと言った。

「潜水する飛行機を作ってはいけないという戒かい律りつはありませんので」

　アルカンタラ空軍所属のれっきとした輸送飛行機であった。

「ちなみにステルス機能も持たせています」

　世界有数の潜水艦でもあった。




　海中を進む飛行機があるとは知らない黒瀬の想像を越こえ、無警戒な東京湾を悠ゆう々ゆうと脱だつ出しゆつしたところで、シャイニィは今後の移動プランを説明した。

「日本の領海を出たところで戦せん闘とう機きに乗り換かえましょう。移動式空軍基地を待たせてあります」

（それって空母って言うんじゃ……）
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　ちなみに移動式空軍基地には、れっきとした住所が発行されており、アルカンタラの法律に照らし合わせても、なんの問題もない「陸地」であった。
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　移動式空軍基地は、海上を自由に移動できる空軍基地だった。

　トの字型に２本の滑かつ走そう路ろを持ち、「地下」と呼ばれる格納庫からヘリや戦闘機をリフトして発進させることができる。

　ちなみに動力は原子力エンジンだった。

（深く考えないようにしよう……）

　複雑な顔をしている健太を見て、シャイニィが話しかけてきた。

「どうしました？」

「あ、いや、どうしてのえるが生きてるとわかったのかなって」

「我が国は、常に米軍の通つう信しん網もうにハッキングをかけていますから」

「…………」

　それは、いいことなのだろうか。

「ノエルが所有している携けい帯たい電話が先日、ウルムスタンで使用されたのです」

「えっ？」

　健太はポケットに手をやった。のえるから貰もらった携帯電話を取り出す。

「待って下さい！」

　さっそく電話をかけようとした健太を、シャイニィが制した。

「わたしがいいというまでかけないで欲しいのです」

「な、なんで？」

「わたしたちの居場所も、ノエルの居場所をぎりぎりまで明確にしたくないのです」

「だから、なんで？？」

　シャイニィは声を潜ひそめて言った。

「最悪の事態に備えておきたいので」
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　すべてが炎ほのおに包まれた。

　床ゆかが壁かべが窓が天てん井じようが吹ふき飛び、オモチャのように身体からだが投げ出された瞬しゆん間かん、空が炎の海と化したことを知る。しかしそれも一瞬だ。水の中を漂ただようように風に浮うかんだ身体はすぐに重力の糸にからめとられる。下へ下へとひきずり落とされる。

　眼下には雲、その切れ目から峻しゆん烈れつな山脈が刃やいばのような峰みねを空へ向けている。

　それが意味するものは──死だ。

　パラシュートはない。空を飛ぶ力も、そのための翼つばさもない。

　のえるは記き憶おくを巻き戻もどした。

　あたしは執しつ務む室しつにいて、受話器を置き、メフィと話をしていたはずだ。

　その数秒後が、今だ。

　床や壁や窓や天井が隠かくしてくれていただけで、そこが上空５０００メートルであることに変わりはない。壁を一枚はがすだけで人は簡単に死んでしまえる。飛行機だけではない。何だってそうだ。絶対なんてない、永遠もない。破は壊かい者しやは常に壁の向こうに潜んでいる。声を潜めて潜んでいる。そして突とつ然ぜんに現れて単純な真理を見せる。

　人は死ぬ。

　たったそれだけのことでしかない。

　空中に放ほうり出されたのえるは、飛行機が爆ばく発はつしたことを知った。

　そして、知ったところでどうにもならないことを知った。

　たくさんの命が散った。自分はまだ生きている。けれどすぐに同じになる。

　不意に、サラのことが胸によぎった。

　彼女はどうだったのだろう。

　ビルの下の階に飛行機が激突して、脱出が不可能とわかって、ビルの崩ほう落らくが始まって、間の階が次々とドミノのように倒たおれてゆく瞬間、何を思ったのだろう。

　自分の命が突然に終わらされることを知って、何を思ったのだろう。




　のえるは目を開いた。

「……こ、ここは？」

　雨あま漏もりの跡あとのある、みすぼらしい天井を見てのえるは安心した。

（天国じゃないや）

　部屋の隅すみに少女がいた。濡ぬれた布ふ巾きんを手にして、こちらに近づこうとしていた。

「！」

　少女はのえると目線が合うと、驚おどろいて外へ出ていってしまった。

　のえるは額に手をやった。体温で温ぬくもった湿しめり気けがある。

（看病してくれていたのね）

　ややあって、母親らしき女性が入ってきた。

「やっと目覚めたのかい？」

「ここは？」

　その時だ。巨きよ大だいな何かが爆発する音が遠方から轟とどろいた。

　のえるは反射的に飛び起きた。

　身体がついてこず、足をもつれさせながらも、外へ出て、音の方向を見た。

　山の向こうから、キノコ雲が上がっていた。

　のえるは最悪な想像をしたが、すぐに違ちがうと悟さとった。

　核かくにしては小さすぎる。おそらく燃料気化爆ばく弾だんだろう。８キロ四方を一瞬で破壊できる通常兵器があることをのえるは知っていた。

　世界でただ一国、米軍だけが所有している特とく殊しゆ爆弾だ。

　のえるは自分の居場所を知った。そんなものが投下される国はウルムスタンしかない。

　山あいから、真っ黒な翼が真っ白な飛行機雲の尾おを引きながら飛んでいた。

「アイツら、やりたい放題さね。真っ昼間から堂々と爆弾を落としに飛んでくる」

「戦争、始まっちゃったんだ……」

「日本の総理大臣を乗せた飛行機が撃げき墜ついされて、それでアメリカが攻せめてきたって、ラジオで言ってたよ」

「え……」

　聞いた途と端たん、のえるは意識が真っ白になっていく自分を感じた。




「起きたばかりで無理するからだよ」

　再び目覚めたのは２日後のことだった。合わせて１週間眠ねむっていたことをのえるはおばさんから聞かされた。おばさんの名はサヤフと言った。娘むすめの名はラピスと言った。

　夜に入ってから３人で食事をした。イスラム教徒には年に一度、断食月ラマダンという期間があって、太陽が出ている間、一いつ切さいの食事をとることが許されないのだ。のえるは病やみ上がりということで、昼間からサヤフがパンにスープといった簡単な料理を出してくれた。しかし夜になって、２人が具のないスープでお腹なかを満たしはじめたので、それが簡単な食事でもなんでもないことに気付いた。

　のえるの手元には、昼間と同じメニューがある。

「あたしだけ、こんなに食べるわけにはいかないわ」のえるはお椀わんを返そうとした。

「遠えん慮りよしないでいいさね」

「だって……」

　のえるはラピスに目を向けた。

　自分と同じ年ぐらいの彼女は、何も言わず、こくりと頷うなずいた。

　サヤフは笑った。

「客人は天使としてもてなす。イスラムでは当たり前のことさね」

「でも……」

「あんたは血色のいい顔をしている。いいとこの国の人なんだろ？　お腹がすくのはつらいんじゃないかい？」

　その通りだった。何も知らず、パンとスープを簡単な食事だと思ってしまった。

「気をつかわせてすまないね。ここ数年、実りが悪くて、首も回らないのさ」

「…………」

　なにかの報告書で読んだことがある。ウルムスタンはここ数年、致ち命めい的てきに雨が降らない状態が続いていて慢まん性せい的な食しよく糧りよう不足に陥おちいっていると。

「半分こにして、いい？」

　のえるはそう言って、パンを２つにちぎると、ラピスに渡わたした。

　ラピスは母親を見た。彼女がうんと言ったので、ラピスは笑え顔がおになった。

　こくりこくりとのえるに頷いて、嬉うれしそうにパンを頰ほお張ばった。

　外で、猫ねこの鳴く声がした。

「おやおや、さすがだね。主人が起きたのがわかったのかい」

　サヤフが扉とびらを開けると、メフィが入ってきた。

「メフィ！」

　メフィは「にゃあ」とだけ鳴いて、のえるのそばに座ると、サヤフの出したスープに口をつけた。のえるは半分になったパンをさらにちぎって、スープに浸つけてあげた。

　飛行機に乗り合わせていた者はみんな死んだと思っていたのえるは、やにわには信じられなくて、信じられないほど嬉しくなって、メフィがやわらかくなったパンを吞のみ込むと、すぐに次をあげた。食べ終わるのを待って、また次をあげた。するとメフィがプイと横を向いた。きょとんとするのえるにサヤフが言った。

「自分の分はしっかり食べろと言ってるんだよ。困った御ご主しゆ人じん様だね」

　のえるは手元にあったパンが半分の半分になっていることに気付いた。

「主人思いの猫に感謝するんだね」

　サヤフは、のえるが助かったのはメフィのおかげだと言った。

　夫のヤガが木材を運ぶため山道を走行していると、黒猫が道路に飛び出した。しかも道路の真ん中で止まって、こっちを向くものだから、あわてて急ブレーキをかけた。トラックが止まると鳴きだして、その場を動こうともしない。追い払はらおうと降りた途端、黒猫は近づいてズボンを引っ張った。鳴いて、ちょっとだけ離はなれ、振ふり向く。車に戻もどろうとすると同じことを繰くり返す。仕方がないので猫のあとをついていくと、猫はまた少しだけ先に進む。どこかに案内しているんだ、とわかった。しかし夕方までに山を越こえるには、寄り道をしている時間はなかった。「悪いな」と言いかけて猫が右の前足を引きずっていることに気付いた。

「轢ひかれたのか？」と訊たずねると、黒猫は誇ほこりが高いのか、プイと背を向け、またちょっとだけ先を進んだ。

「生意気な猫だな。俺が行ったら、次の車の前にも飛び出すつもりなんだろ」

　黒猫は背を向けたまま返事をしない。

「くそ、明日もこの道使うんじゃなけりゃお前なんか放ほうっていったのにな。道の脇わきで跳はねとばされた黒猫の死体なんか見た日にゃ、呪のろわれる」

　猫のあとについていくことにした。道を外れ、崖がけを降りたところに女の子が倒たおれていた。

　それがのえるだった。




「メフィ……」

　呼びかけると、彼はあわてて右の前足を隠かくした。なでようとすると、頭を避さける。

　のえるは笑った。

　不ふ機き嫌げんになる彼のプライドの高さがおかしくて、そして嬉しかったからだ。

「おじさんにお礼言わなくちゃ、今日は帰ってこないの？」

　すると、サヤフは言った。

「今日は暗い。明日すればいい」

「隣となりの村とか？」

「いや、村の裏だよ」

　のえるは立ち上がった。

「じゃ、大だい丈じよう夫ぶだわ。夜目は利きくほうだし」

　サヤフは目線を合わせることなく言った。

「墓場に夜行くもんじゃない」
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「あんた、日本人だろ」

　サヤフは言った。

　ラピスはもう眠ねむりについている。もう深夜だ。

　眠れずに起きたのえるは、部屋の隅すみで内職に精を出しているサヤフに声をかけられた。

「大学に通ってた頃ころ、日本から考古学の研究に来てた人がいてね。なんとなく似てる」

「ごめんなさい……わたしのせいで」

　のえるは謝った。けれど彼女が総理大臣だとは気付くはずもないサヤフは、戦争のきっかけを作ってしまったことを日本人の代表として謝っているのだと解かい釈しやくした。

「国のことで謝るなんてやめな」

「でも」

「あたしらだって、好きで戦争ばかりしてる国に生まれたわけじゃないんだ」

「あ──」

　そういう受け取り方もあるんだ、とのえるは気付いた。

「ごめんなさい……」

　のえるが謝るとは思わず、サヤフは頭を搔かいた。

「あたしの言い方が悪かったかね。そんなわけじゃないんだよ」

　サヤフはここから南に行けば難民キャンプがあることを教えた。現在、戦争難民を封ふうじ込めるため、四方の国境はすべて封ふう鎖さされているが、日本人なら難民キャンプのスタッフがすぐに連れん絡らくをつけてくれて、すぐに出国できるはずだと。

「明日、知り合いの車が通る。それに乗っていくといい」

「でも……」

　のえるは、すぐにうんとは言えなかった。

　昼間、ぼんやりと聞いていたラジオでだいたいのことはわかった。

　黒瀬が新しい総理大臣となっていた。どうやらメフィの魔ま法ほうは切れてしまったらしい。もう自分が帰国したところで、何も出来はしない。

（出来たことと言えば、戦争のきっかけを作ったことぐらい……）

　中ちゆう途と半はん端ぱに首をつっこんで、迷めい惑わくになることしかしなかったのだ。

　それでいて自分は、生まれた国の違ちがいだけで有利な立場を手に入れている。

　助けてくれたサヤフたちを置いて、平和な国に帰る。

　自分が作り出したも同然な難民を見て、彼らより先に安全な場所に逃にげ出す。

　そんなことが、できるはずがなかった。

「…………」

　のえるの悩なやみを、サヤフが知るわけもない。

　けれど、しょんぼりとしている娘むすめを見て、親がすることはどの国も似たようなものだ。

　サヤフは手招きをすると、のえるの頭をなでた。

「あたしが生まれた頃はね、山は一面の茶畑でね。それはもうキレイだったんだよ……」

　インド東部は紅茶の生産地として有名である。かつて、ウルムスタンの茶葉といえば、インドのアッサムと並ぶほどの名声を得ていた。

「今じゃ、葉は葉でも芥ケ子シの花だけどね」

　サヤフは自じ嘲ちよう気味に笑った。それが麻ま薬やくの原料だということを知っているのだろう。

　相次ぐ戦争で土地が荒あれ、耕しなおそうにも灌かん漑がいをする資金もない。もともと瘦やせた土ど壌じようはあっという間に枯かれていった。茶葉も作れなくなった彼らに、麻薬ブローカーたちが目を付けた。ここ10年ほどの国連を中心とした取り締しまりで生産地を次々に失っていた彼らにとって、貧しいウルムスタン人は格好の商売相手だった。

「冷戦って知ってるかい？」

　サヤフに聞かれて、のえるは頷うなずいた。

「あの頃は世界中で小さな戦争があってね。アメリカとソ連が自分たちのなわばりを広げるために、小さな国の揉もめ事に目をつけては火をつけて回ってたのさ」

「自分が味方したほうが勝てば、なわばりが増える」

「そう。ウルムスタンには歴史も文化も違うロカ人とグルグ人、２つの民族が住んでるからね。かきまわすには国境線もいい加減だし、ちょうどいい国だったってわけさ」

　この地域の国々はすべてイギリスの旧植民地だが、その独立に際し、イギリスはかなりアバウトな線引きをした。国境をあやふやなままにして、様々な国を独立させた。

　たとえばインドとパキスタン、イスラエルとパレスチナの絶え間ない紛ふん争そうも、本もとを正せば、イギリスの引いた一本の線の問題なのである。

「自分の責任は棚たなにあげて、１ミリたりとも動かしたら侵しん略りやく国家だってさ。いい神経してるよ」

　サヤフは続けた。

「あたしらロカ人は東のミャンマーの西部にもまたがっていてね。グルグ人は西のバングラデシュに同どう胞ほうがいる。ミャンマーは仏教国だからイスラム教徒のロカ人の立場が悪い。だからロカ人がウルムスタンの実権を握にぎると、国境線を動かしたくなってミャンマーと紛争になる。グルグ人が実権を握るとバングラデシュと事件を起こす。すると侵略国家のレッテルを貼はられて世界中から経済制裁さ。貧しくなれば一個のパンを巡めぐって今度はウルムスタン人同士で喧けん嘩か、そしたら外から武器が投げ込まれて戦せん闘とう開始。あとは果てしない内戦の連続さね。気付いてみれば国中誰だれが埋うめたかもわかんない地じ雷らいだらけ。この国じゃ、ビルに飛行機なんかつっこまなくても、毎日のように子供が死んでいくのさ……」

「…………」

「あたしね……これでも学校の先生だったんだよ」

　サヤフは笑った。

「親が紅茶園を経営していてね、けっこうお金持ちだったのさ。でも、あたしは夢があったから、家を飛び出して先生になってさ。教師をしてたあの人と一いつ緒しよになってね、いつか自分たちで理想の学校を作ろうとか話して、お金貯ためながら、貧びん乏ぼうなりになんとかやってたものさ。けど相次ぐ内戦で、子供を学校に通わせる余よ裕ゆうがみんなだんだんなくなって、国も校舎を建てる金で武器を買って、あたしたちも食えなくなって、今じゃ芥ケ子シ栽さい培ばい。学校の先生がそんなもん作ってるのよ。ははは、なんでこうなっちゃったんだろうね」

　サヤフは笑った。けれどもその笑いは切ないぐらいに乾かわいていた。

「なんで、こうなっちゃったんだろうね……」

　ぽたりと、のえるの手に涙なみだが落ちた。それはサヤフの涙だった。

「あんたは帰れるところがあるんだ。行かないと罰ばちが当たるよ」

　その言葉が重くて、のえるはうなずくことしかできなかった。




　のえるは眠ねむることができず、外へ出た。

　弓のような月が清さやかに輝かがやいている。のえるは倉庫を見つけると、ひょいひょいと屋根までよじのぼって寝ね転ころがった。

　そこへ、ひょこひょこと足を引きずりながら、メフィが現れた。

「済まない、魔ま力りよくが切れた」

「喋しやべれるの!?」

　声を聞いて、のえるは飛び起きた。

「足、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「フン、１週間も前の傷だ」

　メフィは座りこみ、怪け我がをした足を身体からだの下に隠かくして見せようとはしなかった。

「ありがとう」

「何のことだ」

「あたしを助けるために、魔力使い果たしちゃったんでしょう？」

「気付いていたのか」

「いくらあたしでも飛行機が墜つい落らくして、無事でいられるはずがないよ」

　のえるは感謝の気持ちを込こめて、メフィを見つめた。

　彼は視線を外し、空を見た。

「あの月が３回は満ちないと、魔力は元に戻もどせない」

「そっか……」

　のえるも空を見た。

「３ヶ月はどうにもならないんだね」

　そして、手足を投げ出して寝転がった。

「普ふ通つうの14歳に戻るだけのことだ。引け目に感じることでもあるまい」

「そんなわけにはいかないよ……」

「お前以外の人間はすべて、そう考えると思うが」

　日本に帰ったところで、彼女を責める者はいまい。

「あたしは、どーせ変人よ」

「強がるなら、もっと堂々と強がれ」

「ねえ、メフィ」

「なんだ」

「なんで戦争するのかな？」

「悪魔に聞くな。人間のすることだろう」
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「あたしは……あたしを好きでいてくれる人がいたら、他ほかに何にもいらないんだけどな」

　でも……、と、のえるは言い淀よどんだ。

「その人が殺されたら、戦っちゃうかも……」

　そして、何も言えなくなる。

　２人して黙だまりこんで、しばしの時が過ぎる。

　不意に、のえるがつぶやいた。

「全部、あたしのわがままだったのかな？　あたしが余計なことをしなかったら、みんな、生きてられたのかな？」

「えらく弱気だな」

「あたしらしくない？　変かな？」

　のえるが訊たずねた。彼女がさっきから訊ねてばかりいることにメフィは気付いた。たしかに自分が知っているこれまでの彼女は、自分の評価を他人に委ゆだねたりはしない。

「らしいもなにも、お前も弱気になることがあるというだけのことだろう。無理をすれば変にもなる。それだけだ」

　メフィはそっけなく答えた。

「メフィは優やさしいね」

「俺は普段通りだ」

「じゃあ、普段から優しいんだ」

「…………」

　メフィが答えずにいると、のえるはがばっと起きあがった。

「やっぱりあたし変だ。一人は慣れてるはずなのにな、あはは」

　そう言って屋根の上で立ち上がる。

　すると、ポケットからなにかが落ちた。

　携けい帯たい電話だった。

「あ」

　反射的に手が携帯を追った。つかみそこなって、足が滑すべる。携帯とのえるは屋根の傾けい斜しやを転がり落ちた。

「のえる！」メフィは焦あせった。

　どすん、と音がして、すぐに笑い声が聞こえてきた。

　見ると、運良く藁わらの山の上に落ちていた。

「見て、電話よ！　日本に電話できるヤツ！　電源も入るわ！」

　のえるはさっそく登録してある唯ゆい一いつの番号をコールした。

　呼び出し音がし、

　10秒……、

　20秒……、

　30秒が経ち、数分が経った。

　のえるは電話を切った。

「……そだよね、死んじゃった人の電話を待ってるはずないもんね」

　ぽつりと、つぶやく。

「アイツが普段持ってる携帯の番号は持ってないのか？　そっちにかければいいだろう」

　おそろいの衛星携帯電話でやりとりするつもりだったから、健太に渡わたした携帯以外の番号は登録してないのだ。

「ねえ、メフィ」

「なんだ？」

「誰だれからも忘れられちゃった人間って、生きてるって言えるのかな……？」

　のえるは仰あお向むけに転がって、屋根の先にいるメフィと上下で向かい合った。

「悪魔に人間のことを聞くな」

「健ちゃんは、いつ、あたしのこと忘れちゃうのかな？」

「おまえがそう簡単に、人から忘れ去られるようなタマか」

「あたしは……、いつ、サラのことを忘れちゃうのかな……」

「神にでもなったつもりか。一人でなんでもできると思うな」

　ううん、とのえるは首を振ふった。違ちがうの、と。

「あたし、怖こわかったんだ」

　のえるは言った。

「何をやっても叶かなわなくて、自分が無力だって知って、ニュースを見ても、自分は何も出来なくても仕方ないって、他人ひと事ごとのように感じるようになるのが怖かったんだ……」

　そう言って、こらえきれなくなり腕うでで目を隠かくした。

「あたし、泣いてるわけじゃないからね」

「ああ」

　メフィは空へ視線を走らせた。

　弓のような月は清さやかな光を、荒こう涼りようとした大地に投げかけていた──。
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　あくる朝は寒かった。

　それが気候のせいなのか、それだけではないのか、のえるにはわからなかった。

　空は信じられないほど青かった。風の行方ゆくえも見えないほど澄すんで、ただびゅうびゅうと吹ふきすさぶ音だけがあった。

　大地は乾かわいていた。山は緑色をしていない。瘦やせた木が身を寄せ合うようにところどころに見えている。春になれば彼らは葉をつけるのだろうか、実をつけるのだろうか。

　ラピスは一心に祈いのりを捧ささげていた。

　彼女の前には、砂場で子供が作るような山に、手のひらでつかめるほどの石がいくつか積み上げられているだけの物体がある。

　それがラピスの父、ヤガの墓だった。

　ヤガはのえるを助けた翌日、また木材をトラックに載せて村を出発した。その道すがら付近を移動していたサリム軍の車しや輛りようと間違われ、米軍に爆ばく撃げきされた。

　ヤガだけではない、回りには同じような墓がいくつもいくつもあった。のえるは黙だまってそれを見つめた。

　ラピスは大地に膝ひざをついて、一いち途ずに祈っている。

「…………」

　のえるの脳のう裏りを、ニューヨークのミサの光景がよぎった。

　とても美しく、そして荘そう厳ごんな儀ぎ式しきを思い出した。

（同じなんだ……）

　のえるは思った。

　何十万ドルものお金をかけて開かれるミサも、目の前で彼女が捧げている祈りも、同じなのだと。同じぐらい尊くて、かけがえがなくて、取り返しのつかないものなのだと。




　だからこそ、何度でも守る価値があるのだと。




（何度、失敗しても……）

　生きてるかぎり、何度でもやりなおせる。

　たとえ翼つばさを失っても、羽ばたくことはやめなくていいのだ。

　のえるはラピスにならってヤガへ祈りを捧げ、サヤフの下もとへ向かった。

「おばさん、あたし、日本に帰る！」

「そうかい」

　サヤフは喜んだ。

　のえるの瞳ひとみに力が戻もどっていたからだ。

　すると、峠とうげのほうから車の音が聞こえた。

「おや、ちょうど来たようだよ。まったくアンタは運がいいね」

　止めないと通りすぎちまうのさ、とサヤフは村の入り口へ走り出した。

　のえるはラピスに別れを言おうと、道を引き返そうとした、その数十秒後。

　銃じゆう声せいと、女性の悲鳴が聞こえた。




　やってきた車はトラックではなくジープだった。

　サリム軍のものだ。２台に乗り合わせた兵士は８名ほど。

　彼らは足でうつぶせに倒たおれたサヤフの身体からだを転がすと、一いつ斉せいに笑い出した。

「これで１人目、と」

「なに、村にはまだ何十人もいるさ、勝負はこれから」

「しるしをとっておくか、ヒヒヒ」

　と、ライフルを持った男はナイフを取り出すと、片方の手でサヤフの耳をつかんだ。

　切り取るつもりなのだ。

　しゅっ、と銀光が走った。

　悲鳴をあげたのは男だった。

　それは釜かまに使う火ひ箸ばしであった。火箸がナイフを持った手に突つきたっていたのだ。

「誰だれだ！」兵士たちは声を荒あらげた。

　のえるが姿を現した。その手には数本の火箸が握にぎられていた。

「てめえか！」

「なんで……殺したの……？」

　のえるの声は震ふるえていた。死を受け入れずにいるのか、顔色は白い。

　絶ぜつ叫きようしたいのに、声が、声にならない。

　自分の制せい御ぎよもできないほどに、のえるの心は震えていた。

「てめえかっ!!」

　右手を貫つらぬいた火箸をひっこぬいて、男が叫さけんだ。

「聞いてるのはあたしの方よ！」

　のえるはさらに叫んだ。

　しゅっ、と銀光が走り、男は悲鳴をあげてうずくまった。

　今度は逆の手を火箸が貫いていた。

　残りの兵士たちが銃を向けた。しかしのえるはなおも叫んだ。

「もう一度聞くわ！　なんで殺したの!?」

　たぎる瞳が炎ほのおのように揺ゆらめいた。

　怒いかりで、身体が爆ばく発はつしそうだった。
















　さながら、西部劇の決けつ闘とうシーンのようであった。

　もっとも片方に銃はない。とっさにつかんだ火箸が、彼女の武器だ。

　そして勝負はフェアではない。男たちの数は８、銃の数も８。

「おもしれえや」

　２人目の兵士が、くわえていたタバコを捨てた。

「どういうつもりだい？　お嬢じようちゃん」

　笑って、周囲を見回した。

　兵士の横暴を知っている村人たちは助けに来ない。

　家の窓や建物の陰かげから遠巻きにのえるを見つめているだけだ。

「小こ娘むすめ１人に出てこさせて、高見の見物たぁ、ご立派ご立派」

「なんだと！」

　たまらず物陰にいた老人が飛び出した。

　銃声が轟とどろいた。

　タバコを捨てた手が銃をつかみ、その引き金を絞しぼったのだ。

　老人は頭を撃うち抜ぬかれていた。即そく死しだった。

　そこかしこから絶望の声があがる。見るに忍しのびず逃にげ出す者もいた。

「ひゃっひゃっひゃっひゃ！　意い気く地じなしどもめ!!」

「ふざけないでよ！」のえるが叫んだ。

「腰こし抜ぬけを笑って、何が悪い」

「それはアンタでしょ」

「なにっ」

「武器も持たない相手に銃を向けるアンタほどの腰抜けがどこにいるっていうのよ！」

「てめえ！」

　２人目の兵士は銃じゆう口こうを向けた。のえるはニヤリと笑った。

「バカにしやがって！」

　男が引き金をひくのと、のえるが火箸を放つのは同時だった。

　銃が暴発した。

　のえるの放った火箸は、なんと10メートルは離はなれたところにある指先も入らないぐらいの穴に命中したのだ。敵味方を問わず驚おどろきの声があがった。もっとものえるにしてみれば銃口が自分の方を向いてくれさえすれば、ダーツを投げるようなものだと思っていた。この程度の距きよ離りで的の中心に当てることなど造作もない。

　──男に発はつ砲ぽうするよう仕向けることさえできれば。

　彼女が常識外れの格闘能力を持っていることなど知るわけもない男は、血だらけになった腕うでを押さえて地面をのたうち回った。

　彼女の眼光は残る兵士たちに向けられた。

「あたしの質問は終わってないわよ」

　蒼そう白はくだった顔はもう赤くたぎっている。怒いかりが、怒りだけが彼女の足を動かしていた。

「なんで……なんでアンタたちは簡単に人を殺せるの!?」

「調子に乗るなよ！」

　口元にごま塩の髭ひげを蓄たくわえた３人目の男が腕を上げた。

　すぐさま残りの兵士たちがライフルをのえるに向けた。

「ワシがこの手を下ろせば、貴様は死ぬ」

「どうかしら？」

「かわせると思っているのか？　身を隠かくす場所もないのに」

　彼の言うとおりだった。地面には盾たてとなる棒きれ一つ転がってはおらず、身を隠す遮しや蔽へい物ぶつにたどり着くには一いつ瞬しゆんで10メートルは飛んで、倉庫の中に転がりこまねばならない。

「かわす必要はないわ。逃げも隠れもしないし」

　のえるは左手に持っていた残り２本の火ひ箸ばしのひとつを右手に持ち替かえた。

　彼は鼻で笑った。

「それで塞ふさげるのは２つの銃の口だけだ。あと３つはどうする！」

「銃口なんかより、もっと簡単な的があるじゃないの」

　のえるも笑った。しかしそれは氷点下のような笑えみだった。

「今度の的は頭よ。２人は確実に射抜けるかしら？」

「ぐっ……」

　彼は言葉につまった。あげた手を下ろすことをためらった。

　兵士たちの顔にも動どう揺ようが走っていた。

　彼女の力と腕はわかっていた。彼女が頭を打ち抜くと言うのだから、確実に自分たちの２人は殺されるに違ちがいない。自分がそうなるのはゴメンだった。上官に気付かれないよう、銃口をのえるから外す者もいた。殺さないでくれとサインを送っているのだ。

　だが、それはのえるの怒りをさらに深める結果となった。

（こいつらは……ッ！）

　自分は死にたくないくせに、武器を持たない者を笑いながら殺したのだ。

「撃うちなさいよ……」

「やめて、のえる！」ラピスの声がした。飛びだそうとするのを村人たちが止めている。

　しかしのえるは歩みを止めなかった。

　自分から銃じゆう口こうへ近づくように足を進め、なおも叫さけんだ。

「あたしを撃てって言ってるでしょ！」

「言わせておけば！」

　男が手を振ふり下ろした。

　だが、発砲はされなかった。

　彼の手首を力強い手ががっしりとつかんだからだ。

「やめな」

　つかんだのは、それまでジープの後ろでふんぞり返っていた男だった。

「隊長……」

「俺が相手をしよう」

　男は銃を預け、ジープから降りた。丸まる腰ごしでのえるに近づく。

　威い厳げんを持った顔つきの男だった。豊かな髭の貫かん禄ろくも発砲を命じた男とは比べ物にならない。年は40といったところだが、鍛きたえ上げられた筋肉は服の上からでも見て取れる。のえるは映画に出てくる鬼おに軍ぐん曹そうを連想した。

「俺が勝ったら、貴様を殺す」

「あたしが勝ったら、言うこと聞いてもらうよ」

　のえるは火箸を捨てた。

　それが合図だった。２人は互たがいの間合いに飛びこんだ。

「俺の名はジャスワント。仕事は……戦争だ！」

「あたしは総理大臣のえるよっ!!」

「ほう」ジャスワントは笑って拳こぶしを繰くり出した。

　その腕の太さは彼女の頭ほどもある。ましてやそのパンチの速さ、鋭するどさ。命中すればまさしく彼女の頭はスイカのようにもろくも粉ふん砕さいされることは明らかだった。

　のえるはかわした。大人と子供ほどにある体格の差を利用し、横っ飛びに身を伏ふせると、回し蹴げりを炸さく裂れつ、ジャスワントの左ひだり膝ひざを後ろから崩くずした。

　まるでシュートをしたように彼の左足は舞まい上がり、その勢いで、彼は転てん倒とうした。

「今度はホントに折るわよ」

「ふざけおって！」

　ジャスワントはすぐに立ち上がり、猛もう然ぜんと反はん撃げきした。

　のえるはかわしざま、ふらついた。

　拳が強すぎて、かすめただけでも打撃が伝わってくる。

　その隙すきをジャスワントは逃のがさなかった。

（しまった！）

　気付いたときには遅おそかった。

　片方の腕うでがのえるのみぞおちに叩たたきこまれていた。小さな身体からだは簡単に吹ふき飛んだ。

　地面に叩きつけられ、そのショックで呼吸できなくなる。酸素を失った血液が全身をめぐり、身体の動きが鈍にぶくなる。のえるは歯を食いしばって立ち上がった。

　そこへジャスワントが待っていた。

　毛むくじゃらな手に、やすやすと首をつかまれた。

　プロレスラーほどの体重をかけられ、再び地面に叩きつけられる。

「がッ……！」

　骨が軋きしむ音がした。折られれば、終わりだ。

　愉ゆ悦えつを顔に浮うかべ、ジャスワントは腕に力をこめた。

　のえるは割れる寸前の陶とう器きのような音を聞いた。耳からではなく、身体から。

　締しめ付けられる喉のど。気道を塞ふさがれた。息も出来ない。

　馬乗りにのえるを組み敷しいたジャスワントが言った。

「なんでこいつらを殺すのかって聞いたな？」

　男はとどめの力を腕にこめて言った。

「ロカ人だからさ」

「…………!!」

　手が冷たいものに触ふれた。本能がそれをつかめと叫んだ。のえるは迷わずそれを男に突つき刺さした。

　ぎゃっ、と苦く悶もんの声があがり、男は転がった。

　のえるは逆の方向へ転がり、身を起こした。

　呼吸が回復する。しだいに鮮せん明めいになっていく視界に、男の太ふと股ももにナイフが深々と刺さっている姿が映った。ジャスワントの腰こしにあった一本であった。

「許さない……」

　言い捨てたのえるは、迷わず男の頰ほおにストレートを放った。

　血と歯の何本かを道連れに、殴なぐり飛ばされたジャスワントは音を立てて沈しずんだ。

　のえるは言った。

「あたし──！、もうあんたたちを許さないんだから！」




　その時、彼方かなたから空気を切り裂さくような音がした。

　ゴオオオオオオオオオオォォォォォッッッ!!

　のえるはハッと振ふり向いた。

「ミサイル!?」

　のえるは眼前にミサイルを見た。

　ミサイルはのえるの頭上をかすめ飛ぶと、数十メートル離はなれたところにある倉庫に突とつ入にゆう、激しく爆ばく発はつした。

　トタンの屋根はめくれあがるように吹き飛び、そして、刃やいばとなって落ちてきた。

　もっとも大きな破は片へんがジャスワントめがけて落ちてきた。

　彼には立ち上がる力すら残っていない。トタンはギロチンのように彼の首と胴どう体たいを切断するはずだった。しかし、

　トタンはなにもない地面に突き刺さった。

　とっさに飛びこんだのえるが、彼を救いだしていたからだった。

　信じられない顔をして、ジャスワントが訊たずねた。

「なぜ……助けた？」

「好きで助けたわけじゃないよ」

　のえるは立ち上がって、言った。

「あんたが死ねば、あんたの息子むすこが銃じゆうを取るからね」

「な…………？」

　ジャスワントは絶句した。

　すると、のえるはもう一いち撃げき彼を殴り飛ばした。

「あたしが勝ったら言うこと聞いてもらうって約束、果たしてもらうよ！」

　どう、と倒たおれた彼の胸むなぐらをつかみあげて、叫さけぶ。

「あんたらのボスんところへ連れてきなさい！」
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　健太を乗せたヘリが村の上空に着いたのは、６時間後のことだった。

　太陽は西に傾かたむき、徐じよ々じよに空の色を染めつつある。

　空から降り立つとき、健太は村の中心に穿うがたれたクレーターのような大穴を見た。

　付近の建物はみな粉々に吹ふき飛ばされ、周囲にはそこかしこに血のあとや、染しみこんで黒ずんだ土が散らばっていた。

　爆ばく撃げきのあとを見て、シャイニィは表情を暗くした。

「まだ、死んだって決まったわけじゃないよ！」

　健太はヘリが着地するのを待ちきれず飛び出した。

　のえるの名を出すと、村人たちから「もういない」という返事がきた。

「いたんだね！」

　思わず、笑え顔がおになる。

（生きていたんだ！）

　そう思うと、戦地にいることも忘れて、はしゃぎだしたいほどの喜びがわいてきた。

「シャイニィ！　のえるは生きてるよ!!」

　だが彼女の表情は変わらなかった。

　スタッフに爆撃現場を調査させ、ミサイルの破片を提示された彼女は、さらに重い表情をしたのだ。

「シャイニィは嬉うれしくないの？　のえるは生きてるんだよ」

「今は、わかりません」

　悲しく首を振って、彼女は告げた。

「米軍は、ノエルを殺すつもりです」

「えええええええええっ!?」

　シャイニィが言うには、米軍はのえるの死亡を執しつ拗ように確かく認にんしようとしていた。それを怪あやしんだシャイニィは移動式空軍基地をインド洋と太平洋に派は遣けん、情報がつかめ次し第だい、すぐに健太を連れて、のえるを救出に向かう準備を進めていたのだが、その一報というのが、のえるが携けい帯たいの電源を入れたという米軍の情報であった。

　現地時刻で今朝の午前３時頃ごろ、ほんの数分間だけのえるは携帯の電源を入れた。携帯は電源が入っている間、常にアンテナ局と位置情報のやりとりをする。おそらく米国政府から通知が行っていた通信会社はすぐに政府へ連れん絡らく。発信源の詳しよう細さいを現地へ転送し、ミサイルが発射された、という成り行きであった。

　すると、村人の１人が「数時間前に米軍のヘリが来て、のえるの写真を見せ、同じ質問をして去っていった」ことを教えた。

「どうして……、そこまでするんだ……？」

「理由を考えてる時間はありません。おそらく米軍はノエルの持っている携帯の周波数帯の使用をすでに禁止しているはずです」

「それって……」

「ノエルが電源を入れた途と端たんに、その地点に向けてミサイルを発射。あるいは空くう挺てい部隊を出動させて……」

　それ以上の言葉は、必要なかった。

「そんな……」健太は顔を青くした。

「時間との戦いですね」

　２人が顔を見合わせた、その時だ。

「のえるのお友達？」

　人だかりから、１人の少女が歩み出てきた。ラピスだった。

　目を赤く泣き腫はらしている。その理由わけを健太は知らないが、惨さん状じようを見れば察しはつく。

「そうだよ。迎むかえに来たんだ」

「急いで！　はやくのえるを助けに行って！」

「どうしたの？」

「サリムのところへ連れていけって、連中のジープで行ってしまったの！」

「ええええっ!?」

　ラピスと村人たちの話を総合すると、こんなやりとりがあったらしい。

　村にサリム軍の兵士たちがやってきた。のえるは銃じゆうも持たずに戦いを挑いどんだ（ここで健太驚おどろく）。相手は８人だった（健太２回目に驚く）。そこへミサイルが飛んできた（３回目）。でも勝った（ホッとする）。するとのえるは、自分をサリム指導者のところへ連れていけ、と脅おどした。

「なんだってええええええええええええええええええっ!?」（４回目）

　健太は目の前が真っ暗になった。

「なに考えてんだ……」

「みんな、そう思った」村人が言った。

　で、それからのやりとりだ。

　のえるの提案に、遠巻きから様子をうかがっていた村人たちがどよめいた。

「ふざけるなよ」と、兵士たちからも声があがった。

「ふざけてんのはどっちよ」

　のえるは言った。

「あんたらが自分の判断で人殺しをやめらんないなら、ボスと話つけるしかないでしょ！」

「サリムの場所は俺たちも知らない」ジャスワントが言った。

　知っているのは、サリム直属の親衛隊だけだと、教えた。

　すると兵士たちが震ふるえ上がった。その名を耳にしただけで恐きよう怖ふした。

　村人たちもその理由は知っていた。

　親衛隊は、敵よりも味方を殺すために編成された部隊であった。

　戦場において、常に味方の後方に位置し、全力で戦わない友軍、少しでも逃にげ出す友軍がいれば容よう赦しやなく攻こう撃げきする。そのための権限を彼らは与あたえられている。命をかけて戦わない者は裏切り者も同然、という論理だ。

　もともとはアル・ファドルが連れてきた私兵であり、彼がサリムと結けつ託たくしてからは彼の護衛部隊としても活動するようになった。

　彼らが背後からつきつける銃口が、サリム軍兵士たちを戦場において勇ゆう猛もう果か敢かんに駆かり立て、旧政府軍をウルムスタンから掃そう討とうさせたとも言える。

「あいつらに駆け引きや脅しは一いつ切さい通用しない」

　必ず殺される、とジャスワントは断言した。

　アル・ファドルに絶対の忠誠を尽つくす彼らは自分の命をなんとも思わない。死ねと言われれば、何のためらいもなく銃をこめかみに当てて自決する。コンピュータのように数値からはみ出たデータは容赦なく消去する。味方ですら簡単に撃うち殺せるのは、自分自身の命にも価値を見いだしていないからだ。

　たとえ指揮官を人ひと質じちに取ったところで、部下は迷わず銃を向ける。

「そこで終わりだ」

　誰だれもアル・ファドルとサリムにたどりつくことはできない。

　それが、彼らだけが警護を任された理由だった。

「かまわないわ」

　のえるは言った。そんなことなど覚かく悟ごの上だと言わんばかりに。

「そいつに会わなきゃ扉とびらが開かないのなら、会いに行くだけよ」

　ジャスワントは呆あきれたように肩かたをすくめて、言った。

「俺が行こう」

　部下たちが止めた。

「約束は約束だ」とジャスワントは答え、のえるに言った。

「連れて行くだけだ。サリムを裏切るわけではない。怪あやしい外国人を捕つかまえたと言えば、面会ぐらいはできるはずだ。後のことは知らん」

「充じゆう分ぶんよ」

　そう言って、のえるは彼らのジープに乗って出ていった。




「信じらんないよ……」

　健太はあぜんとした。目の前が真っ暗だった。

　バカだバカだと思ってはいたけれど、そこまで無む謀ぼうだとは思わなかった。

　とほほほほほ……と肩を落としてるそばで、シャイニィが微笑ほほえんだ。

「ノエルらしいですわ」

「そこは誉ほめるところじゃないよ！」

　たとえのえるがいなかろうと、ツッコミ役に回ってしまうのが健太だった。

「のえる、助かるよね？」

　ラピスが聞いた。不安げな顔で、みんなを見上げる。

　大人たちは誰も答えなかった。無責任な答えをしないのが大人というものだからだ。

　だから、健太が言った。

「助かるよ！　絶対に助かる！　飛行機が墜おちても死ななかったのえるがこんなことで死ぬもんか！」

「その通りです」

　シャイニィがうなずいた。

「ご安心ください。捜そう索さく能力なら五分と五分、負ける自信はありません」

　その言葉にラピスは笑え顔がおを浮うかべた。

　健太も希望が生まれた。自分を見つめる２人を見て、シャイニィは少し得意になった。

「このヘリには、米軍と同等の情報収集能力があります」

「ホントなの!?」

　ええ、とシャイニィは誇ほこらしげに答えた。

「24時間間断なく、米軍のコンピュータに進入してデータを盗ぬすんで回っているので、ほぼリアルタイムで同等です」

「そ、それって自じ慢まんできることなのかな……？」

　微び妙みようなところだった。




　　　　♣




「ウルムスタンを戦争に導いたキミが、今いま更さらなんの用というのだね」

　マスリーはツメを磨みがきながら、訊たずねた。

　戦争の影かげなどまったく感じさせない一室だった。床ゆか一面に敷しかれたペルシャ絨じゆう毯たん、棚たなに飾かざられた陶とう器き、すべてが一級の美術品であり、その中心に彼がいる。

　親衛隊の司令官、マスリー・クリューエル。またの名を「アル・ファドルの尻尾しつぽ」。

　身体からだをすっぽりと包み込むような黒くろ革かわのチェアに身を沈しずめながら、彼はのえるに対面した。正確にはしていない。彼は己おのれの指に見とれながら、ツメを磨いている。

　部屋にいるのは彼と、のえるとジャスワントの３人だ。

「首脳会談をしに来たのよ」

「ブッキングは１週間前のはずですが」

「手て荒あらい歓かん迎げいを受けちゃってね」

「旅にトラブルは付きもの」

「サリム指導者に会わせて欲しいの」

「亡ぼう霊れいが今更なにを話すというのです？」

　一いつ瞬しゆんたりとものえるに目線を向けることなく、彼はツメを磨き、告げる。

（なんだコイツは……）

　のえるは話しながら、言いようのない不快感に囚とらわれた。それは気持ち悪さ、と言っていい感情だった。背筋がむずがゆくなるような、胃の底に苦いものが溜たまるような、本能的な気分の悪さを感じる。

「戦争を止める方法があるのよ」

「別に、興味はない」

　のえるはわかった。

　彼の話し方は、他人ひと事ごとなのだ。

　彼と話していると、ここがウルムスタンでないような錯さつ覚かくに陥おちいる。まるでこの戦争が、自分たちにまったく関係のない、対岸の火事であるかのような気分にさせられるのだ。

「言いたいことはそれだけですか？」

　マスリーは卓たく上じようのベルを鳴らした。隣となりの部屋に控ひかえていた側近がやってくる。

「牢ろう獄ごくへ連れていきなさい、後で処しよ刑けいします」

「ハッ」

「何なのよ！　アンタはいったい何なのよ！　戦いの状じよう況きようを知らないわけじゃないんでしょう？　それとも何？　爆ばく撃げき機きを撃うち落とすことも出来なくなった戦力で、アメリカを倒たおせるとでもいうの？」

「まあ、無理でしょうね」

　彼はようやくのえるを見た。

　丸い目をしていた。

　愛らしくともなんともない、爬は虫ちゆう類るいのような。

「だが、キミに何ができるとも思えません。処刑する理由は充じゆう分ぶんでしょう」

「あたしならアメリカを止められるわ」

「大きく出ましたね」

　マスリーは両りよう肘ひじをチェアにつき、両手の指をうねうねと絡からめ合わせた。蛇へびの舌にも似た動きだった。

「１分だけ、話を聞いてあげましょう」

「米軍はあたしを殺そうとしているわ」

「ほう」

「報復攻こう撃げきをどうしても始めたかった連中は、あたしを敵の人ひと質じちにさせないために撃ち落とした」

「ミサイルはウルムスタンから発射された──とありますが」

「それが濡ぬれ衣ぎぬだってことは、あんたたちが一番よく知ってるはずでしょう？」

　マスリーは、フフ、と笑い、否定はしなかった。

「自分が生き証人となって、アメリカの罪を告発するつもりですか」

「悪くない話だと思うけど」

「つまらない話でもある」

　彼は即そく座ざに言い捨て、部下に先ほどの命令を繰くり返した。

　だが、のえるはたじろぐことなく告げた。

「電源を押せば、ミサイルが飛んでくるわ」

　取り出したのは、携けい帯たい電話だった。

「自衛隊の艦かん艇ていが到とう着ちやくするのは１ヶ月後だと聞いているが」

「米軍が撃ち込んでくれるのよ。あたしを殺すために」

　マスリーはため息をついた。

「言っておきますが、我らは死を恐おそれません」

「いいの？　あんたたちが敬愛している指導者はそう離はなれてない場所にいるんでしょ？」

「決めつけはよくないですね」

「あらゆる通信が米軍に傍ぼう受じゆされてる以上、重要な連れん絡らくは人を使うしかないわ。車の類たぐいは人工衛星に熱源を探知される恐れがある。つまり、一晩のうちに馬が移動できるぐらいの距きよ離りにあなたもアル・ファドルもサリムもはいるはずよ。そうでしょ？」

「子供にしては、よく出来た推理です」

「そうね、米軍も同じことを考えると思うわ。ミサイルが着ちやく弾だんした場所が、親衛隊の本部だったとわかれば」

「…………」

「返答は？」

　マスリーは銃じゆうを抜ぬいた。

「撃ちなさいよ」

　銃口を向けられたのえるは言い捨てた。

「あたしが電源を入れるのが先でも、どうせ死ぬんだから同じことよ」

「自殺戦法バンザイとは、日本人らしい手です」

　呆あきれたような声で言い、彼は銃を納めた。

「会わせてくれるわね、あんたたちのボスに」

「何を勘かん違ちがいしているのです？」

　マスリーは冷れい笑しようした。

「自分の命は落とせても、他人の命は落とせますか？」

　彼の爬虫類のような視線を追って、のえるは振ふり向いた。

「なっ──！」

　２人の側近が左右から銃をつきつけていたのだ。

　のえるではなく、ジャスワントに。

「くっ……！」

　のえるは骨と骨が悲鳴をあげるのを聞いた。それは激しく歯ぎしりする自分の音だった。
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　携帯にかけた親指が、震ふるえて、迷う。

「それがアナタの弱さです」

「────っ！」

　のえるは携帯を潰つぶさんばかりに握にぎりしめると、乱暴に投げ捨てた。

　やはり話すまでもなかったな、と彼は言った。

「最初に私が見立てた通りだったでしょう？」

　男たちに両りよう脇わきを抱かかえられたのえるに告げる。

「その程度の覚かく悟ごでは、何も出来ないと」

　のえるは最後に彼を睨にらみ付け、激しく睨み付け、部屋をあとにした。

　マスリーは、たったひとりの部屋で笑った。

「残念ながら、キミを閣下たちに会わせるわけにはいきません」

　そしてのえるが消えた部屋の扉とびらを見つめながら、つぶやくのだ。

「勘違いしているようですが、我々はこの国がどうなろうとかまいはしないのですよ」




　　　　♣




　のえるたちが放ほうり込まれた場所は、建物の地下にある石せつ窟くつだった。

　苔こけむした岩、赤あか錆さびた鉄てつ格ごう子し、そこかしこの染しみから怨おん念ねんが漂ただよってきそうな雰ふん囲い気き。ワインが発はつ酵こうするまでに長い年月が必要なように、この石窟がこれほどの陰いん鬱うつさを獲かく得とくするには、１００年は越こえる時があったのではないかと、のえるは思った。

　おそらくは数百年前の城か牢ろう獄ごくなのだろう。何かの戦乱で上の建物は破は壊かいされ、のちに今の瀟しよう洒しやな建物が建てられ、現在に至っているのだと。

　血を吸って繁はん茂もしているように見える不気味な苔に、彼女はマスリーを重ね合わせた。

「付き合わせちゃってゴメンね」

　のえるは同じ牢に放り込まれたジャスワントに言った。

「一度は死んだ命だ、気にするな」

　元々あった石窟を削けずって牢としているのか、一本の道に沿って牢が分けられている。声の反はん響きようで、道はかなり深くまで続いていることがわかる。しかし反応はない。人のいる気配はない。すぐに殺していれば牢に人がたまるわけがない。

「なんで、兵士になったの？」

「徴ちよう兵へいだ、望むも望まないもない。家族がいる、逃にげるわけにはいかない」

　逃げれば家族が殺される。家族と逃げれば親族が殺される。

　そういう国が、この星にはまだある。

「サリムは好きではないが、ロカ人が天下を取るよりは遥はるかにマシだ」

「どうして？」

「俺たちはロカ人をたくさん殺している。あいつらが逆らわないのは銃がないからだ。銃を持てば、同じことをする。今度は俺たちが殺されるだけだ」

　あのとき、お前が言った通りだ、とジャスワントは言った。

「俺が死ねば、息子むすこは銃を取る。そしてアメリカ人やロカ人を殺しに行く。それは親として誇ほこらしいが……」

　彼はそこで言い淀よどんだ。迷いがあるのだろう、しばしためらって口にした。

「悲しくもある」

　どちらが本音なのか。片方だけでもあり、両方のようでもある。

　誰だれも殺さなくても生きていけるような国から、彼らを責めるのは簡単だ。自分たちの手はキレイで汚よごれていない。けれど、その手は汚れている手を握りしめることができるのか。はねのけるのではなく、彼らに届く言葉で話しかけることはできるのか。

　それでもやはり、どんな理由があっても、殺してもかまわない人間がいると割り切れてしまう彼らの感性を認めるわけにはいかないとのえるは思う。けれどそれは彼らの感性が悪だからとは思わない。悪ではない。麻ま痺ひしているのだ。

　父祖の代から続く憎にくしみ、みんなで分け合えるだけのパンがないという現実。

　シンプルな言葉で言い表せるほど、彼らの苦く悩のうは簡単ではないのだ。

　だが言わなければ、何も始まらない。何も変えられない。

「おじさんが死なないことが一番なのよ、きっと」

　のえるは言った。

　言って、勝手なことを言ってる自分に気付いた。誰のせいで彼は牢に入れられたのか。けれどのえるはためらわなかった。言葉を続けた。続けなくてはいけないと思った。

「きっとそうなのよ。みんな死なないように頑がん張ばらなくちゃいけないのよ」

「そうだな」彼は同意した。

「しかし、頑張ろうと死ぬときは死ぬ」

「──！」

　のえるは言葉につまった。

　ジャスワントは知らない、この時、彼女の胸をよぎった思いなど。

　夜目に慣れた目でも、光射ささぬ石窟の暗くら闇やみでは、彼女の表情をうかがい知ることはできない。できないが、感情の波動のようなものを感じた。強く、激しく、肌はだに伝わる。彼女を突つき動かす気持ちのほとばしりのような何かを、彼は感じた。

　そして、のえるは言った。

「あたしが死なせない、絶対に家族のところへ帰してあげるわ！」

　メフィ、と彼女は口にした。

　すると闇の中から１匹ぴきの黒くろ猫ねこが現れたのでジャスワントは驚おどろいた。地上への扉は閉じられていたはずなのに。けれどのえるは平然と猫に接した。

「鉄板１つ通り抜ぬけるにも魔ま力りよくを使うとお前は考えないのか。誰のために、こんな冬の寒空の下、月光を浴びに毎晩外に出てやってると思ってるんだ」

　猫は怒っているようだ。

「その分、暖めてあげるから～ん♪」

「いるか！」

　メフィは姿を消した。

「い、今のは……！」ジャスワントは猫が喋しやべったことに驚きよう愕がくしていた。

　のえるは言った。

「日本って進んでるでしょ？」




　ほどなく、口に何かをくわえてメフィが戻もどってきた。

「ありがと」

「フン」

　まったく世話のかかるヤツだ、と言わんばかりに気取った顔つきをする。

「さて、脱だつ出しゆつしますか」

「鍵かぎでも手に入れたのか？」

「いや、この際、連中と決着をつけるわ」

　のえるはサリムとアル・ファドルが上の館やかたに来ていることを告げた。

「まさか！」

「まさかもなにもメフィが見てきたんだもの」

「な、なんと……！」

　ジャスワントは日本を誤解した。

「じゃ、先制攻こう撃げきと行きますか」

「な、何をするつもりだ？」

「あれ？　さっき見たと思うけど」

　そう言って、のえるが見せたのは──、

　衛星携けい帯たい電話だった。

「電源ＯＮ」

　彼女がぽちっとボタンを押した途と端たん、宇宙に浮うかぶ通信衛星が彼女の位置情報をキャッチした。データはすぐさま米軍に送信され、インド洋上に浮かぶ巡じゆん洋よう艦かんから、

　必殺のトマホークミサイルが発射された。




　　　　♣




「米軍がノエルの居場所を摑つかみました！」

　シャイニィたちは、ちょうど燃料補給のためにほどよい平らを持った山の頂に着陸し、休きゆう憩けいしていたところだった。

　ディスプレイに表示されたマーカーを見て、健太は喜んだ。

「すぐ近くだよ！　ラピスの言った通りだ！」

　ラピスが教えてくれたジープの消えた先から、西方にあたりをつけたシャイニィたちは、のえるの捕とらえられている館から、50キロも離はなれていない場所に陣じん取どっていた。

「すぐに出発しましょう！」

　すると、悪い情報を示すブザーが鳴った。

　洋上からミサイルが発射されたとの情報だった。発見から５分と経たっていなかった。

　２人は米軍の本気を知った。

　そしてその本気の恐おそろしさを次に知った。

　スパイ衛星から送信されるデータが、大量の熱源反応の移動を知らせたのだ。

　それは数機の対地戦せん闘とう機きを先頭に、数機の兵員輸送機と、十数機のヘリによる大規模空くう挺てい攻こう撃げき部隊の出撃を伝えていた。

「こ、これは……」

　健太は息を吞のんだ。こんなところに自分たちのヘリがつっこんだらどんな目に遭あうか。

「良くて撃げき墜つい、悪くて撃墜……」シャイニィが言った。

「空母……じゃない、空軍基地の応おう援えんは頼たのめないの？」

「かなわないでしょう」

　アルカンタラは宗教上の理由で大量殺傷兵器の類たぐいは所有できない。米軍は数キロ四方を一いつ瞬しゆんで灰に出来る爆ばく弾だんを持っている。素もとより勝負できる相手ではないのだ。

「ケンタ、どうします？」

　シャイニィは訊たずねた。健太が望むようにする、そう言ってるように健太は感じた。

「ダメだよ。死ぬようなことはできない」

「でも……」

「何かあるはずだよ、何とかなる方法が」

「時間がありません」

「あきらめちゃダメだ！」

　健太は言った。死を覚かく悟ごして突とつ撃げきするのは、形を変えたあきらめだと健太は思った。確かに時間はない。迷っている間に米軍はのえるに追いつくかもしれない。でも、そこでこらえきれずに走りだすのは逃にげと同じだと。

　ぎりぎりまで考えて、手て遅おくれになるかもしれない恐きよう怖ふと戦いながら、ベストな方法を探す。それも立派な勇気なんじゃないかと、健太は思ったのだ。

「そんなうまい方法あるわけないんだけど……けど……」

　言うほどに頭は回らない。健太はうろうろしはじめた。中型のヘリは電子機器でいっぱいで、大人が２人横に並べるほどの余よ裕ゆうしかない。仕方なく健太は、人のいないほうをぐるぐると巡めぐり始めた。

　何周目かに、ある物を見つけた。

「なんで、こんな物があるの？」

「このヘリは通信衛星と常時つながっていますから。何かの時に使うこともあるかと」

　健太はガッツポーズを取った。

「シャイニィ！　いい方法思いついたんだ！」

　それはのえるの口くち癖ぐせだった。
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　アル・ファドルはもともと、イスラム教徒の中でも親米派のゲリラ戦士であった。

　理由はシンプルだった。

「アメリカは我々に戦う力をくれる」

　彼は様々な敵と戦った。共産主義という宗教に侵おかされたソ連と、独裁者の狂きよう気きに支配されたイラクと。だが、あるとき彼は気付く。

「どうして、アメリカ人ばかり増えていくのだ？」

　戦争主義者を撃退するたびにアメリカ人の姿が増えていく。ある時はビジネススーツで、またある時は軍服で。イラクの侵しん略りやくを阻そ止しするために多た国こく籍せき軍ぐんでクウェートを奪だつ還かんした湾わん岸がん戦争、それも気付いてみれば、クウェートとサウジアラビアに米軍基地を誕生させただけだ。両国がアメリカの勢力圏けんに組み込まれただけではないか。侵略したのはどっちだ？　戦争を食い物にして肥え太っていくのはどっちだ？

　そして、彼はテロリストとなった。

　親衛隊と呼ばれる私兵部隊は、ソマリアで、ケニアで、タンザニアで、アメリカ人を血祭りにあげた。殺して殺して殺し尽つくした。

　それが彼にとっての聖戦だった。




　サリム指導者は、もともと聖職者であった。

　聖職者といっても、イスラム教ではすべての信徒は神に直接帰き依えすべきという考えのもと、キリスト教や仏教のような僧そう制度を認めていない。寺院であるモスクの管理人、信徒の相談に応じる者、集団礼拝の執しつ行こう者しやなどがいて、学者や裁判官がそういった仕事をしていた。彼は学者だった。彼はウルムスタンが貧しくなるのは何故なぜだろうと考えた。欧おう米べいから進んだ技術、文化、法律を導入しているのに、なぜウルムスタンは進歩しないのだろうと考えた。彼は人々がイスラム教を捨てたからだと考えた。そこでサラフィと呼ばれる勉強会を作った。それはイスラムへ戻もどるという意味だ。彼の運動は波は紋もんのように広がった。

　彼とアル・ファドルは互たがいに必要なものを持っていた。アル・ファドルは戦いの力を、サリムは民衆の心を。

　そしてサリム軍はウルムスタンを制圧し、国を手に入れたアル・ファドルは、米国人の乗った旅客機を米国の象しよう徴ちようであるビルにぶつける計画の準備を始めた。




　米軍が攻こう撃げきを開始してからは、同時に捕とらえられたり殺されたりすることがないよう、別々の場所にいた２人だったが、今日は重要な決断をする必要があったため、夜になってからマスリーの警護する館やかたに集つどうこととなった。

　応接室に案内されてサリムは感かん嘆たんした。部屋に飾かざられた美術品の数にしろ、質にしろ、執務室のそれがかわいく見えるほどだったからだ。

「これほどの品を携けい行こうして移動してるのか？」

「軍資金を運ぶようなものですよ」

　必要に応じて売ればよいのですから、とマスリーは言った。

「金と違ちがって、心を豊かにもします」

「なるほどな、アル・ファドルが愛あい玩がんするわけじゃ」

　髭ひげを揺ゆらすように笑い、席に着いた。

　30分ほどが過ぎ、アル・ファドルが到とう着ちやくした。

　部屋にはマスリーだけが残り、互いの部下は退席した。

　扉とびらを閉じると、マスリーは直立の姿勢を取った。




「戦局はかんばしくない」

　重い声で話を切りだしたのはサリムだった。

「空軍は壊かい滅めつし、国土の８割から撤てつ退たいした。米国は地上軍を派は遣けんせず、自身は空くう爆ばくと夜間攻撃に徹てつして、地上戦は武器を与あたえた旧政府軍に実行させておる。ゲリラ戦に持ち込めれば数千の米兵の屍しかばねを築けたものを」

　アル・ファドルが応じた。

「米国民は臆おく病びよう者ものだ。兵士たちに犠ぎ牲せいが増えれば厭えん戦せんし、ウルムスタンからの撤退を求める。ロバートは面子メンツと世論のあいだで引き裂さかれ、どちらを選んだところで失しつ墜ついする」

「そうだ、それじゃ。起死回生の作戦があると聞いたが、どういうことなのじゃ？」

「マスリー、話したのか？」

「いえ、私は指導者の期待を煽あおっただけです。具体的な話は閣下がどうぞ」

「そうだ、その話を聞くために来たのじゃ」

　サリムは身を乗り出した。

　もったいぶるようにアル・ファドルは足を組み直した。人には年に見合った風格というものがある。50代を越こえた彼は、沈ちん黙もくに人を引きつける力があった。

「必要なものは揃そろった」

　そう言い、翌日にはホワイトハウスから発表があるだろう、と告げた。

「ヤツらが建前の通り、真実を国民に明らかにするのならな」

「何を手に入れたのだ」

　アル・ファドルは笑えみを浮うかべながら、言った。

「天てん然ねん痘とうだ」

　この世界には数千種類の生物剤ざいがある。だが生物兵器として使える菌きんは31種類しかない。しかもその大半は培ばい養ようが困難で、実際に驚きよう異いとなりうるのはペスト菌やボツリヌス菌などの11種に限定されてしまう。そこからさらに培養と大量生産にかかる費用と技術力を考えると、テロリストが扱あつかえるのはわずか２つに絞しぼられてしまうのだ。

　炭疽菌と、天然痘ウィルスである。

　サリムは驚おどろいた。

「しかし、どうやって？　絶滅したはずのウィルスを」

　天然痘は、いったん発病すると致ち死し率りつが３割にのぼる恐おそろしい病気だった。

　しかしそれは過去形で語れる出来事だ。ワクチンの開発と世界レベルの協力活動によって、天然痘は20世紀に地球上から根絶された。

　はずだったのだが──。

「保菌者ならぬ、保菌国がいたというわけだ」

　アメリカとロシアは研究という名目でウィルスを保管していたのである。

　ＷＨＯ（世界保健機関）は再三に渡わたって、ウィルスの破は棄き処分を両政府に求めていたが、両政府は応じなかった。

「なるほど、ジェット機もアメリカ人が発明した。天然痘もアメリカ人が滅ほろぼさなかった。自分たちが残したモノで滅びるというわけか。愉ゆ快かいじゃ！」

　呵か々か大たい笑しようするサリムに、アル・ファドルは約束した。

「10日のうちには、最初の爆ばく弾だんを投下してごらんにいれましょう」

「それで、米軍はウルムスタンから撤退するだろうか？」

「しますよ」マスリーが言った。

　のえると会話をしていた時のような声で、マスリーはサリムに告げた。

「我々は闘とう争そうをやめなければよいのです」

　アル・ファドルが言葉を継ついだ。

「敗北とは戦いをやめることだ。戦い続けるかぎり、敗北はない」

　その直後、トマホークミサイルが館やかたを吹ふき飛ばした。
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　闇やみ色いろに落ちた世界の中で、赤い光が瞬またたき消えるのをシャイニィは見た。

　ややあって、爆発音と振しん動どう音おん。

　レーダーのミサイルマーカーが消滅した。そして無数の点がその場所へ向かっている。

「ケンタ、急いで！」

　まだシャイニィたちは出発を果たしていなかった。

「ああ、もうこれでいいや！」

　作業をしていた健太は残りのガムテープを放ほうり投げると、ヘリに乗り込んだ。

「離り陸りくしてください」

　シャイニィが叫さけぶと、パイロットはエンジンを入れた。
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　ミサイルはアル・ファドルたちがいる館に隣りん接せつしていた別べつ棟むねを吹き飛ばした。

　棚たなに飾かざってあった陶とう器きが割れたぐらいで、彼らは無事だった。

「やはり、我々は神に守られておる」

　サリムが微笑んだ。彼は知らない、別棟の地下に石せつ窟くつがあることを。

　マスリーが手引きして、２人は外へ脱だつ出しゆつした。

　別棟は宿舎だった。外には吹き飛ばされた無数の死体が転がっていた。しかしそれは時間の後先の差でしかない。この場から離はなれなければ、自分たちもそうなるだけだった。

　馬をつないでおいた裏手に向かう。今となっては瓦が礫れきを遠回りするだけの移動だが。

　半数の馬はいなくなっていた。残りは死んでいた。

　馬ば蹄ていの音に気付いて、目を向けると、すでにその馬は夜や陰いんの中に消えようとしていた。

　不意に、静せい寂じやくが訪おとずれた。

　ぞくりと、サリムは背に悪お寒かんを走らせた。

「お乗りください！」

　少年兵が乗り込んだトラックが３人の前に横付けされた。

　車による移動はスパイ衛星に熱源探知される恐おそれが高い。夜間ならなおさらだ。

「やむを得まい」

　サリムが言った。２人も応じた。

　トラックが出ていった数分後、戦せん闘とう機きから放たれた10発のミサイルが一帯を粉々に吹き飛ばした。




　後ろに開放された幌ほろの中で、３人はミサイルの着ちやく弾だんを見た。

　しかしすでにトラックは数キロの距きよ離りを走っている。目視による発見を逃のがれるための無灯火運転は乱暴にならざるを得ず、荷台はロデオのように揺ゆれたが、サリムは何よりも幸運を喜んだ。絶体絶命の危機にあえばあうほど、そこから生せい還かんできることが神の恩おん寵ちようの証あかしだと信じていたからだ。彼は大笑した。

「この世の誰だれも、ワシを殺すことなどできぬわ！」

「どういたします？」マスリーが訊たずねた。

「我々はここで降りよう。どうじゃ？　アル・ファドル」

「指導者は抜ぬけ目がない」

　真意を悟さとったアル・ファドルは笑った。

　トラックには引き続き囮おとりとなってもらい、できるところまで米軍の目をひきつけさせようというわけだ。

　サリムは幌に隠かくれて見えない運転席を見やると、造作もなげに言った。

「聖戦には崇すう高こうな犠ぎ牲せいが必要」

「なに勝手な理り屈くつ抜ぬかしてんのよ！」

　声とともに、影かげがさした。

　荷台の縁へりに少年兵が立っていた。月光に重なるように、立ちはだかっていた。

　目ま深ぶかにかぶったその姿には３人とも見覚えがあった。

　運転席にいた少年だ。

「き、貴様！」

　サリムが言うや、少年兵は目深にかぶっていた帽ぼう子しを脱ぬいだ。

　月光を受けて、やんちゃなポニーテールがかろやかに跳はねる。

「会いに来たわよ！　サリム!!」

「お、折原のえる!?」

　死人の復活にサリムは目をむいた。

「死んだ、はずでは……」

「あの世の神さまに言われたのよ、あたしじゃダメだってね！」

　のえるは飛んだ。一気に間合いをつめて、彼の懐ふところに飛びこむ。

「アンタを連れてこいって言ってんのよ！」

　叫んで、鉄てつ拳けんを放った。

　顔を打ち抜かれたサリムは派手に吹ふき飛び、転がる身体からだは揺れる荷台で踊おどった。

　すかさずマスリーが銃じゆうを抜いた。

「捨てな！」

　のえるはあるモノをマスリーに見せた。それは携けい帯たい電話だった。

「ぬっ……！」

「どういう意味か分かってるわよね？」

　のえるが不敵な笑えみをこぼした。マスリーは銃を外に投げた。

「何が条件だ」

　アル・ファドルが訊ねた。態度は依い然ぜんとして悠ゆう然ぜんを崩くずしていない。

　眼光には意志の力が宿る。その強さはのえるに負けていなかった。

「ケジメつけなよ」

　のえるは即そく答とうした。

「あんだけの事件を起こしたんだ。裁判受けるか、それがイヤなら責任とりな」

「アメリカ人は当然の報むくいを受けたのだ」

「コーランのどこに、武器を持たない人を殺していいって書いてあるのよっ！」

「聖書にだって書いてはいまい」

「ふうん、アンタにとってコーランは聖書と同レベルなんだ」

「なんだと」

「相手がやったら自分もやっていいってのは、そういうことでしょ」

「我々にはジハードという大義がある」

「言いたいことあるなら自分の言葉で戦いな！」のえるは怒ど鳴なった。

「みんなが大事にしてるものを悪用して、自分を正当化して、そんなの正義でもなんでもないわ！」

「では、どうすればよかったのだ？」

　アル・ファドルは訊たずねた。逃にげるそぶりも見せない。しっかりと腰こしを下ろし、悠然とした態度を崩さぬまま、彼はのえるを見み据すえた。

「戦争が起こるたびにイスラムは汚けがされていく。我々の信しん仰こうを大事にもしない連中が聖地をうろつく。パレスチナの同どう胞ほうは血を流し、我々は富を奪うばわれてゆく。連中の目を覚まさせるには、テロ以外にどんな手段があったというのだ？」

「なっ……！」

「まさか話し合いなどと言うつもりではないだろうな。そんな生ぬるい手段でなんとかなる相手だと思っているのかね？　数百年にわたって、世界を好きなように切り刻み、欲しいままにしてきたあの連中を！」

　その瞬しゆん間かん、トラックが宙を浮ういた。

　直近で爆ばく発はつが起こり、そのあおりで吹き飛ばされたのだ。

　横転したトラックは、倒たおれた車体のまま地面を滑すべって停止した。

　荷台を覆おおっていた幌ほろと骨組みはバラバラに引きちぎられ、のえるたちもその上で転がった。激しく身体を打ち付けたが、幌が無用の擦すり傷きずから守ってくれた。

　安心している暇ひまはない。すぐに二射が来る。遠くからヘリの音が聞こえてきた。米軍だ。まだ脳しんとうを起こしている頭を押さえながら、のえるは立ち上がった。

「おしゃべりの時間は終わりだ」

　言ったのは誰だれだろうか、耳鳴りもしてわからない。

　あたりを見回す。冬ふゆ枯がれした木々が亡ぼう霊れいのように立ちこめている。ぼやけた視界を引きずりながら、のえるはジャスワントとメフィの名を呼んだ。

　すぐに声が返ってきた。運転席はミサイルの被ひ弾だんを受けてなかったようだ。

「逃げろ！　俺は大丈夫だ！」ジャスワントの声だった。

　のえるは森の中へ飛びこんだ。

　アイツらを逃がすわけにはいかなかったからだ。
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　健太たちのヘリは猛もうスピードで急行していた。

「携けい帯たいの電源がまた入りました！」

　シャイニィが言う。

　健太はすぐに手にしていた携帯をリダイアルした。さっきから何度もリダイアルしていたが、すぐに電源を切られてしまい、通じなかった。

（今度こそ、届いてくれ──！）

　この電話が、たった一度だけ着信した相手の番号へ。
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　折れているのか、ひびが入っているだけなのか、足が地面を蹴けるたびに肋あばら骨ぼねが悲鳴をあげ、拷ごう問もんじみた激痛が走った。トラックから転げ落ちた時に打ち所が悪かったのだろう、のえるは痛みに顔を歪ゆがめながら木々の間を駆かけ抜ぬけた。

　進んで、止まり、耳を澄すます。

　連中とて空を飛べるわけではない。逃げていれば、足音が必ずするはずだ。

　自分のあがる息だけが聞こえて、のえるはまた走り出した。

　連中を逃がすわけにはいかない。一日でも自由にすれば、それだけ多くの人が犠ぎ牲せいになるのだ。

　不意に予想もしない音がした。

　ドラえもんの着メロだった。

　一瞬なんのことだかわからず、携帯に手が伸のびるまで数秒を要した。

「もしもし……」

　だが、その顔はすぐに笑えみへと変わる。

「健ちゃん！」

「のえる、電話を捨てるんだ！」

「健ちゃん！　あたし生きてるよ！」

「すぐ近くにいる！　ミサイルより早く行くから、そこで待ってて！」

　近くで、枝を踏ふむ音がした。のえるは携帯を捨てた。

（ごめん、健ちゃん。あたし、行かなきゃ！）

　のえるは走り出した。

　彼女が見つけたのはサリムだった。

　荷台の中でのえるが砕くだいた鼻をまだ押さえている。出血が止まらないのだろう。

「逃がさないわよ！」

　のえるはタックルし、２人はもつれあうように転がった。

　組み伏ふせたのは彼女のほうだった。迷わず平手打ちをかまして黙だまらせる。

「あんたにも決めさせてあげるわ。自首か、連行か、好きなほうを選ぶのね」

「た、助けて……」サリムが言いかけたその時だ。

　のえるは後頭部を激しく殴おう打だされた。

　顔面から叩たたき伏せられ、のえるの口に苦い土の味が広がった。

「意味のない問答は、どちらにとっても人生の無む駄だですよ」

　温度のない声が鼓こ膜まくを叩き、のえるは絶体絶命を知った。しかし、遠くなる意識を保つのが一いつ杯ぱいで、目を開けることもできない。いや、開いているのだろう。一時的な失明状態に陥おちいっているだけで。

「マスリー！」

　サリムの声がして、直後。




　ズッ……！




　肉が破れるような音がした。

　刺さされた。のえるはそう思った。全身が痺しびれたままで、どこを刺されたかはわからないが、致命の場所に違ちがいはないだろう。自分に残された時間は何分、何十秒か、その間にできることは──、したいことは──。

　歯を食いしばり、ありったけの力でのえるが立ちあがろうとすると、

「な……なぜ……！」

　苦く悶もんの声は、サリムのものだった。

　どさりと、倒たおれる音がする。

　次し第だいに回復してゆくぼんやりとした視界で、マスリーがサリムを背負うのがわかった。

　なぜ味方を殺す？　なぜ殺した男を背負う？　不可解の連れん鎖さに、のえるは夢を見ているのかと錯さつ覚かくした。

「どうして……！」

「サリム軍が実質的に敗北を迎むかえた今となっては、彼に価値はありません。だから死んでもらっただけです。彼の死には価値がありますから」

「どういうこと……？」

「人は二度死ねません。我々が遺体を始末すれば、アメリカはこの地でいつまでも見つかりもしない遺体を捜さがしつづけることになるでしょう？」

「そんなことしたら、この国がいつまでも戦場になるのよ！」

「我々はもとより、そんな些さ事じにとらわれてはいません」

「じゃあ、何が目的なの!?」

「キミは子供だ」

　爬は虫ちゆう類るいのような目を向けて、彼は言った。

「子供の理り屈くつでは、世界は救えない」

[image: ]

「待ちなさい！」

　言うだけだった。立ち上がるのが精一杯だった。

　とん、と彼に肩かたを押されただけで、倒れてしまう。

　そして彼は最後の言葉を残した。

「ここは生かしておいてあげます。せいぜい米国の欺ぎ瞞まんを暴あばき、世界を混乱させなさい。それもまた我々の手のひらの上です」

「…………っ！」

　のえるは口を開こうとして、言葉が出てこない自分に気付いた。

　舌が麻ま痺ひしている。舌だけではない、体中が鉛なまりのように重いのだ。

　肩を見る。なにか刺さっている。薬が塗ぬられているのか。

　抜ぬこうにも、手が動かない。

　彼の後ろ姿が闇やみの中へ消えてゆく。

　のえるは声をあげた。

「ああぁぁああああああああ！」

　力を取り戻もどすために吠ほえた。立ち上がるために！　ヤツを捕つかまえるために！

　しかし──声は急速に小さくなり、自分の声だというのに、山びこのように遠くなり、聞こえなくなった。




　意識を失ったのえるの下もとへ、無数の足音が迫せまってくる。遠くにはヘリのローター音。

　特とく殊しゆ任務部隊の米兵たちであった。

　暗視スコープを装備した彼らの姿は、仮面をかぶっているようにも見えた。左右のカメラレンズがサイバーに飛び出した顔つきは、ロボットのようだ。

　彼らは地面に転がっている少女が、折原のえるであることを確かめると、迷わず銃じゆう口こうを向けた。指令通りに引き金を引き、忠実に殺す。それだけだった。

「こちらスカルリーダー、目標を確かく認にんした。射殺する」

　その時、

　一筋のサーチライトが彼らを射した。

「ご覧下さい！　只ただ今いま、米軍によって、折原総理が救助されました！」

「なにっ！」

　兵士たちはとっさにヘリへ銃を向けた。

　友軍のヘリだと思っていた音は、シャイニィたちを乗せたヘリだった。

　そのデッキからはＴＶカメラを構えたカメラマンと、マイクを持った健太がいる。

　健太がヘリの隅すみで見つけた機材とは、放送機器だったのだ。

「この放送は全世界に生なま中ちゆう継けいされています！」

　機体には「Ｕ．Ｎ．」のマーク。国際連合のイニシャルだ。

　兵士たちは反射的に銃を下ろす。

　隊長らしき男が喉のどのマイクで連れん絡らくを取った。

「なんで国連のヘリをよこした!?」

『知らん！　だが、撃うち落とすわけにはいかんだろう！』

「いつから国連はテレビ中継を始めるようになったんだ！」

『どういうことだっ!?』

　ちなみにヘリのマークは、健太がガムテープで急造したものだった。
















「ごめんね……」

　サラの顔を見た瞬しゆん間かん、そんな言葉が漏もれた。

「なんで謝るの？」

　あたしは病室にいた。ベッドの上にいた。両足にはギプス。カーテンは風に揺ゆらめき、陽光が射さし込む。その隙すき間まからはニューヨークの摩ま天てん楼ろうも見えた。

　あの時と、何も変わらないマンハッタンが。

「戦争も止められなかったし、アル・ファドルには逃にげられて」

「のえるが生きてたんだから、よかったよ」

「よくないよぅ……」

　あたしはうつむいた。

「全然よくない」

　サラの顔が見ていられなかったからだ。

「アイツらを捕まえることも、倒たおすこともできなかった」

「わたしに会いに来てくれたじゃない」

「ダメだよ、そんなんじゃ」あたしは首を振ふった。

「サラは死んじゃったんだよ！　なのにアイツは生きていて、反省も償つぐないもぜんぜんしなくて……そんなの許せないよ！」

　言って、サリムを追いつめた時のことを思い出した。

　アイツは、最後の最後まで逃げた。

　無性に腹が立った。

　そうまでして生き延びたいのかって。

　でも、死ぬと言ったら嬉うれしかったかというと、違ちがう。

　それじゃ、大切な人を殺されたら、殺し返さなければいけないという感情と同じだ。

　そんなことをしても、サラは戻もどってこないのに。

　自分の心の痛みがはらせるだけなのに。

　そう思うのだけれど──、アイツらを目の前にすると、のうのうと生きているアイツらが許せなくて、サラの命を返せって言いたくなる。世界のどこかでアル・ファドルが高いびきをかいて眠ねむっているのかと思うと、我が慢まんできなくなる。

　なんでヤツが生き延びることができて、サラは死んだのか。

「なんで……、なんでサラは戻ってこれないのかな？」

「また無茶言うし」サラは呆あきれた。

「あたし、サラが生き返るんならなんでもするよ！」

「はいはい」

「話したっけ？　30年分の命と引き替かえになんでも願いを叶かなえてくれる悪あく魔まの話」

「頼たのんだのっ!?」

「ダメだって。１つのお願いで『30個願いを叶えてくれ』ってお願いするとか、30年の命で人間が蘇よみがえるとか、そーゆーつじつまの合わないことはできないんだってさ……」

「よかった……」

　サラはへなへなと床ゆかに膝ひざをついた。

「もー、死人を心配させないでよ」

「だって、そうしたかったんだもん」

　やれやれ、とサラは肩かたをすくめた。

「のえるらしいわ。そんなバカなこと本気で考えるなんて」

「バカかなあ？」

「バカよ。ウルムスタンじゃ、どうせ死ぬようなことしたんでしょ？」

「してないよ」

「ホントかなあ？」

　にやにやとした目で見るので、あたしは目線をそらした。

「のえるのこと好きになる人は大変だなあ」

「どして？」

「わたしのために死ぬようなことしたらどうしよう、ってハラハラしっぱなしよ」

「じゃ健ちゃん、あたしのこと好きなんだ。いつもハラハラしっぱなしだもん」

「そうね」

　あっさり肯こう定ていされたので、あたしはびっくりした。

　冗じよう談だんのつもりで言ったのに。

「そうかなー？　あたし、怒おこられることばっかりしてるからね～」

「改めればいいじゃない」

「それができたら苦労はしない」

　あたしがそう言うと、サラは笑い出した。

「それでいいんじゃない？　きっとのえるはバカなところが一番の武器なのよ」

「？？？」

　誉ほめてるのかけなされてるのかさっぱりわからず、あたしは首をかしげた。

　サラはあたしに背を向けると、窓まど際ぎわまで歩いて、外を見ながら、言った。

「わたしのこと、覚えてるの、つらい？」

　あたしは首を振ふった。

「ううん、そんなことない！」

「思い出が重たいなら忘れるべきだわ。わたしはのえるを不幸にする鎖くさりじゃないもの」

「つらくないよ！」

　言って、迷う。

　つらくはない。忘れたいと思ったことは一度もない。けれど、

「でも……、怖こわいよ」

　手のひらにあったシーツをつかむ。強く握にぎりしめる。悔くやしい。

「あたしがすることは……世界をむやみに混乱させるだけで、アル・ファドルとかロバートを喜ばすことにしかならないのかなって思うと、何かすることが怖くなるの……」

「未来が見えないのは怖い？」

　サラがささやいた。

　ベッドに腰こしをかけ、頰ほおを寄せるほどの距きよ離りで話しかける。

「未来がわかったとして、それで人は幸せになれるのかな？　生まれてくる前に自分の人生がわかったら、わたしは生まれるほうを選んだのかな？」

「…………」

　あたしは答えられずにいると、サラは自分で言った。

「わたしは、生まれてこないほうを選んだと思う」

「ダメだよ、そんなの！」

「だよね」

「でも……、やっぱり、あたし、我が慢まんできないよ！」

「わたし、運命ってあると思う」

　サラは静かに言った。

「偶ぐう然ぜんで死ぬことだってあるわ、偶然で出会えることがあるように。あがいたって、逆らったって、どうにもならないことはあるのよ」

「そんなの……、そんなの……」

　あたしは首を振った。強く横に振った。

「人間はイカダじゃない！　風向きひとつで生きたり死んだりなんてしない！」

「運命に負けるってことは、わたしは生き死にじゃないと思う」

「え……？」

「戦って、戦って、できるところまで戦って死んだら、それは負けじゃないのよ。あきらめることが負けなんだと思う」

　サラはあたしの手を握った。

「言うのよ、あたしは絶対にあきらめないって。何があっても戦うって、それでどうなったって、あたしがなんかしたぐらいで、どうにかなっちゃう世界が悪いのよ！　って」

「あたしは──」

　言おうとして、ためらう。

　戦争のきっかけを作ってしまったあたしは、事件を起こしたアル・ファドルたちや、戦争を進めたロバートらとレベルが同じ気がしたからだ。

「あたしは……間ま違ちがうかもしれない」

「じゃあ、なんでわたしは歩けるの？」

　サラは立ち上がると、くるりと回ってみせた。

　両手を羽根のように広げて、くるりくるりとステップを踏ふむように歩く。

「のえるが願ってくれたから、夢の中のわたしは歩けるんだよ」

　そういえば、さっきから彼女が歩いていたことに気付く。

　楽しそうに部屋をめぐるサラの姿は、あたしが見たかったサラで、再会できるはずだった日の前夜に想像していたもので、いつかきっとそんな日が来るといいと思っていた夢で、それを目まの当たりにすることができて、あたしは胸が熱くなって、じんとして、嬉うれしくて、恥はずかしくなった。

「そんな……違うよう」あたしはまた首を振った。

「どうして？」

「だって、あたしは夢の中でしかサラを幸せにできないもの」

「心からそう思ってくれてるんだよね」

　サラはお姉さんのように言う。ちょっと気取って、でも優やさしい声こわ音ねで。

「大だい丈じよう夫ぶ、のえるはアイツらとは違う。のえるが戦うのはいつも他人ひとのため。途と中ちゆうで間違ったって、最後には絶対みんなを幸せにできるわ」

　そう言うと、あたしの真っ正面に立って、笑った。

「楽しい未来を見せてよ、わたしに」

「うん」

　あたしはうなずいた。はっきりとうなずいた。

　すぐにベッドを降りた。両足に巻かれていたギプスはいつの間にか消えていた。

　ドアノブを握り、扉とびらを開く。一歩踏み出して外へ出る。振り向くと部屋の中でサラが手を振っていた。

「見ててね」

　あたしはドアを閉めた。

　目覚めたところは病室だった。




　　　　♣




　バングラデッシュはウルムスタンの隣りん国ごくだ。

　意識を失った姿で発見されたのえるは、ただちに国境沿いにあるこの病院にかつぎこまれ、そこでまるまる１日熟じゆく睡すいした。

　広くもない部屋は、世界中の政府や国際機関から送られた祝電や花束で一いつ杯ぱいだった。

　健太やシャイニィと３人、朝食をとりながらテレビニュースを見た。

　そこには黒瀬新首相のものもあれば、ロバート大統領のものもあった。

　テレビで「まことに喜ばしい」とコメントする黒瀬首相を見て、健太は腹を立てた。ロバート大統領などは泣いて見せたのだから恐おそれ入る。

　世界中のマスコミを前に、大統領はのえるの勇気を称たたえる最上級の讃さん辞じを並べた。

「自分が裏でやってたことバラされたくないもんだから、おべっか使ってるよ」

「記者会見しますか？」シャイニィが言った。

「そうしなよ、のえる」

「そんなのアル・ファドルを喜ばせるだけよ」

　のえるは一いつ笑しように付した。

　すると、健太が驚おどろいた。

「どしたの健ちゃん？　そんなに目を丸くして」

「いや、のえるがそんな冷静なこと言うから……びっくりして」

「変かな？」

「ううん、ホッとした。そうだよ、そのほうがいいよ。悔くやしいけど、ここでアメリカが混乱したら、その隙すきを狙ねらってまたテロとか起きて、余計ひどいことになると思うし。大統領にはここで貸しを作っといたほうがいいよ」

「総理大臣でもないのに？」

　のえるは、メフィの魔ま力りよくが完全に戻もどるにはしばらくかかることを教えた。

「じゃ余計いいよ。普ふ通つうに暮らそ、普通にさ」

「そうね、黒瀬のおっちゃんにもしばらくデカい顔させてあげよか。どうせしばらくの総理の椅い子すなんだし」

「そうそう」

　喜ぶ健太の顔を見て、

（ま、いっか）と、のえるは思った。

　このままおとなしく引き下がるつもりはなかった。

　けれど、米軍の軍事支し援えんを受けた旧政府軍の大だい攻こう勢せいで、サリム軍はほぼ壊かい滅めつした。

　アル・ファドルがどこかで自分とおなじ酸素を吸ってるのかと思うと、むかむかとした気持ちがわいてくるが、しばらくはあっちも準備の時間が必要だろう。

　ただでさえ世界から悪く言われてるシャイニィに頼たよるのも気が引ける。

　それに健太の顔を見てしまうと、それぐらいで嬉しがってくれるなら、しばらくおとなしくしてあげてもいいかな、と思ってしまうのだ。

（メフィにも迷めい惑わくかけたしね）

　シャイニィの隣となりでミルクをなめていた彼と目が合ったので、のえるはウィンクを送った。すぐに視線を切られた。それがおかしくて、のえるはくすくすと笑ってしまった。

　その時だ。

　テレビが緊きん急きゆうニュースを伝えた。

　米国の研究所から、天てん然ねん痘とうのウィルスが奪うばわれたという事件だった。

　そして間を置かず、次のニュースが伝えられた。

　数日中にアメリカに天然痘が上陸するという予告を、サリムが出したというのだ。

　ニュースが終わった瞬しゆん間かん、健太とシャイニィはのえるに目をやった。

「な、なによう、悪い子を見るような顔しちゃってさ」

「のえるのことだから、すぐに飛びだすんじゃないかと思ってさ」

「しないわよー、そんなこと。たった１人で何ができるのよ」

　あははははは、と笑ってみせる。

「そうだよ、のえるを捜さがすためにいろんなものが動いたんだからね、海に沈しずむ輸送機とか、移動する空軍基地とか……」

「？？？」のえるは首をかしげた。

　よくわからなかったが、なんとなく想像はついた。

　食事が終わり、一息ついて、お医者さんの診しん察さつがあって、薬を渡わたされた。

　昨夜、マスリーに刺さされたときに毒を入れられたらしく、それが抜ぬけるまでは安静にしておいたほうがいいとのことだった。

「うるさくしちゃ悪いから」と、健太とシャイニィ、そしてメフィも出ていった。

　部屋の扉とびらが閉じられたあとで、のえるは吞のんだふりをしていた薬を吐はき出した。

「まったく……、心配性なんだから」

　薬は睡すい眠みん薬やくだった。

　健太かシャイニィが医者に頼たのんだのだろう。

　眠ねむらせておけば脱だつ走そうの心配はないから、と。

　のえるは静かにベッドを抜け出した。

　立ち上がった途と端たん、頭がくらくらした。毒がまだ抜けきっていないらしい。

　しかし、何歩か歩いてみて、足の機能に問題がないことを確かめると、のえるは抜け出す準備を始めた。痛む肋あばら骨ぼねを押さえながら。

　スリッパに包帯を巻いて靴くつの代わりとし、果くだ物ものナイフなどをポケットにしまう。あとは現金化できそうな物をいくつか袋ふくろに入れて、それを袈け裟さ懸がけにしょいこんだ。

　鏡を見る。

（あたしはできる）

　それは──、誰だれに対する誓ちかいなのだろうか。

　引き出しにあったリボンをとって、ポニーテールに結ぶ。

（よし）

　そして窓まど枠わくに手をかけ、外へ飛び出そうとしたところで、ふと気付く。

「と、このまま出てったら、また健ちゃんたちを怒おこらせちゃうわね」

　サイドテーブルまで戻もどり、ごにょごにょと作業をして、再び窓枠に手をかけた。

「これでよし」

　のえるは部屋を出ていった。




　健太がそのことを知ったのは夜になってからだった。

　メフィが呼ぶので、シャイニィが入ったところ、置き手紙一つを残して、部屋はもぬけの空になっていたのだ。

　その手紙を読んでみる。

『健ちゃん、シャイニィへ、

　さがさないでください。





のえる』　　　　　



「捜さないでって……」

　そう言えば、迷惑をかけないことになるとでも思ったんだろうか……。

　健太は呆あきれた。

　というか頭痛がした。

（バカにもほどがあるよ……）口に出して言う気にもなれなかった。

　くらくらとする健太を見て、シャイニィが心配した。

「大だい丈じよう夫ぶです。米国と同等の能力を持った我が国の諜ちよう報ほうシステムなら……」

「その必要はないよ」

　健太は言って、ベッドの隣となりにあった棚たなの引き出しをチェックし、あるものがないことに笑え顔がおを浮うかべた。

「こんなこともあるかと思って、リボンに超ちよう小こ型がたの発信器をつけておいたんだ」




　　　　♣




「アメリカにバラまくと言えば、その通りに信じる連中というのも単純なものだな」

　アル・ファドルは、車窓を流れる景色を眺ながめながらつぶやいた。

　ウルムスタンを発たって数日。

　スイスとドイツの国境をまたぐ鉄道は、遠くにアルプスの白い山さん嶺れいを、近くに牧歌的な中ちゆう欧おうの街並みを望みながら、森と平原を交こう互ごに縫ぬいながら走っている。

　10輛りようほどの列車の最後尾に個室車しや輛りようがある。

　８つほどの部屋に区切られた車輛の、その一番尻尾しつぽに彼がいる。

　個室に座っているのは彼だけだ。彼の他ほかに１つの容器と、隅すみに立つ護衛。

　彫ちよう像ぞうのように起立を崩くずさない男は、爬は虫ちゆう類るいのような目を容器に向けた。

「どうして、天てん然ねん痘とうを選んだのです？」

　アル・ファドルはその容器を息子むすこの頭のようになでた。

「炭たん疽そ菌きんには感染性がない。天然痘は人から人に移る」

「なるほど」

　マスリーはアル・ファドルが最初の散布地にヨーロッパを選んだ理由がわかった。

「ロバートはこの世にいない人間をどのように捕つかまえるつもりなのだろうな。想像がつくか？　マスリー」

　アル・ファドルは手にしていた新聞を投げた。

　その一面には『サリム軍壊かい滅めつ！　残るはサリム指導者とアル・ファドルのみ！』という文字が踊おどっていた。

「そっくりな人間を用意して、そいつを捕まえるのかもしれません」

「我テロ々リストと同じことをするのか」

　愉ゆ快かいだと言わんばかりにアル・ファドルは笑った。

　サリムによる天然痘散布予告は、もちろん彼の偽ぎ装そう工作だ。すでにこの世にいない人間の口を借りて、犯行声明をしたのだ。

「まあ、私も明日死ぬのだがな」

　そっくりな身代わりが死ぬのだ。

「新しい戸こ籍せき、身分証明、パスポートの準備は出来ています」

「アメリカはあらゆるものが揃そろっている」アル・ファドルは皮肉げに告げた。

「核かく兵器も、ウィルスも、自じ爆ばくテロをするための訓練飛行学校だってある」

　アル・ファドルは整形をし、別の人間になりすましてアメリカに住むつもりでいた。

「そして世界最強の軍隊と、自由があります」

「我々が平然と潜せん伏ぷくできる自由がな」

　サリム軍が崩ほう壊かいし、ウルムスタンの混乱が治まった今、アメリカが軍隊を展開している必然性は日を追うごとになくなっていた。サリム指導者とアル・ファドルの殺害あるいは逮たい捕ほを望むのは米国市民のみとなり、一刻も早い平和を望む国際世論との間でロバート大統領は引き裂さかれかかっていた。

　連日のように果か敢かんな檄げきがインド洋に飛ばされた。

　米軍は山さん岳がく地帯に残った数少ないサリム軍残党の拠きよ点てんに対して、苛か烈れつな攻こう撃げきをかけた。

　地表近くで炸さく裂れつし、２００以上の子し弾だんをまき散らして８万平方メートルを破壊しつくす集束爆弾。厚さ７メートルのコンクリートを貫かん通つうし、さらに数十メートルを掘くつ削さくして爆ばく発はつ、地下要よう塞さいを内部から破裂するバンカーバスター。核兵器以外のありとあらゆる爆弾が投下され、地図を変えてしまうほどに破壊しつくした。

　攻撃のあまりのはげしさに、一部のマスコミは、捕まえられないのなら、１人残らず皆みな殺ごろしにすることで壊滅宣言を出すつもりなのではないかと報道し始めていた。

「あとのことはお前に任せる。５日置きに新しい菌が届く。それをヨーロッパ各地にバラまいたら、お前もアメリカへ来い」

「はっ」

「アメリカが我々を守ってくれる」

　アル・ファドルはうっとりと恍こう惚こつを浮かべた。

　彼は時間を飛び越こえていた。彼の脳のう裏りには、かつて彼らが同どう胞ほうと呼んできたヨーロッパ人たちに向ける、アメリカ人の冷酷なまなざしが浮かんでいたのだ。

「ヨーロッパから天然痘を抱だいた同胞たちがやってくる。彼らに対してアメリカがどんな対応を見せるか、楽しみだよ」

　マスリーは応じた。

「そうやって世界をバラバラにしていくことが、我々の目的ですから」

「ふざけないで！」

　外から声がした。刹せつ那な、窓ガラスが蹴け破やぶられた。飛びこんできたのは少女だ。

　のえるだ！

　流れ込む風にポニーテールがなびいた。顔には闘とう志しと絆ばん創そう膏こう。そして拳こぶしには、怒いかりが満ちていた。

「貴様！　どうやって!?」アル・ファドルが訊たずねた。

「あんたが見捨てた兵士たちに聞いたのよ！　大将はどこに逃にげたかってね!!」

「いや、まだだ」

　ゆらりと、彫像のような男が動き出した。

「お前はまだ閣下にたどりついてはいない」

　アル・ファドルと入れ替かわるように、マスリーがのえるの眼前に立った。

　懐ふところから銃じゆうを抜ぬき、迷わずのえるの心臓に焦しよう点てんを合わせる。そして撃うつ！

　のえるは飛んだ。天てん井じようにある荷物棚だなに手をかけると、ひょいと足をかがめ、銃弾をかわす。浮うき上がった身体からだごとマスリーの顔面を蹴り飛ばした。

　鈍にぶい音がして、マスリーが倒たおれる。

　その向こうにいたアル・ファドルが自分の銃をかまえた。すかさずのえるはマスリーの手から落ちた銃を拾いあげる。

　互たがいに撃つ。

　ぎゃっ、と悲鳴があがった。

　のえるの頰ほおが切れ、すうっと血が流れ落ちた。

　アル・ファドルは右手を押さえてうずくまった。彼の手にあった銃は粉々になっている。

　のえるの手にはまだ銃が残っていた。

「これね！」

　のえるは座席の上にある容器に気付いた。マスリーはその一いつ瞬しゆんを逃のがさなかった。

　彼は長い腕うでを剣けんのように薙ないで、のえるの手から銃を弾はじき飛ばした。

　のえるは一歩引いて構えを取った。散った血が顔についた。どこから飛んだのか。自分の左手だった。手のひらに真っ赤な一本線が引かれていて、ぼたぼたと血が流れている。

　その先にマスリーの右手が見えた。

　朱しゆの色に濡ぬれた彼の長い爪つめが見えた。

　男にしては不気味に紅あかい唇くちびるが歪ゆがんだ。ほんの瞬間、のえるが痛みをこらえた顔を彼は見逃さなかったのだ。

「お前はどこにもたどりつかない」

　そうつぶやいて手刀を見み舞まった。

　皮の差一枚で避よけたのえるは彼の懐に飛びこんだ。身をかがめてしまえば、長身のマスリーは手が届かない。その隙すきをついて先手を取り、彼の左ひだり腕うでをつかむ。あとはその手を引き込んで、崩くずれた上半身に右足を叩たたきこむだけだ。

　必殺の、首くび狩がりを！

　案の定、懐に入られたマスリーは一歩後あと退ずさってしまった。その瞬間にのえるは彼の左手をつかんだ。そして全身の力で彼の手を引き込んで、上半身を崩させる。

　あとはその首に鎌かまのような足をたたきこめば勝負は決まる！　だが!!

　ぐらり、と視界が揺ゆらいだ。

　一瞬、世界が真っ暗になって、のえるはふらついた。

（毒だ！）

　歪む世界の中で、彼の爪が朱色に塗まみれていた。

（あれか……！）

　気付いたときにはもう、のえるは平へい衡こう感覚を失いかけていた。

「毒ではありませんよ。特とく殊しゆなアルコールをほんの微び量りよう流し込んだだけです」

　温度のない声がいんいんと鼓こ膜まくを叩いた。

　のえるは闇やみ雲くもに拳を見舞った。しかしそれは相手に自分が距きよ離り感覚を失っていることを教えたに過ぎなかった。

「だから言ったでしょう。お前はどこにもたどりつかないと。──その拳さえも」

　マスリーの長い腕が伸のびた。のえるの首をつかんだ。その細い首を長い指が絞しめた。長い爪がぐいぐいと皮ひ膚ふに差し込まれた。

「ぐ……ぐっ！」

「お前は無力だ」

　のえるの身体が車窓の外に押し出された。

　ごうっと風の音が聞こえ、時速70キロの空気が彼女の身体を後方に押しやろうとする。髪かみの毛が暴れるように波打った。

　頭上には切り立った峡きよう谷こく。落ちれば数百メートルの底。そこに待ち受けているのは死だ。

「健けな気げな努力ですが、届かなければ無」

　爪は皮膚を食い破っていた。10の血の穴が開く。

　ますますアルコールが流し込まれ、意識が遠くなった。

　それでものえるは必死で窓まど枠わくをつかんで、振ふり落とされまいと懸けん命めいにこらえた。

「ぐううっ！」

　負けるわけにはいかなかった。

　今度こそ、負けるわけにはいかなかった。

　しかし、気持ちとは裏腹に身体からだの力は抜ぬけてくる。息が出来ないのだ。ロウソクがどれだけ燃えようとしたところでコップの中に入れられてしまえば、酸素を食い尽つくして自動的に消える。それが彼女に約束された未来だった。

「待て」

　アル・ファドルの声が聞こえた。

「ちょうどいい。コレの最初の発はつ疹しん者しやになってもらおうではないか」

　のえるは列車から振り落とされないよう、手を窓につっぱらせるので精せい一いつ杯ぱいだ。彼の手にあるはずの注射器すら見ることもできない。いや、もはや何も見えない。光も闇もはるか遠くに感じる彼女の視界には、天も地もないぼんやりとした世界があるだけだった。

（終わらない──、終わらないんだから！）

　必死で叫さけぶ。だがもう声にもならない。

（サラ──、シャイニィ──、健ちゃん──！）
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　みんなの顔が心によぎった。最後の力を振り絞しぼろうとしたのだ。自分でも虫のいいことをしていると思う。

（誰だれも守れてないのに──、迷めい惑わくばかりかけてるのに──、ひとりで勝手なことをしてるのに──！）

　こんな時だけ、励はげましてほしいだなんて。

　みんなの面おも影かげは薄うすく溶とけ、砂で作られた像のように消えていった。

　ごうごうと鼓膜を打つ音さえも、遠く小さく消えてゆく。

（もう──、もう──！）

「のえる──」

　声が聞こえてきた。

　すぐに健太だとわかる。

　健ちゃんは優やさしいな、と思った。

　あれだけ裏切られているのに、あたしが呼んだら現れてくれるんだから。

「のえる──」

　バラバラとうるさい音が邪じや魔まをする。どこのヘリだ。邪魔をしないで。

（ん──？）

（ヘリ!?）

　全身に稲いな妻ずまが走ったかのようだった。

　強力な確信がのえるの身体を反射的に突つき動かした。

「のえる！」

　天地が逆転した視野で、逆さまになった健太が見えた。

　線路に併へい走そうして飛ぶヘリから、喉のども裂さけよと懸命に叫んでいる。

「健ちゃん！」

　もうそれは理り屈くつでは説明できない力だった。

　視力が戻もどったのか、あるいは気配を察知しただけかもしれない。

　アル・ファドルが手をつかもうとしているのに気付いたのえるは、すぐさま窓枠から両手を離はなした。かろうじてひっかかっていた身体はあっというまに外に放ほうり出される。そしてのえるは腕うでをつかんだ。両手でマスリーの両腕をつかんだ。

　マスリーの身体も外へ引きずり出される。

　とっさにマスリーが腕を引いた。

　それがのえるの読みだった。いや、読みですらなかった。本能がはじきだした条件反射といったほうが近かった。マスリーの腕わん力りよくを利用して、車内に戻ったのえるはつかんだ腕を逆にひねると、体重のすべてをのせて彼を組み倒たおした。

「がっ！」

　マスリーが悲鳴をあげた。腕を折られたのだ。しかものえるはうつぶせになった彼に馬乗りのポジションでいる。ポケットにあるナイフを使えばとどめをさせる状態だった。

　だが、のえるはマスリーから飛び退のいた。もちろん彼はすぐに立ち上がる。たとえ右腕を失っても、彼にはまだ恐おそるべき爪つめを持った左腕がある。

「甘いな、娘むすめ」

「あたしがどいたのはアンタに情けをかけたからじゃないわ」

「ほざけっ」

　マスリーの手刀が襲おそいかかった。

　その速度、その鋭するどさ、いかなのえるといえども避よけうるものではなかった。

　だから避けなかった！

　のえるは彼の攻こう撃げきを受け止めた。正確には身体をわずかに半身に傾かたむけて、彼の拳こぶしを受け流そうとした。しかし彼の速度はのえるの運動能力を超こえていた。彼は服を断ち、皮膚を切り裂いた。脇わきから突き抜けた爪からは鮮せん血けつがしたたり落ちた。

　だが、のえるは笑った。

　それすらも覚かく悟ごの上だったのだ。

「何っ!?」

　マスリーが気付いたときには遅おそかった。彼の左腕はのえるの脇に抱かかえ込まれ、動きを封ふうじられていた。折られた右腕は動かない。

　あとはのえるの拳が、ノーガードのみぞおちに叩たたき込まれるだけだった。

「ぐはっ……！」

　マスリーは苦く悶もんの声をあげながら、どさりと崩くずれ落ちた。

　のえるは、気絶してもはや届かない彼に向かってつぶやいた。

「あたしがどいたのは──、アンタをブチのめさないと気が済まなかったからよ」

「その傲ごう慢まんさを悔くやんで死ぬのだな」

　のえるの後頭部に鉄の塊かたまりが押しつけられた。それは銃じゆう口こうだった。

　それはマスリーがのえるの手から叩き落とした銃だった。

　アル・ファドルは引き金に血で染まった指をかけた。

「結局、貴様は私にたどりつけなかったな」

「……ッ！」

　のえるは歯は嚙がみした。早はや撃うちの名手でなくても、引き金をひくのに１秒はいらない。

　わずかにでも動作すれば、彼は発はつ砲ぽうする。

　１秒以内で背後にいる相手を仕留めることなど、できるわけもなかった。

　アル・ファドルは驚きよう喜きを浮うかべて、つぶやいた。

「無様に、死ね」

「のえる、伏ふせて！」

　健太の声に、のえるは迷わず行動した。

　アル・ファドルは車窓を見た。

　かぎりなく列車に近接したヘリから、健太がハンドガンを抱えていたのだ。

「なにっ……！」

　動どう揺ようで、発砲が遅おくれる。

　銃じゆう弾だんはのえるの頭上をかすめ飛んだ。

「くらえっ！」

　健太が、ハンドガンを発砲した。

　それは暴徒鎮ちん圧あつ用のゴム弾であった。缶かんジュースほどのプラスティック製の弾だん頭とうが、十字に傘かさを開きながら命中、相手を吹ふき飛ばすのだ。

　アル・ファドルの顔にくっきりと×の字が刻み込まれた。

「ぐはっ……！」

　アル・ファドルは昏こん倒とうした。

「健ちゃん！」

「のえる！」

　健太は列車に飛び移ろうとした。だが、ヘリは急速に離はなれていった。

　列車がトンネルに入るからだ。

　のえるとアル・ファドルは暗くら闇やみに突とつ入にゆうした。

　すぐに目が慣れ、２人は対たい峙じする。

「やっとたどりついたわね」

「私を殴なぐり倒たおすためにか？」

　アル・ファドルは血を吐はきながらも苦く笑しようした。

　迷わずのえるはその気取った顔面に拳をくらわせた。

　扉とびらに叩きつけられた彼は、フフ、と笑った。

「やはり貴様は子供だ。気に入らないものを殴り倒せば済むと思っている」

「じゃあ、アンタは何なのよ」

「私を倒せば、世界がよくなるとでも思っているのか？　アメリカはイスラムへの抑よく圧あつをやめ、パレスチナは自由を手に入れられると思うのか？」

「アンタは別にそんなもののために戦ったわけじゃないでしょう」

「この世界には憎ぞう悪おの鎖くさりがある」

　アル・ファドルはつぶやいた。

「この鎖は人類すべてをつないでいる。イスラエルを見ろ。ユダヤ人とパレスチナ人のどちらに出ていけという？　悪いのは両方に独立を約束したイギリスだ。だがイギリスを殴り飛ばせば問題は解決するかね？　半世紀に渡わたって血と涙なみだを流し続けてきたユダヤ人とパレスチナ人の憎にくしみの積み重ねをはらすことができるかね？」

「…………」

　のえるは返事をしなかった。ただ怒いかりを浮かべて、彼をにらみつけている。

「世界は心の澱おりで淀よどんでいる。イギリスが無責任な約束をしたのは、第一次世界大戦でドイツを滅ほろぼしたいがためだ。憎悪のシステムが絶え間ない憎しみを生産して、人の心をむしばみつづける。残念ながら私が悪の魔ま王おうというわけではないのだよ。私が死んだところで憎悪のシステムは生き残り、新たな争いを作り出す！」

「威張んなッ!!」

　のえるはアル・ファドルを殴り飛ばした。

　扉ごと吹き飛ばして、彼の身体からだは廊ろう下かに転がった。

「さっきから聞いてれば歴史がどうの憎悪がどうのって言い訳ばかりして、アンタはどうなのよ！　アンタは何なの!?　運命の奴ど隷れいなの!?　アンタはどうしたいのよ！」

「私はイスラムの怒りを代弁しただけだ」

「それが言い訳なのよ！」

　さらに殴った。殴るほどに怒りが増す気がした。

「だったらもっとちゃんと考えなよ！　イスラムの人に迷めい惑わくをかけない方法を！　アンタのやってることってなんなの？　行き当たりばったりで行動して、戦争にまで持ち込んで、ウルムスタン人がどれだけ犠ぎ牲せいになったかわかってるの？　その責任はどうとるのよ！　救えてないじゃない！　誰だれも救えてないじゃない！」

「それも必要な犠牲だ」

「必要な犠牲……ですって？」

　のえるは彼の胸むなぐらをつかんだ。

「サラって知ってる？」

「知らんな、ウルムスタンの娘むすめか？」

「アンタが旅客機をつっこませたビルにいた子の名前よ」

「仕方のないことだ。イスラムの子も同じように世界中で殺されている」

　サラは──、と言いかけて、のえるはこらえきれなくなった。

　彼の胸ぐらをつかんでいた拳こぶしがぶるぶると震ふるえ出す。

　目に熱いものがこみあげてきた。

　悔くやしくて、悔しくて、胸が張り裂さけそうだった。

「知りもしないで……」のえるの声はうわずっていた。

「サラのことを知りもしないで！」

　殴った瞬しゆん間かん、何かがこぼれた気がした。

　その瞳ひとみに殺意を見つけたアル・ファドルは顔色を変えた。

「れ、冷静になれ」

　そう言って、命いのち乞ごいを始めだしたのだ。

「ここで私を殺してどうする？　貴様を殺そうとしたアメリカを喜ばせるだけだぞ！」

「アンタは──」

　のえるは悲しくなった。彼の情けなさにやりきれなくなった。

「なんで……」

　殴なぐった。

「なんでアンタみたいないい加減なヤツに……」

　また殴った。

「なんでアンタみたいなどうしようもないヤツに、殺されなくちゃいけなかったのよ！」

　さらに殴った。

　殴るたびに瞳からこぼれる何かがあった。のえるもそれに気付いた。

　自分が泣いているとわかった瞬間、涙が止まらなくなった。

　脳のう裏りにあの瞬間が浮うかぶ。

　４年前、ニューヨーク、桜の花びらが舞まう空の下で交かわした言葉のことを。

「あのね──、わたしもう、泣くのやめようと思うんだ」

　サラは言った。

「強くなりたいの。何があってももう負けたくないから。だから、のえると約束したい」

　頰を赤らめながらも、きっぱりと。

「いいよ」

「のえるも泣かないって約束してくれる？」

「うん」

「よかった……」

　そう言って、サラは微笑ほほえんだ。

　両手の指を絡からめあわせながら、恥はずかしそうに喜んでいる。

「１人になっても、世界のどこかでのえるがわたしとの約束守ってくれてるんだって思ったら、わたし、頑がん張ばれそうな気がする」

「ホントに約束よぅ。今度会ったときにへなちょこだったりしたら、許さないから」

「うん、期待してて！」

　最後にサラは微笑んだ。微笑んでくれた。ぎゅっと拳を握って、両手で小さくガッツポーズを作って、あたしと──、他の誰でもなくあたしと──約束してくれた。

（そのサラは──！）

　もういない。

　どんなに願っても、なにを犠牲にしても、

　戻もどってこない。

「あ……ぁぁああ、あああ……」

　口から、叫さけびとも嗚お咽えつとも知れぬ声が漏もれた。

　たった一つの約束すら守れない自分が腹立たしかった。

　せめて──せめて、彼女が残したこれだけは守り通そうと決めた誓ちかいだったのに、それすら守れない自分が許せなかった。

　約束を交わしたあと、彼女がこらえていった痛みはこんなものじゃないと思った。

　五体満足で、オトナを殴り飛ばせるほどの元気もある自分なんかとは到とう底てい及およびもつかない苦しさにこらえていたに違ちがいないと思った。

　思うほどに、涙なみだがあふれだした。

（どうして、どうしてサラは──）

　納なつ得とくがいかない。

　絶対にできない。

「サラがどんな子だったか知りもしないで殺さないでよ！　仕方ないことだなんて言わないでよッ！」

　たったそれだけの感情で、のえるは殴り続けた。

　息も絶え絶えになっていたアル・ファドルが、かすれた叫び声をあげた。

「わ、わかった。お前の言う通りにする。だから……」

　最後まで言い終わらないうちに、のえるはその口を張り飛ばした。

「今さら──、今さらそんなこと言わないで！」

　その無責任さがのえるには許せなかった。

「中ちゆう途と半はん端ぱなことしかできないなら、何にもしないで！」

　そう叫んで──、

　アル・ファドルが意識を失っていることに気付き、のえるは拳こぶしを止めた。

「アンタのせいで……。約束、守れなかったじゃない……」

　もう、許してもらうこともできないのに。
















「こ、ここは……！」

　意識を取り戻したアル・ファドルは、自分がいる場所に気付いて目を疑った。

　そこは戦せん闘とう機きのコクピットだったからだ。

「お目覚めかしら？」

　後ろの席から声がする。軍服を着た少女に微笑ほほえまれてアル・ファドルは気色をなくした。

「貴様！」

「アメリカ上空よ」

「なにっ！」

　戦闘機は高度を落として雲海の中へ飛びこんだ。

　のえるが指し示したレーダーには、たしかにアメリカ東海岸が表示されていた。

「私を手みやげに殺さないでくれと、大統領に哀あい願がんするつもりか」

「まあ、そんなもんかしら」

　のえるは胸ポケットから携けい帯たい電話を取り出した。

　ピッ、と短縮ダイヤルを押して、数秒。

　出てきた相手に、こう言った。

「いまから突つっ込むから」

　戦闘機は雲海を抜ぬけた。豊かに広がるアメリカの大地が見えた。

　そしてその先に見えたのは、ホワイトハウスだった。

「ど、どういうつもりだ！」

　アル・ファドルは操そう縦じゆう桿かんを探し、手に取った。

「逃にげる気？」

　のえるは恫どう喝かつした。

「大義のために戦うんでしょ？　だったらアンタも大義に殉じゆんじて死になさいよ！」

「お前も死ぬんだぞ!?」

　のえるはコードのちぎれたレバーを投げてよこした。

　それは、脱だつ出しゆつ装置を作動させるスイッチだった。

「アンタに死ねって言ってるんだ。あたしも死んであげるよ」

「お前は……狂くるってる……！」

「アンタが部下たちに命じたことよ」

　のえるはアル・ファドルの手をつかんだ。

　彼の手の中にある操縦桿を迷わず下げた。そして言った。

「さあ、アンタの大義を見せてみなさいよ！」

　ホワイトハウスめがけて急降下する戦闘機の中で、彼は言葉を失った。




　そのアルカンタラ王国製のステルス戦闘機は、ホワイトハウスからも目視できた。

　すでに数キロの距きよ離りだった。

　執しつ務む室しつにいるロバートは立ちつくしていた。この距離では逃げる時間も、撃げき墜ついする準備もない。

「ク、クレイジー……」

　大統領は手にした電話を落とした。




　戦闘機はホワイトハウスのぎりぎり上空をかすめ飛んだ。




　アル・ファドルがとっさに操縦桿を引き上げたせいだった。

「…………」

　彼の息は荒あらい。額にはひや汗あせすら浮ういていた。

　のえるは言った。

「空港に着陸するわよ」

　彼は返事をしなかった。

　戦闘機は近きん郊こうの空港へ着陸した。

　ただちに軍隊が急行して、アル・ファドルは逮たい捕ほされた。

　そして、のえるの前には大統領が現れた。

　ロバートはひどく困った表情をしていた。

　会わせる顔がないようだった。

　自分が下した命令に対する気まずさもある。危あやうく死にかけて、のえるの本気を知ったこともある。その恐きよう怖ふを気取られまいとして張った虚きよ勢せいが、逆に振ふる舞まいのぎくしゃくさを見せていた。

「この度たびは不幸な行き違ちがいがあって、キミには迷めい惑わくをかけた。この償つぐないは何でもしたい」

「償えば片づくの？」

「いくつでもかまわない。ノーベル平和賞に推すい薦せんしてもいい」

「じゃあ、とりあえず１つ、いっとこうかしら」

「ああ、なんでもいいたま……」




　ドガッ！

　言いかけたロバートの顔に、強きよう烈れつな鉄てつ拳けんを食らわした。

　歯が飛んだ。大統領の身体からだはアスファルトに叩たたきつけられた。

「な、なにをする！」

「ふざけないで!!」

　のえるはぴしゃりと言った。

「償えばいいとか、必要な犠ぎ牲せいとか、アンタもアイツも無責任すぎるのよ！」

「な、なっ……！」

　ロバートは目を剝むいた。テロリストと一いつ緒しよにされたことがよほど心外なようだった。

　のえるは驚おどろいた。驚いたというよりも呆あきれた。

　そして悲しくなった。

「エライ人なんでしょ？　大統領なんでしょ？　だったら世の中には取り返しもつかないことがあるってことぐらい知っときなさいよ！」

　そう言って、もう一発殴なぐってしまった。

「まったく……、子供に説教させないでよね」
















題名：最近の出来事～♪

本文：プレゼント、ありがとね。




　帰国して２ヶ月。あたしはフツーの女の子を満まん喫きつしてるところです。

　先生たちは総理大臣でなくなって、あたしがおとなしくなるのを期待してたみたいだけれど、時間が出来た分、イタズラにも凝こることができるので、叱しかられる回数は前より増えた気がする。いや、確実増えてる。木佐の怒おこる回数とさくらセンセの泣く回数が。大鳥宮乃のカウントによるとさくらセンセを泣かした回数が木佐についで２位らしい。

　マ、マズイ……。

　そうそう、メフィのことは話したっけ？

　あたしを魔ま法ほうで総理大臣にしてくれた悪魔の男の子。

　彼は夜になると、外に出ていくようになったのよ。

　あたしのために魔力の源である月光を浴びに行ってるんだけれど、彼は「人がいないときの散歩は気分がいいことがわかったから」とか言うの。

　猫ねこ友達でも作れば楽しいと思うんだけど、性格が性格なので孤こ高こうみたい。

　ためしにメフィが出ていったあと、窓をほんのちょっとだけ開けたままにして外をうかがったんだけれど、屋根の上で寝ねてるだけ。にゃーともなんとも鳴き声が聞こえてこないのよね。いったん外に出るとあたしが起きている時間には戻もどってこないから、一度、電気を消して寝たふりをしてみたら、ものの５分もしないうちに戻ってきたわ。

　感謝されるのがすごく苦手みたい。

　面おも白しろくてつい、メフィをえいっと抱だきしめてベッドの中に引きずりこんだら（前に外から帰った時は暖めてあげると約束したのよ）、怒ってまた外に出て行っちゃった。

　う～む。

　悪魔の考えることはよくわかんないや。

　あと、他ほかのみんなのことも教えておくね。

　ロバート大統領は人が変わったみたいに二言目には平和平和言う人になったわ。

　アル・ファドルの逮たい捕ほを受けて、すぐさまウルムスタンからの撤てつ兵ぺいを決定すると、中東和平へ精力的な活動を始めたの。イスラエル、パレスチナの両方に妥だ協きようを求める和平案には、これまで優ゆう遇ぐうされてきた親イスラエル派の議員から反発の声が大きくあがったんだけれど、大統領は強ごう引いんに押し切っちゃった。

　もちろん研究所に保管していた天てん然ねん痘とうウィルスも破は棄きさせました。

　まあ、そうしないと、あたしを暗殺しようとしたことを世界にバラすって、脅おどしたからなんだけどね。

　うーむ、そうまでして大統領でいたいのかなー？

　大統領はいくつでも言うことを聞くと言ってくれたので、テレビや新聞で国際紛ふん争そうのニュースを知るたびに携けい帯たいで大統領に電話をかけて、和平を仲ちゆう介かいしろ、と指令を出してるの。なんだか地球防衛軍の司令長官みたいで愉ゆ快かい愉快。

　ちなみに大統領の決め台詞ゼリフはこれです。

「仲良くしないと攻せめ込むぞ」

　ホントに攻め込む国が言うと効果絶大です。さすがアメリカ。

　もちろんそんなことはあたしがさせやしないんだけれど、そのからくりは秘密にしておいたほうが、みんなびびって和平のテーブルについてくれるので、しばらく内ない緒しよにしておこうかな。大統領も言うこと聞いてくれるし。

　日本の総理大臣やってる時より世界動かせてるんじゃないかなー、こりは。

　はじめはあたしからの電話をイヤイヤ受け取っていた大統領だったけれど、相次ぐ和平政策がノーベル平和賞の候補に挙がっていることを知ると、すっかり上じよう機き嫌げんになってきて、あたしからの電話を楽しみにしてるみたいなのよ。

「次はどこの国とどこの国を仲直りさせればいい？」って。

　ホント調子いいおっさんよね……。

　まあ、メダル１つ欲しさで、その気になってくれるのなら安いもの（しかもノーベル財団のお金だしね）、ちょっとおだてて世界のために働いてもらいましょ～！

　あと、それから。

　ラピスから手紙が届きました。お母さんは一命を取り留めていたそうです。

　よかった～！

　ジャスワントからは何もないけど、あのおじさんはそういう人じゃないから、便りがないのはヨイ知らせだと思うことにします。

　んで、健ちゃんとは相変わらず。

　３日ぐらいはすんごく優やさしかったんだけれど、すぐに風紀委員に逆戻り、あれしちゃダメ、これしちゃダメって、うるさいの。

　今回の一件じゃ、かなり心配かけたので、しばらくはおとなしくするつもりだけど、そのうち、健ちゃんが気絶するようなことを始めてしまいそう、あはははは。

　健ちゃんに好かれる日はいつになったら来るんだろうか。うーん。

　そうそう、今回メールしたのは、あの日、サラがあたしにプレゼントしようとしてくれた本が、今日になって届いたからでした。

　崩ほう壊かいしたビルの瓦が礫れきから見つかった遺留品が、航空便で届いたの。

　大切に読むね。

　日本はもうすぐ桜の季節です。

　今年はまだ、桜を見たら、悲しい気持ちになるかもしれないけれど、許してね。

　舞まい散る花びらを見て、笑えるようになったらまたメールするから。




　サラは、あたしの中で、ずっと生きています。
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　あとがき




　ごめんなさい、のえるを泣かしてしまいました。




　友達でも、恋こい人びとでも、家族でも、自分自身でも、

　幸せにしたい、幸せになってほしい、と思う人がいますよね。

　それが叶かなえられなかったことはありますか？

　別れたり、失ったり、離はなればなれになったり、

　その願いが、永遠に叶えられなくなったことに気付いた時は、どうでしたか？

「大好きな友達を、理り不ふ尽じんな事件で失ったとき、のえるならどうするだろう？」

　これが今回の話のあらましです。

　ニューヨークやアフガニスタンの出来事を、自分たちが身近で遭そう遇ぐうしかねない出来事に置おき換かえるために、サラという女の子と、のえるを出会わせました。

　だから、ごめんなさい。




　アメリカが正しいとか、イスラムが正しいとか、そんなことはどうでもいいのです。

　俺は、この「総理大臣のえる！」という作品を、小説を通じて自分の思想信条を展開するような作品にするつもりはありません。むしろ、描えがきたいことは、

　なんで、そんな出来事で、正義の張り合いで、友達が死ななくちゃいけないのか。

　彼女がそれまで積み上げてきた人生は、そんなことで無にされてしまうのか。

　無にされたことすら、仕方のないことだと斬きって捨てられてしまうのか。

　その理不尽さに対する怒いかりだけが、のえるの原動力だということです。

　サラが死んだのは、のえるの責任ではありません。

　けれど、そんな慰なぐさめでは、納得できません。

　自分だったらどうですか？　納得できますか？

　本当は、このような、社会が生みだした理不尽な悲劇に対する責任は、大人が取らなくてはいけないものです。

　けれど、取ろうとはしない大人が多いから、のえるは自分で取ることにしたのです。

　サラの命を奪うばった出来事に対する責任を。

　テロリストの親玉と対面するとき、アメリカ大統領と対たい峙じするとき、

　のえるの心にあるのは、それだけなのです。




　さて、今回の話は「のえるだったらどうするの？」というお便りを貰もらったことがきっかけでした。のえるがもし、現実の総理大臣だったら、２００１年９月11日にニューヨークで起こった同時多発テロ事件に端たんを発はつする戦いにどう動くのか。

　それは描き甲斐がいのあるテーマでもあり、危険なテーマでもあります。

　テロリズムはもちろん許されないことですが、じゃあテロリズムを排はい除じよするための空くう爆ばくはかまわないことなのか？　民間人を巻まき添ぞえにしてしまう空爆と、自じ爆ばくテロにどれぐらいの違ちがいがあるのか。

　世界には選挙ではなく、軍事力で政権を獲かく得とくする国家もあるのです。選挙で自分たちの代表を選べない国もあるのです。そのような国に「テロリストを匿かくまう政権を選んだ国民にも責任がある」とか言って、空爆を果か敢かんに実行するどこぞの大統領には、

　選んでないっちゅーに、

　とか、つっこみたくなります。

　自分の国の基準は世界に通じるという思いこみはほどほどにしたいものですね。

　日本はこれだけの不ふ況きようにあっても、武器を取らずに生きることができます。

　国中が地じ雷らいで埋うまっていたり、爆ばく弾だんを積んだバスが特とつ攻こうをかける国とは生きている環かん境きようが状じよう況きようが違ちがいます。生きるか死ぬかの世界に住んでいる人たちが選んだ戦いを「愚おろかだ」の一言で片づけてしまうのは、無神経で傲ごう慢まんな行こう為いかな、と思ったりもします。

　でも、それでも、戦争はしちゃいけない、と言いたい。

　難しいですよね。

　そういう都合の悪いテーマは扱あつかわないという大人の判断もあるのです。わかりやすい悪を用意してそれを退治するという話に仕立て上げるという方法もあるのです（アメリカがやっているキャンペーンがそうですよね）。こう書くと政治家がよくするごまかしのように思えるかもしれませんが、娯ご楽らくの提供を第一義とするエンターテインメントとしては正しい判断であったりするのです。が──、

　やっちゃいました。

　ごめんなさい。飛行機を世界貿易センタービルに激げき突とつさせました。戦局が確定しない状況で書き始めたので、ウルムスタンという架か空くうの国を設定しましたが、それがどの国を指すかはおわかりのはずです。とかくこういう事件になると日本政府は「アメリカの言うとおりにするしかない」と責任を丸投げしたがりますが、大統領とも大げんかさせました。さらにのえるをウルムスタンに行かせて、戦争の矢や面おもてに立たせてしまいました。

　逃にげ道ありません。退路はすべてぶっ飛ばしました。

　そんな中で、彼女がどんな行動を取るのか。旅の果てに彼女がたどりついた結論とはなにか、そして──、

　二度と逢あえなくなった友達のために、のえるがしようと思ったことはなんなのか。

　それを達成する瞬しゆん間かんを、読んで欲しいと思います。




　最後に、３巻もわくわくどきどき爆ばく笑しようストーリーとかを期待して、手にとってくれた方にごめんなさい。主人公がのえるなので、どうしてもそこかしこにユーモアがバラまかれてはあるのですが、これまでの話よりはシリアスです。

　次の巻では、ばっちりその期待に応えます！　問答無用で楽しい話にします！

　そのための伏ふく線せんや新キャラを、この巻に登場させていますので、読みながら次巻での大逆転を想像とかしといてくれると、とっても嬉うれしいです！

　お便りを送ってくれる皆みなさん、むちゃくちゃありがとう!!

　インターネットではファンサイトもできたりして、うわー、ますます頑がん張ばらなくちゃ～、と気合いを高めて続編の執しつ筆ぴつに取りかかっています[image: !!!]

　すぐ出すからね[image: !!!!]

[image: ]







　おまけトーク




　前巻で募ぼ集しゆうした『折原総理に解決してほしい問題』ですが、のえるが総理大臣じゃなくなってしまったので、今回いきなりお休みです。ごめんなさい（健太）




健太「──ということで、今回は作品あてに寄せられた疑問や質問に答えていくコーナーにしたいと思います。あれ？　のえる？　のえるどこだよーっ」

ほのか「あ、折原さんはなんかすごい用事があるからって、わたしを代理に……」

健太「弥や生よいちゃんに任せて遊びに行ったのか──」

ほのか「……ごめんなさい」

健太「弥生ちゃんが謝ることじゃないよ。悪いのはのえるなんだから」

ほのか「あ、じゃ、わたしが質問を読んで、長谷川くんが答えるってのはどう？　長谷川くんなら答えられるでしょ？　折原さんのこと、なんでも知ってるし」

健太「え～、知らないよ～」

ほのか「うそうそ。長谷川くんが知らないんだったら、誰だれも折原さんのことについて答えられないよ」

健太「なんかそれもイヤだなあ……」

ほのか「最初の質問いくね。総理大臣はたくさんの給料をもらえるそうですが、そうするとのえるは小こ遣づかいには困っていないのですか？」

健太「貰もらえてないんだよ」

ほのか「えっ、そうなの？」

健太「拳けん銃じゆうブッ放したり、戦車乗り回したり、無む駄だなことするだろ？　その分は給料からしっかり差し引かれてるんだ。だから、給料は一円も貰えてないんだ」

ほのか「かわいそう……」

健太「それで僕もしょっちゅう、のえるに奢おごらされてるんだけどね。はぁ～っ」

ほのか「じゃ、わたしが長谷川くんに何かごちそうしてあげよか？」

健太「え、いいの？　やった～っ！」

ほのか「ふふふ、じゃ次の質問。健太はのえるを嫌いやがっているけど、なんだかんだ言って巻き込まれてるのは、実は嫌きらいの反対だからじゃないのですか？」

健太「違ちがう～っ！　断じて違う!!　絶対違う[image: !!!]」

ほのか「わたしも当たってると思う……」

健太「弥生ちゃんまでそんなこと言わないでよ～っ！　誰ものえるを止めないから僕がやってるんじゃないか！　ある意味、日本を守ってるんだよ、僕は!!」

ほのか「…………」

健太「ホントだったら！」

ほのか「それじゃ最後の質問。……長谷川くんは折原さんのことが好きなんですか？」

健太「えっ」

ほのか「……好き、なの？」

健太「嫌いじゃない、と思う」

ほのか「好きなんだ」

健太「いや、それは違う!!　のえるが僕をかまうのは、自分が好き放題できるからなんだよ？　そんな召めし使つかいみたいな状態、一生続けたいわけないだろ。今のうちだけだよ」

ほのか「よかった……」

健太「えっ」

ほのか「あ、か、帰ろ、駅前でなんでもごちそうするから、早く早く！」

健太「ちょ、ちょっと待ってよ～！」

（どういうこと？）
















カバー・口絵・本文イラスト／剣康之

デザイン／矢部政人










総そう理り大だい臣じんのえる！




乙おと女めの怒いかりは最さい終しゆう兵へい器き








あすか正しよう太た
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